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時 の -
E ヨ

菅

間
建 築 界 の 震 言 擢

職 後 復 興 の 必 要 か ら 土 建 界 が 一 層 重 要 な 役 割 を 持 つ よ う に な っ

て 毅 後 の 園 舎 や 地 方 公 共 園 糧 の 隷 舎 の 議 員 に 土 建 J ' I . の 人 々 が 可 成

り 多 〈 殻 出 し て い る こ と は 誠 に 好 ま し い こ と で あ る が 、 こ れ ら の

人 キ が 果 し て 本 営 に 土 建 界 の 代 表 と し て 互 に 相 協 力 し て 強 力 な 積

雪 僚 を 持 っ て 来 ? こ か 乞 う か は 疑 は し い 。 殊 に そ の 中 で 土 木 と 建 築

を 比 較 し て 見 る と 建 築 界 の 方 が 一 層 低 調 で 。あ り 、 従 っ て 謹 言 機 も

ま fこ 弱 い よ う に 恩 わ れ る 。

復 興 が 愈 キ 本 格 的 段 階 に 入 り 建 築 面 が 最 も ー 重 要 な だ げ に そ れ だ

り 建 築 界 の 要 望 も 吐 曾 的 に 益 キ 強 〈 反 映 さ れ な け れ ば な ら な い の

に 、 言 い た い こ と も 言 え な い で 、 ひ と の 揮 で ひ と が 相 撲 を 取 っ て

く れ る の を 待 っ て い る よ う な こ 色 で は 如 何 に も 積 念 で あ る 。 そ の

? こ め に は 先 令 多 〈 の 議 員 を 建 築 界 か ら 生 み 出 き な り れ ば な ら な い 。

六 月 は 丁 度 参 議 院 議 員 の 濯 患 で 、 こ の 競 の 世 に 出 る 頃 に は 幸 い

建 築 界 か ら も 多 数 の 諒 員 が 生 れ て い る に 速 い な い と ， 官 、 う の で 、 先

す も 嘗 濯 を 心 か ら 脱 稿 す る と 共 に 、 こ れ ら の 人 # が 少 〈 と も 事 建 築

界 の 問 題 に 闘 し で は さ ' う か 一 致 協 力 し て 張 い 預 言 穏 を 獲 得 し て 斯

界 の た め に 大 い に 活 臨 さ れ る よ う 期 特 す る 。
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fI1問答溜り便所人溢右研出し; 其の他

綾甲飯猿り

外壁

盛

弁

内

天

床

稲岡市渡浸透り六丁目

株式舎前t 大材、ｾｦｉ繭閣支活設計部

株 式 含 枇 阿 部i fl.

1 階 66. 00坪 2 階 66. 00坪

木建 2 階 建

屋 根 セ メ Y ト瓦葺

所 在 地

設 計

猪 ヱ

建築面積

徳 治

仕上概要

置

宮

一

室

間

込

ス

泊

本

5 物

6 鐙

7 宿

8 日

9 踏

10 押

ラ プ 窪

玄 関

置

情

グ

内

物

凸

刀

n
リ

O

A

噌

ι
守

ι

2  

り

室

岡

甥

室

溜

務

副

仰

員

幡

客

富

市

鹿

町

役

1  

。
O

A

2

w

'

O

R

U
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1

1

1

1

1
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三井綴山株式含紅三池穣業所炭坑鋒務者住宅

所在・荒尾市平井線 ケ仔殴地 E器地荷積・ 441高坪

1 炭磁事管内電車 3  iItl!E包管翠E事務所 5 百 貨 庖 7 小 原 校 9 理 笑 所

2 阻 絵 所 4 共 同 浴 湯 6 病 院 8 新 制 中 感 10 智 子 宿 舎

12 
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ス

ス

間ノ

抑

押

床

η

'

O

Aリ

n
u

E刻印象食堂

3  ｾ＠

6  ltJ. 

4

6

6

 

閲

所

同

倒事

玄

使

炊
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A

O

J
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9
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雲ザビエル記念館

凡

室

開

室

秒

ホ

事

演

髭

'a

‘
。
必
向
。

4  

、

岡 石 炭 局 臆 舎

湯 沸 湯

小 イ 賓 室

宿 直 室

女 子 便 所

男 子 便 所

。
リ

4
喝

A

P

U

n
り

ザ

a

1

1

1

1

1

 

頼関市鳥飼町

建設省九州地方処設局管繕部

高木産業相式曾枇

昭和2.{年 3 月3 l 目

水省フレンチ瓦王子 2 階建

物 置

渡 り 廊 下

資 材 部

ｾｈ Ｚ 合事務室

倉 庫

浴 室

巧

'

O

O

A

3

H

U

T

L

9

M

噌

a

A

唱

E

&

唱

E

&

市昌

在

計

工

功

議

ポ ー チ

受 付

! 廻 間

生 醸 部

管 理 苦 帯

電話交換室

所

設

施

竣

格

-色。

d

q

u

i崎

A

F

O

A

U

ｴ ｵＮｊｊＮＮＮｊＮＮｊＮＮ ｓｕｉ ＱＮ ｕｾ＠

"  ，巴

@

N

一
一

い

J  

繭岡市東公園

ｷＮｩｾ司孫建築部管暗号鎌

株式禽晴t 川原級

昭和初年 2 月

木 治 瓦 葺 一 部 2 階建

在

計

工

功

溢

所

設

協

刷

竣

檎
4  

14 



中央信託銀行株式舎枇

福 岡 支 庖

小使主主

守 衛 所

7  

開示i正普

延Ｒｙ ， ｾｰ

際 接 室

金 庫 室

107坪

ｾ＠

υ  

ｾ嘗者

蹄岡市天神町

本宮白

出 納 室

支脂長室

藍住坪

岩.a同 日

日

計

工

在

E設

客 溜 り

省、業室

設

施

所

;降

1  

2  1u 6  4  世 間 平 祖 国』ーー園w

• 

• 
電包

• 

• 

• 

日義11¥倉火力設電所

日本褒議電株式曾枇建設部

鹿再建設株式釦札九州支庖

銀管鑓筋コ Y グ リ ー ト 溢

25，0 0 J K WH 

自昭和23. 9 歪24. 1.1

計

ヱ

治

力

期

設

施

構

出

ヱ • 

15 

品

開

γ

・

圃

担 困

- .  
9  

間 常 盤 室

階 段 室

8 倉 庫

9  ｾｾ第 Ｓ 涜 ｊ 控室

6  

7  

1  鍛粉炭製議機室

2 湿気盤鰭隣室

3- { 足感! 史電盤室

4 階 段 室

5  第 G貌汽占寝室



同易会景( 昭和田年)

三 菱 高 島 礎 業 所 端 島 坑 ア パ ー ト

所 在 長峨i係西彼杵郡高島町 規 E箆 地 階 2舟1. 0締

殻 計 三ｾ高島 ｅ 監禁所管繕課 1階- 4階 1. 597. 6 

清水建設株式曾批九州支盾設計課 Ｕ 階 ＭＶｾ 皆 908. 8 

1i8i ヱ 滑11 < 建設株式曾枇九州支白 7階- 9階 712. 2 

竣 功 昭和25年 3 月 搭 慶 19. 3 

構 主自 鏑 筋 混 凝 七 議 地 上 9 階 建 地 下 1階重量 外 袋 色モルタル吹付

内 袋 室 名 床 巾 木 援 E釜 治 作 夫 弁

玄 関 人 溢 石 研 出 向 左 タ イ ) 1 . - 貼 白 漆 喰 杉 ベ Y キ 白 漆 喰

事 童 話 室 杉 徐' 甲主反 杉 問 上 同 上 関 上

階段室モルタル蛍モ) 1 . - 31 ルモ) 1 . - 31 ) 1. - 閑 上 向 上 向 上

端. 1 風祭( 明治40年)

16 
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溜
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手
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洗

流

H  

I  

K  置

駄

床

物

下

場

入

D  

E  

互接炊

押

室

場

室

共 同 炊 事 場

便 所

共 同 洗 酒 場

裏 玄 関

段階

洗

10 ｾＮ皆

8  

0  

明

B  

C  

段

チ

関

所

室

宅

設翻高
一
山
↑

r- '1  

2  

ポ

玄

便

事

枇

。

4  '

L

o

z

a

。
。

ι

t

'

A

T

L

1

a

h

噌

L

務

。

段

5  

6  

L  

⑧ 

F  入

一一一一一一

室階‘7  
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15"  

窮

門司後遺局問司工事部

俊道建設興業株式曾枇

昭和24年 6 月16 日

銭骨議及び木溢、天然ス ν ー ト 葺

崎長

設計遊理

施 工

竣 功

構 溢

，. 

集 ヰL f，系重

手荷物一時 f肩

透 失 品 扱 室

ア ー ケ ー ド

改 札 口

上 家

rけ

H

U

ヴ

'

u

o

o

d

A
リ

V

1

1

ι

'

L

'

ι

τ

ι

n

a

 

ボ ニ ノ プ 室

高 架 槽 位 置

女 子 用 使 所

女子用化粧室

男子用大使所

。 小便所

ゲ 化粧室

8

9

β

1

2

3

4

 

1

1

1

1

1

 

1  ｾ馬車鹿 間

2 出 札 案

3 改 札 J空 室

壬 銭 道 案 内 所

巧 寅 腐

6 喫 茶 室

7 放 送 室

佐賀懸脅年舎館

佐賀市役京町

昭和24年 10月15 日

株式曾組; 中野?且

Ｔｾ￹ｾＺ 冨

株式曾註t木村工務! 苫

12 宿 直

1: J 男 子 浴

14 女 子 浴

2 階卒荷

2 議 堂

5 準 備 室

6 控 室

8 和 風 曾 議 室

9 宿 泊 室 .

10 和 室1，

袋

一

室

室

所 在

竣 功

施 工

言背負金額

設 計 者

1 階 卒 面

1 ポ ー チ

4 受 付

5  符年国事務室

6 貸 事 軍 事 室

7 際 主 寝 室

8 合 議 室

9 食 堂

10 炊 事 場

11 d、 使 室

G
U
V
 

』品園長品... .  

18 



-ー.. .  ... . -，.，. 一 ｟ ＮＮＮｾ 崎 ザ ・・

弘

、

日 清 製 粉 烏 樋 工 場 本 館

所 在 佐賀i孫三重量核抑蒜旦村

陵 プ ラ ス タ ー刷毛引、夫弁 コソグリート

設計施工 株 式 合 枇 竹 中 工 務 所

打のま L

エ
期 自昭和 ｾｏ 年 ＱＲ 月至昭和 Ｒｌ 年 ｌＲ 月

建築田積 Ｑ 階 ＱＶｾ ｬＮ 03坪

園 面 説 明

務 治 鍛筋ョ γ グロート 5 階建

l 玄 袋 ¥)"' イ ロ

外部仕上 モル ｆ ル 、 制毛引ｾ 、 建具木製 2 製 粉 機 械 室

内部仕上
床を反E長及モルタル 、腰 モル声ノレ

3 製 品 サ イ ロ

平 函 闇 。 ーＭＭＭＭＭＭよ』回 ιｾＮ ー・・

19 



1‘  

大 分 電 報 局

大分市中島

貫日本電気温情局i ' J l 濃部

佐伯怠設工業株式曾拡大分

支庖

昭和23年 11月

局舎木議日本瓦葺 2 階E量

局 舎 1. 134M2 

附 混 合 168M2 

倉 庫 135M2 

在

計

ヱ

功

惜

唱

僕

怖

棋

務

規

所

設

協

岨

① 

嗣|ペ回:

23 庶 Z君事務室

2'1拭致実員宿直室

23 電 信 拭 磁 室

2t; 電 信 機 械 室

27 東 員 休 憩 室

28 階 段

29 附 属 家 廊 下

80 男 子 便 所

31 女 子 便 所

82 脱 衣 室

33 浴 室

34 薪 炭 庫

35 焚 腸

31 i 湯 沸 場

il7 小 { 史 室

お 倉 庫

ｾｾｾＩ無線室

4， ) 養 成 塗

41 白鶴率骨量湯

42 薪 淡 置 匂

43 箆 捻 湯

図 面 解 読

1 客 溜

2 受 付 事 務 室

3 看視員詰所・

4 電 西E 溜

5 祭 間 構 直 室

6 工 務 物 品 底

7 実 質 食 堂

8 修 縛 室

。 工 務 宿 直 室

10 組 合 事 務 室

11 下 足 室

12 階 段 室

1H 1 階 廊 下

14 重 量 成 室

15 史 民 宿 直 室

l l ) 惰 力 室

17 電 池 室

18 2 附 廊 下

J¥) 局 長 室

2J  試 験 事 務 室

21 調 盤 室

22 監 査 室

20 



宮崎懸町村曾館

宮 崎i孫常崎市7 J / j 府町

宮 崎l際土木部建築諌

清水建設株式曾批宮崎出議所

昭和見年 10月 lO日

木議フ ν y チ境疋主主 2 階建

l 階 16!i i平 2 階 1 ( ;2坪

盤色セメ γ ト吹付腹怨. 平石

渡り

天井テツグス及プラス F 一、

壁 プ ラ ス タ ー

所 在

設計監理

施 工

竣 功

槻 省

規 僕

外 袋

袋内

1 階卒貿1 I l ( 上)

1 玄 関

2 ホ ー ル

3  宿直室及受付

4 事 務 室

5 貸 事 務 室

6 曾 長 室

7 食 堂

8 籾 湾 室

9 炊 事 入 室

10 小 使 室

II 倉 庫

12 脱 衣 室

] 3 浴 室

14 洗 剤 所

11 ¥便 所

16 倉 庫

，. '" ... 
ー ー ー

21 

2 階卒面画( 下)

室

室

下

ヨE

室

康

晶司

円 本 間 踏 込

リ

廊

ノl-

ト

書室

主長

話

リ

本

プ

グ

倉

限

曾

再突

日

19 

21 

ＲＮｾ＠

Ｒｾ＠

24 

20 

1. 6  

ｖｾ＠
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熊 組

連

合

曾

事

懸

信

用

農

業

ヌド合

協 務

問 所

関本市草案町26番 地

株式曾jjc t ; 竹中工務! 苫

昭和24年12月下旬

本館 1 開 H3. 08坪

2&習 117. 30土手

所 在

設計施工

竣 功

建築面積

2 賂

1・

十

一
z ・J " ・ .. 

木遁

ラス、モルタル下f位、

人遁石洗出し目地切り

一部色モル声ノレ刷毛引

き、玄関廻りテラゾー

フ. ロヅグ

日本瓦葺き

床 フローリソグステ

イ Y 仕 上

土 問 人 強 石 研 ぎ 出 し

目地切り、 F イ

ル及モルタル

Eを 漆 喰

夫弁テツグス、? . l < 性

ベ γ キ仕上

構 遁

外部仕上

屋 根

内部仕上

室

所

室

オぇ更

便

利

I

I

K

 

小曾章受室

倉 庫

電話交換室

関 書 室

食 堂

西 日 膳 室

C

D

E

F

G

H

 

白鶴車置腸

倉 庫

廊 下

大 曾 議 室

日首

Q  

R  

2  

A  

B  

内 玄 関

男 子 便 所

女 子 便 所

宿 直 室

自 動 車 庫

H宿 泊 康

K

L

M

N

O

P

 

庫

室

室

室

協

室

納

品

司

使

事

倉

出

役

小

炊

浴

E

F

G

H

I

J

 

閥

溜

自

由

一

接

F包

業

玄

客

管

一

際

22 
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ｬｦ 首ｾＢｩｊ ffl 

立'9J

- l  
.. ｉｾｾ ご主円三立た ｣ｲｴ 没収Ｎ，ＧＢ一山口

... 

室

常

一

所

初

密

閉

熊 本 勝 議 舎 議 場

間

際

便

際

。
り

n
リ

n

u

。
。

噌

'

A

噌

'h

所 在 熊本市御幸町

校 計 熊 本 航 監 理 摂 管 稽 係

施工有限曾枇建吉何

橋 治 木 建 i¥千代瓦寄

階( 下回)2  

鹿 間

聖鐙奔額合

合 唱 府

a

u

w

，。。

寝

室

室

祭

具

小

聖

鐙

れ

4

5

帥

陣

廊

壇

d

内

身

大

'
ι

の

A

q

υ

祖 霊

貴 賓 室

合 議 室

知事室、日露接間

害時開訳者ｾ

f聾 鶴 燃

守

ι

o

a

n

O

A
曾

K

リ

n

3

隣( 上岡)

玄 閲

事 務 室

限 接 室

控 室

磯長、期穣長室

T

A

d

を

K
リ

αリ

η

'

1  

祭

雲ザピエル記念数舎堂及司祭館

鹿見息市山下町J 89. 2

衛藤右三島日産量喋設計事務所

鹿児ｾ際直管

木 議

木骨小屋ｾＱｉ Ｎ Ｕ 寸勾商 ｅ セメソト瓦ｽｬ［

鍛網ラス ｅ 長モル ｆ ルｾ吹付仕上

玄関ff 花尚石勝出し、康問、控室、身廊床

椎フローリ γ グ、巾木木製ペンキ、腰羽目

ペ γ キ、墜プラスターラフコート仕上、身

廊夫弁プラス J ; l - 粗商仕上

所 在

設計監管

施 工

納 部

屋 根

外 部

内 部

23 
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九 ｾｉｉｉｉ の
竃司. .  

、E 喧 と 支 部 の

九州と云うと何か非常に翌ぎった所のように思わ

れているらしい。私は青年時代に ある 人から、内

地の人を嫁にもらうかと謹かれ驚い? こことがあ

る。この人は九州Iは内地ではないと思っていたら

しい。まあこんなひざ' いことはあるまいけれぜ、

何か飴程後った所と思っているらしい。事覧琵児

島あたりへ行〈と、周知の湿り鹿児島帯と云うの

は完全に遇じない。筆者は育年時分に鹿児島へ行

き鹿児島語辞典を買って衆? こことがある。私は熊

本で高等事校を終えて京都犬皐へ行ったら、同窓

の惑重共、村間博士や設楽、元良なぜと云う手合

に腫分九州・l需を笑われたものです。白柳秀湖氏の

設によると北九州は偽印、シヤム方面から渡来し

た苗族 (/J 、生も然らぱ苗族1 ) であり、南九: l ' Nは

例の隼人族〈クマソ〉だそうです。獅子大六氏の

「てんやわんや」に於げる四園調立運動も徹快だ

ったが、民族自決のZおからは、九州図を作るのが

良からう。基礎産業fこる額、石炭は豊富にあるし

大消焚地fこる支那大陸は指呼の間にあるから貿易

も有利だ。こうなれば九州需を笑つ? こ蓮中に一泡

吹かせることが出来ると思いますが、ぎうですか

字、

仁会。

九州支部が出来てから 2 年後、所調終験後の歳
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.陣.

も圃 と 特 輯 擦 の 」

藤

一手当

‘eCU 

哲
一
一

と

良E

股!IX態で、舎の目的fこる技術の向上主か、枇舎に

貢献するとか云う時代でない技術はガタ落ち自

分?こt: け忠買な時代だったので、支部の i活! i j の不

活j震であっ fこことも止なを得ない結果t: e. 思いま

す。それと本部の所在地? こる大阪を距るにつれて

協合に妥当する認識も 加速度的に薄いと云うことも

諸般の活動を困難にする原因の一つです。世間も

少し静かになって来ましたから支部の活動もこれ

からです。先般本部の膳1i で銃構迭の講習会を開

きましたら、繍ｾ溢る』麗講者で非常な成功をお

さめました。梢々協舎も認識されたと思います。

見皐もよろしいし、何か特色のあることをも計識

しfこい k 皆と相談をしているところです。

九州特輯披を出されると云うので原税の琢揮め

方を支部で薮しましに。九州、l杢: 轄の稼子を廃〈紹

介しようと云う慰に軍慰を置いたので、結局各燃

の課長きん方に大慶 .to- 世話になりましfこ。厚〈綱l

問申上ます。出来祭えも悪〈ないつもりですが、

九州全般の様子を忠賓に集めにことをど 認め て頂き

fごいと恩います。

術この種の特輯撹は 2 年に一皮付出してもらう

のが良いと考えます。地方合員の協禽に到する開

心もか〈てこそ開まるのt: と思います。

¥ 、
、、
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七つの鯨ででき ている九州を毎日ー牒宛、了度

1 週間で廻ろうというのだから正に「とぴある

記」。各! 際の鯨鹿を訪問 して建築部課長さんに面

合 して話を聞き 、筒を一巡 してすぐ出裂と い う殻

定では建築界展望 とはいささ か無がひげ る。せめ

て讃者諸賢に九州の 匂t:: げでも嘆いでい?こだりに

ら華道である。

大阪 を夜行で珪って間関へ向う。

1. 掴 岡 懸 の 巻

夜が明げて夏に 5 分間関門トンネ J レの夜 をぬ げ

ると目ｾす九州、Ａの地、 問問 牒で あ る。門司 ー 一小

倉 一一戸 畑 一一八憾 と都市縄き、関門海峡と洞海

海を右にして山のせまっ た狭い土地を埋 めfこ工業

地帯を縫って走る車窓 に錆fこ鍛骨の褐色 と焼跡の

ｾの綾 が 焚 々 せまり毅 災 の滋しさを訴 え ている。

しかし既に熔鋼燈の* は再び燃え、林立 する工場

群の態突がいづれも 雄キ しい黒煙を6まいているの

は誠に心煩い隈りである。工場地帯 を過 ぎ茨車の

行き交う折尾の茨鮪地帯 をぬ げ、 白砂育絵の海岸

を右に見つつ汽車は目的地博多へすべり込んだ。

苦虫警らぬあまりパツとしない騨を出て寝前のゴ

タゴタに愛想、をつかして歩いて行〈と筒の中心部

へ来ていささか驚か された。敬災で焼 りfこ博多の

主な商底筒は殆んぜ蓮鎖式疏庖筒で、ぞれも 各 illi

り!ffi りが夫 キ恩ひ思ひの具つ7こス タイ ルで統ーさ

福 岡 市 J l I 溺 商 底 筏

の 建 築

Y  生

れて個キの商庖がパラ パ ラでは決 して出せない筒

としての美 しさ を見せている。こ れは とても他に

は見られな い壮観であ る。

官の博多と稲岡を分つ那珂川昨 に鞍後の都市計

蜜 で できた らしい 柳 の 遊 歩道は一入 博 多 情 緒ｾ深

めて好 ましい。貰によ〈復興 し、 誠に美 し〈なっ

たと 感心しながら那珂川の橋を渡るともう 燃聴で

ある。主主の木遁の建築部を訪ね、宮脇部長に刺を

通す。部長室に宮脇さんの外に 4 ・5 人が主主を園

んでいるので遠慮していると撃をかりられに。

宮「ゃあ、いらっしゃい。きあさ' うぞ」

記「いいんですか? ぜうもお久し振りでした」

挨拶 して横を見ると奮なじみの住宅課長の錦回

さんがいる。更に同席の企劃課長の志牟田さんや

建築課長の前岡きんなぜに紹介される。

記「課長命識ですか ? J

宮 ￭ｾ 、ゃあ、ここはいつも漣絡懇談所でね。丁

度いｾＮＮＮＮＮＮ安回答繕 課 長も呼びませう」

というようなわりで期せ守して九州の綾牒縮 問

の建築部課長さん全部を前に質問を試みた。

記「今筒ｾ拝見して来 ｦ このですが、間聞は大し

に復興銀りですね」

宮「え え、繭岡市と久智米市は商業都市ですか

ら験後の立上りも一番早・かつにわりです。 繭岡市

なさ' はもう 殿前の人口・戸数をはるかに突破して

おり 、今年は鳴接町村を合併して人口 60寓の大稲

岡市に蛮展 しよ うとしてい る複です」

記「北九州の万はさ' うですか ? .J

宮「北九州の 5 市中被災の酷かったのは八幡 ・

門司雨市ぞれに若松市の一部で した。 /J、倉と戸t. m

は強制疎開が相官ありま し? こが戦災は殆んさ' 受り

ておりません。都市の性格から見て八幡は怠工業

都市、門司と若除は港海部市でありますから建築

復興もその生命とする工場や港湾の復興は比例 し

ますので、やはり相官立ち設れこれからというと

ころです 。小倉は 5 市の商業中心で敬災 も主要かっ
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? こ鹿から人も開集し鞍，後一番旺告をな都市活動を縄

けて来てお; 1) 、戸 'tnr は元来住宅地なので大した密

化も見せておりません。

記15市合併の話がゐるように聞いてますが ?J

宮「ええ これは多年の懸案のよ うで、昨年から

大分活澄となり東京都の石川局長にも来ても らっ

fこり して見討を進めておるのですが、ま 1: 5 市 の

足並が全部一致するまでには到っていないようで

す。合併すれば 6 ..... 70禽の都市となり吾玲 として

も大いに期待しているのですが、大縮問とぜっち

が先 に宜現しますか」

記「何れ にしても 貧 現 す れ ば 大 しにものです

ね。その他の都市はざうです ?J

宮・「大牟国市が tt 毅災鏑工業都市で市の中 心部

は殆んさ' 被災し まし? こが鮪工業施設が殆ん ε 無事

? ごったので復興の立 上り は割合早かつ? こようで

す。しかし昨年頃からはあまり措置ｾではな〈なり

ましに。筑豊の飯塚・回川・直方の三市も茨田の

中心部市ですが、最災も無〈職後膨脹レておりま

す」

記「茨鯨といえば茨鮪住宅の建設は相官走大な

ものだったようですが ?J

宮「え夫、本鯨 ＱＺ りで全部で住宅新築 Ｒｾ 高戸改

修 2 禽 3 千戸その外厚生施設を相営量あり 、純建

築基聖だりで約50億四、それに柊地工事その他ω附

幣T . 事授を加えるととても大きな工事量でして、

本燃が企図茨鏑住宅建設の約 4 割、九州、|ω 工事量

の約 8 制を 占めておりました」

記「成程、大き なもので した。 ぢやその建設が

打切られた後の業界は相官打繋だったでせうね」

宮「縮問の業界は戦後すぐ治大な占領軍工事，lj:

出fこ局、業者も念8訟に増え損大膨脹して行つ fごの

が、引縄き茨鮪住宅の出現 t了よりー臆救はれ7こ形

となっていたのです。しかし突然の炭佐打切り に

よって不意に本燃の工事量の約 3 分の l 以上が消

え?こ 上、 融資のストップから未梯代金の焦附もあ

って業界も相営整理綿少の止ななきに到つ? こよう

ですカヘそれに全般的金詰りも手つだって昨年は

正に念碑直下「さ' ん底」に追い込まれ fこといえる

のぢゃないでぜうか」

記「今年はぜうでせう ?J

宮「今年は金罰的に明るい見 通 しのよ うです
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が、本懸も占領軍工事や官臆工事が可成5号ち民間

も相宮本格の工事: が増えて来ており住宅金融公庫

にも期待されますので可成潤うものと期待 してお

ちます。私の方も事住宅と営繕で少〈とも 10億図

程度の工事は行うつもりであります」

記 1) 際で 10憶とは大きいですね。錦聞きん、住

宅はさ'れ ぐらい建てられます ?J

銀「うちではね 、! 孫下12寓戸の住宅不足の内緊

念必要なのを 3 分の l の 4 寓戸と見て、毎年 8 千

戸づっの 5 ヶ、年計番を建て主んね。そのうち 5 千

戸以住宅企融公庫にまかして、磁り 3 千戸の字分

を劉庫補助庶民住宅、キ分を際費による鯨芦住宅

木造 Ｘ 百戸、鍛筋 Ｗ 百戸ｾ建てるんで建設授は Ｖ

億を少し越す筈や」

記「大したもんや。安閉さん倍結のコbーは ?J

安「私の方は翠校その他の! 係替工事で約 3 億ぐ

らいと思いますが委託工事を入れれば 4 億 になる

かも知れません。臓の大物工事 k しでは鯨公舎蛍

や館筋五階建の鯨臨合も猿定されており今年中に

は{fiJ とか物にしたいと思っております」

記「前向さんは行政の方でせうが、ぜうですか

民間工事の方は ?J

言。「戸数や坪数から見 fこ工事量の増加は必す・し

も見込めまぜんが、質的にはヤっと伸びて来てお

りま寸 n 餓筋コンクリート建築k 見ても繭岡市内

に けC 日銀亥応を始め臥，に着工未着工も合ぜて十

鍛ヶ JiJr もめ 1) ますし、木造の場合でも殆んさJ 木建

築になって来ておりますからね。戦後の建物の改

築再築も銑に相営出て来ております」

記「資材面は如何ですか ?J

前「ヌト; 腕は鋼材・セメント・彼ガラス・釘なぜ



の生産J際であり寧ろ統制によるマイナス! 孫であっ

fこと云えるわけで今後は大いにいし、管ですが木材

の良質のものが得雄〈繊筋用の砂利が無いこと

や、その他パイフ・やサッシュの類なさ' も東京・大

阪方面に依存していることなぎは今後の問題かも

知れませんね」

記「ではさ' うも有雑うごぎいましt: 。ぁ- 伺いし

たいこ t はまに色# あるのですが長〈なりますの

で打切ります。ご活醗を期待しております」

夜の博多は2 * に美しい。質問見? こ那珂川昨のホ

テルや Ｑ ＡＴｾ 趨館なぜがー郊に智［光のイブニンゲドレ

スを川 ｩｦｩ￯ に ＵＱｾ . て答: を招いている。

2・ 佐 賀 懸 の 巻

博多醇から商日本鍛道の大型; 念行パスで佐賀へ

肉 5 。鳥栖を過ぎると右に背艇の山系を背景に毅

倉佐賀の沃野が賢# と展開する。イヰ1ぴ切ったW'r.1iI

と今を俊りの菜種r.U1で綾織られ t: 紋艶が目にしみ

る。} ! Iの鰻防が所# 新し〈築き上げられているの

は昨年一昨年の水害の跡であろうか、災容も克服

しに生産への逗しい息吹きがぢかに感ぜられる。

程無〈佐賀へ着〈。ここは全閣の豚艇所在地と

しては珍し〈電車の無L、筒で、職災も無〈桜前か

らの溶弱い f こ美しい家並が懐監の念を沸かせる n

やがて欝i際鹿. 跡に fこε，! : J 清い「こが一昨年の蛾跡

にはコンクリートターワーが立ちミ :キサ F が1) 念!:Je: -

立てて再建への躍動が始ってし、る。近〈の傍聴舎

に井上建築課長を訪ねる。

記「御策縛fごそうでお芽出度うごさ' います」

弁「ゃあ、宥維う。九州ももう十年7ごから故郷

に近い月rr へ行き? こ〈なりましてね」

記「穀倉佐賀の御景祭は如何です ? J

弁「いやあ、さっぱりですよ。農村景気ももう

? ごめで、今はさを〈金詰りで淋しい限りです。米は

年 度120禽石中 80禽石前後を供出し! 孫外へも相営

出しており、全〈紫ぢゃありません」

記「昨年もジユディス鴎風でし? こか、被害が大

分お酷かつ? こようですが災害・復茜で大畿でせう」

井「とても酷かつにですよ。何しろ佐賀市内全

部が水浸しになっ fこのは何十年以ちとかし‘ う古老

の話でじて、北に見える天山山系の水が一度に流

れ出 fこので市の北の川よという所や尚北の/J 、妓町

あたりが特に酷かつ? こようです' 。家屋被害約 5 寓

戸、橋梁流失624、提防決鎖1，107ケ所というので

すから相官なものです。復奮も大いにカを入れて

見舞金を出し? こり懐災者用住宅も建設しておりま

すが充分とは云えません。」

記「佐賀は非戦災でし7こが住宅問題なさ' 如何で

すか ? J

弁「鞍災も 8 百戸程。ありましにが、従来から非

ｾ災というので鰹〈見られ勝ちでこまります。資

際には引揚者その他で可成世帯数が増加しており

j際下 2s寄4 千戸程の不足で相官深刻で、この不足

率 1 5 %から云えば他i際並以上ですよ。御! 鷺の通 h

毎: 白金融公庫についての間合ゼが殺到 しているの

でもお分りでしょう」

記「佐賀の業界も茨鎖住宅で相営汚臨 5 れ fこと

思いますが」

デ| ニ「ええ、きた住は全部で 2，820戸ですから量か

ら云えばお隣の稲岡県系と着較にならないでせう

が、質では日本ーと自負しております。建設大臣

の表彰をもらいましによ」

記「話が吉野 b ますがl際廊舎の鹿失は惜 しいこと

をしましたね。大分古い立波な建物? ゴニったようで

すが。しかしこうして戦後初めての鍛筋遣が建つ

よ 5になっにのは将来のま電に事ばしいですね。い

し、置き土産をされにわりですよ。臨合工事につい

てお話願えまげんか ? J

井「設計は安部先生で主輯は三階建一部凶階建

で延坪約 2，600坪工授は約 1 億 5 千; 鶴岡で目下基

礎工事中ですが、了度し、ぃ担懸命ですカ・ら現場 iこ御

案内致しましょう」

F時ド建築@ ] ) 金物

ぬ8 /O才工01邸ドアサじが

士冶r ナ旬、・ エ語号、倉庫、ガ レ ー ｾｃｖ 扉に

干判 明御使用を居館山 l l )

盟何回 目λ 代湯浅金物株式曾社

札口語霊長:
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現場で監替の成富さんに紹介され詮明を承る。

成「昨年の 12月着工しましにが、地盤が謡〈 τ

弱りました。 8 百本の杭打E象定を 1 千本にしてや

っと絡 1) ましたが、銀筋コンクリート杭を使いま

して松杭よりも 2 民位歩が良かったですね。慢げ

に建物は明治20年頃のもので地中に大きな基礎が

やってあるのには驚きました。営時はセ F ントは

無かったようで石次コンクリートのようなもので

す。本工事の竣功は11 月末の殻定ですがこれから

が大健でしょう。殻算さえ充分あればと云い皮い

ところです」

記 i t : ' うも有縫うこ 5 いました。お元気で」

宮妓前を思わせる美しい堀端に別れを告げて佐

賀寝から車中の人となる。

3. 長 崎 懸 の 巻

諌早を過ぎ大付i笥に沿って南下すれば美しいパ

ノラマが展開するが、やがてこの美しい景色も聞

界を去り列車が下り傾斜にかかると汽笛がげ fこに

まし〈鳴ちわたる。と周圏の坐席の人々の政級が

左側の車窓に吸付げられて「あれ1: 、あれ1: J と

語 b合っている。見れば原子爆開中心地の記念標

柱が車窓の波野をラきり去ろうとしている。その透

1  > 向うの丘の中腹にロ{ マの腰壇を思わせるよう

な崩れかかっ? こ赤煉瓦の壁謹が見えるのは膏名な

浦上ヲミ主堂であろう。忠わ十眼目する。

浦 上 の 実 主 堂

〈の字型に折れにままなお平黙と立っている鍛

筋コンクリートの煙突や、曲り〈ねった工場の鎖

骨等、原爆のよ殺しさを物語る窓外の姿を左右に忙

し〈坦l え選るうち列車は長いホ戸ムにとり込ん

1: 。終貼長崎。小じんまりと滋ったおf しい長崎臨

舎を出ると、最近区劃整理が終つ fこらし〈廃キと
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はなっているが、豚替パスの明るい建物が長〈横

たわっている外は小さなモルタル塗の庖舗が列ん

でいるだりでエ トランゼの長崎の第一印象をがっ

か b させるのは援念である。早速車を拾って鯨臆

へ行き建築課長の小栗さんに敬意を表する。終鞍

直後からす・っと燃の建築課長を務めておられる IJ 、

栗さんの人なっこい温顔に復するのは久し燦りで

ある。

記「小栗さん暫〈でしに、原爆長崎の復興は大

塑でしょう。御管努様です」

; ' 、「いやさ' うも J Cこれは小栗さんの脅からの

癖〉

記「こちらは鹿島と並んで周際文化都市に指定

されましたね」

小「そうです。昨年 5 月園舎も滅場一致で通過

し7 月の佳民投票でも 9 9 %の支持で原爆 4 周年記

念の 8 月 9 日園際文化都市建設法が芽出庭〈蛮足

したのですが、これからが大鑓です」

記「文化都市建設のJ構患は E んなですか ? J

二小「いやさ' うしそいつは簡単には言われませ

んね。技術屋は兎角道路を接げたり公閣総地を設

げにち平和記念堂や文化合舘Tよ-t : ' を建てれば、そ

れでもう文化都市が出来? こように考え勝ちですが

市民が精神的に物質的に所謂健全な文化的生活を

営んでいなりれば、本官の文化都市左は云えない

と思います。建設技術者として真に文化都市の施

設を考えるならば何よりも先づ上下水道の完備や

洗健所えの切替或は不燃都市の建設と L 、ったよう

な基礎的な方面に力を注ぐパきで、合館や記念堂

は有罪ろ第二蔀的でよい。尤もこれらの根底をなす

ものはj I i J といっても市民の経済力であれその裏

付りは産業振興に倹たねばならないことは宮然で

す。徳jll S 百年i In じ外顕文化の唯一の輪入門戸と

して官時の所諸図際文化都市であった長崎はま 7こ

底蘭貿易の1三利を占めてい fこ裕踊な筒であった事

賓を見落しではならないと思うのです。今私達は

これｾ新しい形に近代化してより高度の文化都市

を進らうという詣です」

記「成程有難うご5 いまし7こ。復興欣況は始。j

でしょうか。受付事情があまり良〈ないように聞

いて参りましにが」

小「そうです。木材も瓦も釘の如きも資材の大



部分を他牒に依存しておりますので自然彼輿葱に

もその影留が現れましτ 全閣でも低位にありま

す。コむも長崎市では原爆による直接被魯' は 1 寓 5

千戸足ら十となってお b ますが残 9 8; 寓5 千戸の

大部分が柱は傾き屋根は壊れ壁は落ち建具は吹飛

ん Ｑｾ 腹屋 ｴｾ つ ｦ このですが御覧Ａの通 ｢ これまでに復

嘗しTこのです。これは復興事に重量字の上では現は

れないもので、このま意の資材と努力は相官大き〈

復興率の低い原因のーっとなっております、この

潜在的彼容は置島にも見られす・他の殿災都市には

全〈無い特異な現象でし? こ」

記「成程、日分の 2 は無被容で平然としている

ように見え Jますが、そんな蔭の苦努がめつにので

すか。いやさ' うも( 課長の蹄が移つ? こらしい〉、

所で、長崎は北海道と共に右翼主の水産牒 t 聞いて

ますが、建築面でも何かありませんか ?J

小「そうですね。 l採鹿に水産部があるのはその

震なのですが、従衆はあまり施設方面にはカが注

がれておりません。最近漁民合舘や漁民アパ F ト

や水産ピJレなさ' が純々建てられ始め fこのは良い傾

向です」

記「膝下の建築業界の欣況を一つ」

小「鞍時中長崎の意工業関係と佐世保の軍関係

で活況を墨し? こ土建業界も f盗殺後の特建工事絡了

後は一寸沈滞し fこ感がありまし fこ。この頃は本格

的復興建築の段階に入つ fこのと文化都市建設の希

望で張切っております。しかし金詰りの嵐はいすエ

こも同じで矢張り管いのが賓情でしょう。協同組

合で一括融資を受げるとか色身打開策を講じてい

るようです。終戦後は特に鯨外宵力業者の進出が

目売ましく地元業者もこれに刺較されて仲キ頑強

っています。雪遊な排他的な意味ではな〈て郷土復

興は吾キの手でという一つの自発から設計等も随

分省に比べて向上してヲ10こようです」

記「では最後に親光方面についてさ' うぞ」

;J 、「視光長崎は何れ、つでも俗化きれない自然

美を誇る雲仙園立公園が中心です。今中心 ｴｾ と申

しましたが、大村崎も平戸も五島や萱l投抗馬も皆

悉〈風光美に Eままれていることは地示P 自鎗自賛

ではな〈案外他図の人が指摘して〈れますよ。云

わば東系金慢が概光地であり遊覧地として申し分無

いわりで施設の方も今後大いに充賓するつもりで

すが」

記「ではさ' うも有難うごグいまし? こ。これから

雲仙を拝見して明日は島原から熊本へ出ます。ぜ

うぞお元然で一月号御清昭下さい」

小栗きんの好意で課員の方 i こ祭内されて長崎の

石墨をふみ躍言。から聴器パスの御厄介になって雲

仙へ肉ふ。王手窓の景色は賓に素晴し〈とても記者

如きの筆には衆せられそうにもない。湯もやに包

まれて疲れに一夜を雲仙に過ごしてすっかり回復

し? こ慣をパスに衆せて金山色様撲を廃げ t: 雲仙つ

つじを鑑賞しながら島原に下り、波静かな斎明海

を横断して熊本へ向う。

4. 熊 本 隠 の 巻

紺碧の海に浮ぶ総の島々天草をながめつつ三角

に上陸、門事でいよいよ九州の地理的中心熊本に

着〈。殺の都熊本も鞍，災により大事〈轡貌してし

まっ? こが、家キの若葉を見れば蒋ぴ級の者fl に11. ち

かえるのもさほぜ遼〈はなさそう ｴｾ 0  ) 際臨で板井

建築課長に商舎する。

記「今日は、お元気でいらっしゃいますか ? J

板「ええ元気でやってます」

記「先づ熊本の復興紋態を一つ」

絞「そうですね、職災戸Z設が約 1 禽 4 千戸で市

理 想 的 床 材 料

リノリユーム リノタイル

特 製 リ ノ リ ユ ー ム 糊

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 曾 社

本社・工場兵庫腕伊丹市伊丹五五八電話伊丹1 ・51 ・69

大開務所大肢も暫講話福利ピル 東京支庖東京都鵠諮問現者日ピル
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の中心部をやられたので紺2誌な打電震でしたが、興

業場・市場・商庖筒・住宅の順に次第に復興し、

現在ては相官活褒に建っております。 大物工事 と

しては募資公祉や鯨議合議場や二・三の映議館な

ぜで しょうか。本! 孫は一般 に直割整理が遅れ? こ震

に復興の立上りが遅かつ? こので、これからが本格

的な復興というところですよ」

記「住宅難の方は如何でしょう ? J

板「熊本市は肥後の庚いヒンク ーランドを持っ

ておりあらゆる諮: 時で中心となっております関係

上か、終戦賞時18寓 7 千七った人口が現棋では2G

禽にも及び市内 ＱＺｾ で ｉ 寓 Ｔ 千戸に及ぶ不足で、

住宅維はとても深酷でま 1: 壕舎や穴居の世帯がTこ

〈さんあります」

記「建築界の景祭は一般にざ うでしょう 」

板「絵毅直後の怒景績に比べれば問題にならな

いでしょうが、市のE主劃整理の進歩と統制解除と

によ って復興政況 も活量化し業界 も好轄 しつつあ

りますので、住宅金融公庫でも出て〈れば一層良

〈なって行くだろうと思いますがね」

記「資材面 は如何で すか ? J

板「ええ木材はイ也事系へ移出するほざ飴力があり

ますが、鍛鋼関係はやはり一流メ戸カ戸が無いの

で入手に管努しますね。防火塗料については本鯨

に優秀な製品が出来てます。おそら〈九州ーでし

ょう。穴骨量は木材以外は殆んぜ他j隊に依存してい

るのであまり芳し〈あ b ませんが、統制解除によ

り稲岡方面から可成流れて来ると忠、いますね」

記「話が艶りますが、私は阿蘇えは残念ながら

行りませんが、阿蘇方面の1阻光や開護等について

何か御釘壷はありません合> ?  J  

板「阿蘇は熊本のシンボルでじて翻光開係は一

階設備も繋っております。開登院係では目下特定

地域として阿蘇綜合開設計壁を各官臨と地元がー

慢になり進めておりますが、これによ って畜産業

等を策んになし、多角農業地としてクロ{ ズアッ

プさす計誌のようです。建築面としては今の鹿何

も考えてお b ません」

記「その他何か計霊でもと さ' いませ んか ? J

板「御承知か k も思いますが球勝綜合開設計霊

というのが阿蘇と列んで進められております。日

本三念; 流の一つ球磨，川の上流を利用開蔑する計壷
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で利用範囲も賢いようです」

記「では、ぎうも有難 うご tf いました。お元実現

で」

熊本騨から門事で鹿児島へ向う 。車中熊本の工

業都市八代を通過す る。八代は戦災を受けていな

い大工場が七つもあり、集中排除により一時再編

成のお立ちお〈れTこが、今では相首活設に動いて

いるそうである。八代から球鹿川を逆上ると林産

地人吉市があり、元は鹿児島本紙も人育の方を通

っていにのであるが、今は八代で人吉方面行と分

れ. . 史に南下を続ける。水俣は八代と共に工業都

市であり肥料工場は駿災から立上って増産に遁進

していると車中の人が語って〈れ 1: 。水俣を過ぎ

るといよいよ鹿児島豚である。

5. 鹿 児 島 ! 諜 の 巻

汽車は更に南. 下し車窓、には早や新絡 に衣 替 しf こ

Ill k が潟り初夏. の薫f f i i i . が舞い込む。 やがて眼前 に

コパルト の空を背景1こぽっか りと 峻島が浮ぴ出る

と南閣情繍は一入閉まり車中には湖特の御図説が

横4 行する。向車はやがて総貼琵児島轄に と b込ん

1: 。牒麗の方がわぎわぎ出迎えて下さって恐縮す

る。係の方の案内で 全般的T象備知識を求めて城山

に登る。城山からは鹿児島市内の全景が一室のう

ちに眺められ、鹿児島濁に浮ぷ被島を中心とする

南図的な山紫水明の自然美は東洋のナポリと呼ば

れるとか金〈素晴しいパノラ? である。眼下のf等

々は復興計盤に よる 整 然fこる草李総街路に 直劃され

美 しい近代感売を以てせまって〈る。 誠 に思い切

っ た 都 市 計 錠 で あ れ 市 街 地 の 905ちをも F震災し? こ

からこそ思い切って やれたとも思われるが 、 それ

鹿児島市より槙島を謹む



にしてはまによ〈復興しにものである。市内の様

子は毅前に見? こ喜容とはまるで建つ fこ感じである。

山佐下りて源問建築課長にお舎いする。

記「膝回さん、お久し振りでしに。大阪を去ら

れてから何年になられますかね」

藤「ゃあ、いらっしゃい。そうもう十年にな b

ますね、鹿児島へ来てからもう 4 年ですからね」

記「鹿児島の復興振りは素晴しいですね、鞍前

とすっかり見遣えました。先づ復興脂 bでも」

藤「本市は毅災で約9 0 %の市街地を焼失し 2 関

2 千戸を照夫し、その上暴風雨及び後l烏の噴火降

灰等の懇僚件にも拘らす・復興意慾はとても旺告を

で、しかも木材生産鍛の強みもありましにので既

に 1 寓 5 千戸は復興し、約7 0 %は回復しf こことに

なってます」

記「相官思い切っ fこ都市計霊をされ fこようです

が建築行政との聞にギヤツフ・なぜ有りませんでし

?こか ?J

藤「市民主市首局の郷土復興の熱意と協調がう

ま〈いつにので官I i I l J整理が順調に進みまし? こから

極部分的にはパラックの代執行な乞もやりましfこ

が、全穏としてはとてもうま〈行きましf こ」

記「直劃繋理が遼〈終つ? こから良かつ? このでし

ょうね。所で建築界の景気は如何です ?J

藤「そうですね。景策は決していいとは云えま

せんが不安定紋態を股して綬分落着レて来? こと云

えるでしょう。寓事これから Ｑｾ と思いますね」

記「膝下毎年災害容も多いようですが建築の被害

も相賞あ b ましょうね」

藤「ええ本! 際は天災地経の多いEきで毎年 4 千戸

に及ぶ被容がありますので鯨と主主しま しでは防災

聖母策に特に管隠しております」

記「資材関係は如何ですか ?J

藤「資材面については次第に統制が撤廃され競

争が活費にな bつつありますが、やはり 地理的保

14・から鍛鋼関係資材は入手困難な面があります。

ひぜいのは本牒が生産鯨でありながら木材や瓦が

他県系から移入されていることで業者の方には大い

に考えてもらい? こい虞です」

記 I・5患で大隅方面や屋久烏の開頭計叢がおめり

のように聞いてますが、その構想は ?J

藤「大隅の方は農業開設fごりで今の虞何もあり

ませんが、屋久島の方は電旗開張計獲がめり目下

各機関で調査中であり、ま Ｑｾ 具躍的にはな、ってお

りません」

記「建築として何か考えておられますか ?J

騒「いや申し上げられる程のものぢゃありませ

んが、営地が東洋のナポリと云われておりますの

で防災的見地から耐火耐震のナポリに似1: 市筒地

郡を逮設構成して見? こいと考えてます」

記「では芝' うも有難うごぎいまし1: 。さ' うぞお

元衆で」

夕方になると偲島は刻々に色を鑓えて行きやが

てタもやの中に波し去る頃、記者も l箆児島に別れ

をつげて宮崎へ! 匂う。

6・ 宮 崎 牒 の 巻

向車が急速度で新線とつ〉じのfi 島山麓を下れ

ばもう宮崎j孫で都城盆地を iffi l ) 再び山に入り木材

を積ん? ゴ貨車を這越すうち大淀HI の錬橋を過ぎて

宮崎l際に? こぜり着〈 。小さな新しい騨舎が完成に

近づき瞬前も整理され着# 復興の進んでいるのが

窺える。! 係臨に侵庭建築課長を訪ねる。来1 : 執務

時間前なのに既に皆そろっておられ，るのに訴事〈。

記「話題底さん、今日は、ぎうですか ?J

都「ゃあ 、いらっしゃい、お蔭でやっと事情色

分って深まし? こからこれから頑張りましょう」

記「宮崎sftl から見 fこ忽島の最色はとても L 、いで

すね。先づ紳話の園宮崎の翻光施設についてお伺

しませうか ?J

観「務島園立公園は本! 孫 k しでは大いに力癒を

入れており、蝦野高原の符1I 池湖畔に和式と洋式の

二つのホテルを今年中に完成させるつもりです。

務烏を味うには一番良い場所です」

記「毎年災害でおひざ' いようですが ?J

機「ええ酷風の被害が戟災以上で毎年 1 寓戸以

上に及ぶのでこれが一番問題で・す。次は火災です

が本勝は狽風の日が多いので失火すると大火にな

り易 ｾＧｯ 兎に角耐風耐火が第ーでして少〈とも公

共施設や興業施設など' はぜうしでも耐火構造をし

? こいと考えております。目下建築中のものではカ

トリツク中謬や電気通信局があり今年i E 月掛失し

? こ都城市役所も耐火構造にする計重量のようです。

蟻警も相嘗ひ乞いので改良導指をやっておりま
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すJ

記「資材事情は如何です? 木材は大御所? ゴがJ

ｾｲ 木材は手近に多量 にあ ｢ ます が防火のこ と

を考えるとかえっで陣容になることもあります。

木材以外の鍛・セメント・板ガラスなさ' は皆他J係

から修入しており、 損害務も能力の割に割高に首り

ますので、改善の飴地が多いいようです」

記「ぞうすると地元業者はさ' うですか ?J

期「中には立派な業者もありますが、登録業者

の中にもちょっとしに工事でさえ他から技術者を

呼ばなければならないような業者も多いので、作J

とか殺さねばと思っております」

記「上位奨でしすこか渡電所工事の大事 L 、のがあ

りましTこね。業界は相首活況を呈しているのぢゃ

ありませんか ?J

話題「電源開蜜は今年上位糞の外に高千稿・小丸

川の三ヶ月Tを始めますが、他J孫の業者に 押され地

元業者は下請程度にしかなれないのぢゃないかと

心配しております」

記「工業都市延岡は如何です ? J

僕「延岡は7 J < 抑の城下町ですが旭化成の工場の

湾近年念速に費展しに露です。繊維・爆薬・肥料

の綜合工場があ h 、勢務君主住宅も相嘗完備してお

りまして、銀筋コンクリートアパートもあり毎年

相嘗量建設 し、昨年なさ' は佐キ木式プロック 迭の

アパ{ トを建てて話題になっている程です」

記「何か外にありませんでしょうか ? J

期「そうですね、今鰐3主聞書館を計霊中ですが

これは米図式の新式のもので工費 1 干禽圃ぐらい

の7象定です。今年度の! 際の事業と しては特 に保健

所の蹟充をやる際定があります」

記「ではざうも 。さ' うぞお元祭で活躍下さい」

課長の世話で日向灘に浮ぶ常夏の閤背島を見摩
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して、 夜 行で' 8'崎を輩ち大分へ向う。

l 大 分 懸 の 巻

ヰ誌の美 しい海岸粧を も走り靭ま fごきの大分鰐に

つ〈。大分騨前の目抜きを擁災しf こと聞いていすこ

がもう殆んぎ完成 してしまい筒並もきれいに出来

上っている。朝食を終り一歩きして見る。官室に落

清 い? こ簡でお隣りの別府とは金で遣う。頃は良し

腕 臆に野添建築課長を訪れる。室の民中4こ芝'っか

と陣取っておられる程格のいい野添さん。

記「今日は、お忙しいでしょう 」

H rゃあいらっしゃい。九州廻りも仲キ大望号で

しょう。一つ別府でゆっくり疲れを落してお師ち

になったがし、いでしょう」

記「ええそのつもりで御地を最後 に致 し ま し

に。別府と い えば園際都市の建物があ っ? こようで

すがざうなり ましfこ?J

野「別府は戦災も受げすも、 7 万の人口が既に 10

寓を突破 しており、早〈から概光都市の構懇の下

に進め て来ておりまし? こので、今度別府閣際温泉

期光都市建設法が成立 し Ｗ このは嘗烈 Ｑｾ ! : : 思います

が、これで名賢共に認められ、しかも圏際的立場

から進めて行かなげればなりませんので大いに張

切っております」

記「ぞれについて何か建築の商で御計獲でもお

ありでしょうか ?J

野「いや、ま Ｑｾ 具韓的には何もあ ｢ ませんが、

目下戦後初の鍛筋 コンクリ戸ト 迭の カトリック倣

舎が建設されつつあります。これは中キ堂キ fこる

もので、完成すれば図際都市の名に一歩を進める

ことになりましょう」

記「大分の建築業界は如何ですか LI

野「職後の特建工事: 等の影響で業者の散も非常
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旋

( 本欄十二分に街利用下さるよう各

位に切望)

0 求 職

関商工業建築科出身22才。

O人 を 求 む

30才又40才位の圃商の出来る入、現場の出来る

人 2 名至念求t J o 30才- 前後の雑誌編集事務員 1

名求む至念。建築材料の販寅外交員を求t J 、経

験不問。

O求 婚

女専出21才、 25才、 26才の S 名各何れも良家の

女、容姿髄格良、身元硲質、父は建築関係者、

3者とも専門程度出身の人物本位の方に接ぎに

し。

0 土地家屋譲渡

斡亙本田

1 . 庚島市牛田町早稲田宅地 100坪、 電 鍛パス停

附近、閑静なる位置。

1 . 京都市島原と桃山間近に 2 ケ所高扱住宅あり

O家 を 求 む

大阪ー京都聞で約50高岡1i ' i : の家を求め? こい。

イB し成るぺ〈大阪寄りの方を室t J o

0 お茶とお撃の稽古斡旋

表流お茶、未生流お華ーの稽古希室者は男女・を間

わす・御申込み下さい。稽古場は阪急: 附近、食費

際、懇切戦授。

0責 却

シャツグ戸〈チエ〉イ傘揚げ〉ボックス、シャフト

鎧戸、その他附属品一式、イ旦しガイド v 戸J レ無

し、数量5 組、以上安却しにし。

以上御連絡は本合事路局長宛の事。

に多かつにのですが昨今の経桝紋況から現役では

約牛離に減少し竪置な業者t: 1 d が生きf &ってお b

ますから、本格的建築が要望されるようになれば

なる程信用本位の堅賓な経管内容を持つ? こ業者に

陶汰されて行〈と思います」

記「諸材商は如何でせう」

野「木材は日田・大野・直入等良質のものが充分

ありますし、セメントも佐伯と津久見に工場があ

れ畳表は豊後表として宥名です。幅岡は隣です

し、開丙 t は加で直結 しておりますから資材菌で

の問題はあまり無いでしょう。j f ! ろ木材や昼を他

府、へ貰り込む方は問題があるかも知れませんね」

記「では外に何かありましにら」

野「概光都市も熱海のように腐りてしまっては

大型ですから、有利な安材僚件を利用して今後は

さ' しぜし防火建築を建てさせ早〈燃えない都市に

し? こいと思っております。そうしないと圏際街l市

なぜと大きなことは云えませんからね」

記 ｲｾ 、やさＧうも有難うこＺｾいまし Ｍ ｲ 二。お蔭 でさＧ

うやら役目も無事終了。急に疲れが出て来fこよう

です。では乞うぞ元来で御活躍願います」

牒鹿を僻して別府行きのコマ入スカーに乗り一

路別府へ。温泉のにほひがf こまらな〈摺しい。

明〈ればいよいよ九州よおさらばで ある 。思え

ば念しい放であり、意に繍fこないことばかり t: が

もう一度廻るわ砂にもいかない。これで我慢して

いにてこう。新誼舵「るり丸」の人となる。

ドラの雷，e 共にテ戸プを切って泉都別府の白煙

に別れをつげる。

9  11 ｾ事撞 ｩ 覇
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耀 間 懸 建 築 業 界 の 展 望

t冬・思径は稿阿蘇も他県系と向者f < に戦災住宅の復興

占領軍設管工事等の? こめ異常な活気を是し、建築

間負業の看板を掲げるもの雨後の笥の如〈、特に

l並理的関係より大陸引揚者も相官多数に見られ

"1':。

かくて一時は所謂土建穿; 祭を現出し一部の数養

なき業者が金銭を湯水の虫f I ¥使用したために、一

般枇合人の額控を買い今日に至るも所開土建屋と

いえば特殊扱い的の見方 Eごせられるに至つfこ。

これがため業界はこの上とも自繍自戒し道義の

昂協に努め汚名の回復をはからねばならない。

先つ' 最初に業界の組織を見る lこ、終裁と同時に

職時建設国を解散し商工組合法に基き昭和20年11

月日本建設工業統制組合を組織し、各府牒にその

支部を設置し? こが、同法の厳止に伴い昭和22年 3

月 1 日任活‘ 圏糧としての日本建設工業舎に改組せ

られに。繭岡鯨仁於ても同支部を設置すると共に

別個に [i N j 岡牒建設工業組合を組織し、支部と表装

ー績として業界の fこめ活動したが、日本建設工業

舎は昭和22年12月tこ翌年 3 月 1 日直に閉鎖捗開に

指定すべき旨の内命に援しに。よって G. H. Q. の

諒解の下に前記商問腕建設工業組合をも解散し、

全然新? こに昭和23年 1 月稲岡牒建設業協舎を設立

し? こ。やがて各都道府腐の圏髄が単位とな b全国

建設業協曾を創設し、政府及各種図骨量との折衝業

界の怠見の取穂、業界の共同利益の擁謹等に営つ

ている。

商問J際建設業協舎は業界人の集合倶楽部等にあ

てる? ごめ、建設曾館の建築を企劃し、 24年 3 月こ

れを完成し、目下十二名に業界人の利用に供せら

れている。会館は延 132 坪の木建モルタル塗二階

建の明るし、建物で大集舎室、宿泊室、倶楽部室、

喫糸室、協合事務室等に常てられている。

次に業界の動きを徹概するに、終鞍直後占領軍

の姿情により兵合宿舎の特急; 的建設を引受け 、廊

下に於て兵舎 4 禽 1 千坪、宿舎 1 寓坪、融ヱ費15

34 

来日 嘉雄回

億闘に上り、商戸崎、芦屋、春日原、小倉の凶大地ｾ

に夫々建築せられに。営時姿材努力食指事情すべ

てに不自由な悪保件の下に多大の犠牲を鋭い全力

を傾倒してその完成に努力し所期の目的を達成す

ることを得f このは喜ばしい眠りであつに。日建支i

郊に於てもこれが図滑な遂行を助成するにめ報奨

制度を設り、 30禽闘を投じ成績良好であっ7こ舎紅

個人等を表彰しに。

昭和21年11月積潰第 8 . 調達官のP. P . により日

本建設工業統制組合は賠償指定工場所膏の建設資

材の調奈な命ぜられ? こので、時支部も l醗下38工場

の調査を引受げ組合員 35祉に依蝿し建築機械電気

の各技術者より成る調森班69班を組織して変地調

3 l F . を行い、短時日間にその結果を英文にして報合

し7こ。か〈の如きは全図的組織を有する? こめに比

較的容易にその成果を謬げ得たので、業者の資力

を認識せしめるのに役立つ? こ。日銭八幡製織所の

如きは15班k " 設けあの廃大な金工場に亙り綿平野な

調突を行つ f二次第である。

昭和22年 1 月には商工省令パイプ類臨時措置規

則に基〈バイア類の買上事務を閥阿蘇の依喝を受

付て質施した。その方法は腕よりパイプ類所有者

に到し譲渡命令を出し、其に差是き寅上の笈際事務

を代行し実上代金総額 250 寓闘により占領軍設管

工事に寄興するところが多大であっ? こ。

昭和22年 9 月には稲岡燃に協力して刻下の住宅

総解決の一助として12J i f の小住宅の分識を行つ

7こ。先づ商織活訴春日原に 23戸の模範住宅を合員

の合枇に於て夫キその技術を競って建築し、 12月

に住宅展覧舎を宜勉して一般人の建築の参考に供

すると共に、厳重な審査規定を投げ各方面の権威

清より成る看宇奈員によって巌濯の結果一等杉納、

二等明築工業、三等犬林組と決定し? こ。右展覧合

終了後坪6500園の割合で希望者に分譲しに。

術展斑舎の設計闘中希望の分を坪6，500囲( 後に

7. 500園迄に値上〉で希望の土地に牒皆分譲住宅



の名の下に約270戸の小住宅を建築助成しt: 。

昭和22年下牛期になり、さしも隆盛を極めた占

領軍設営工事も一段落を告げたので、本i際紫者は

その飴力を官時傾斜藍業の原黙にあっ? こ茨磁の踊

利施設としての復金見認による E定員住宅に傾け、

脂岡鯨茨磁努務者住宅建設推進協諒合( 豚住宅課

とli t磁建築技術者との園謹〉と協力し! ' 1 f ，1員の住居

紋態の改警に努力しf こ。

しかるに昭和24年に至り突如ドツヂ旋風にあふ

られ、嘗然後金の融資あるものと橡定して建築申

の茨佐に謝してすら融資の打切を宜せられ、殻定

計震の93%1こ及んでいる賓施に射し、 8 2 %の融資

を認められfこのみで、差額は11%に及び右相官の

未1 & 代金は全九州で24年 6 月現在で 4 億 6 千 7 百

禽国の4多額に上つt: 。特に本J孫は全国出炭量の 4

制を占めている関係上甚大の影響を蒙り、業者は

そのままでは正に倒産の一歩手前に定追い込まれ

に形であっ? こ.

しかし本問題は本鰐長崎北海道等百茨生産地方

の特殊問題であり、しか色北海道は茨住完成住宅

は融資額より却て下廻ってい? こようらわりで全期

的問題ではな〈稿問、長崎司の特殊問題であって全

額建設業協舎も左程の開心をー有していないので、

本腕としては長崎燃と連絡し猫力で解決する外方

法がないので、決住推進協議舎を通じ石茨業者石

炭鏑業協舎とも手をつなぎ陳情闘をf 組織して上京

せしめ、政府特に通産、安本、建設、大臓の各大

臣並事務官局に箇援して政府の懲般により賓施し

に図策的工事で・あるのでfrll とか融設を織りるなり

その他の方法によってでも我今を見殺しにせぬよ

う開策を講じて貰い fこい旨陳情 し? こ。勿論政府首

局も主旨には建議はないが、ドツヂラインを般守

するため占領軍営局の読解を符られや、そのため

に上京の直後的効泉は患がらなかったが、師府; 後

幅岡石茨局石茨 ｴｾｦｊ 舎を［晶じＺ或は直接炭的合祉に自

己資金を以てしでも米掛 金 ｫￋ 至急 Ｂ ，刻 Ｙｾ われ ＱＺ い旨

懇談に懇談を窓ね、 mrJi ＼にしてＡｬＧｬ年ｾ ， ｮ こは未郷金

の約9 0 %の支梯を得て窓口危妙を切り抜けること

が出来t: 。か〈て J際協舎としての閤程的折衝によ

る威力左遺憾な〈登輝することが出来 fこ。

か〈の釦l ( デフレ政策 に萩 〈不景気の将来は最

も早〈業界を製ぃ、工事量の減少、入札ダンピン

グ競字、金融の不闘滑等の影響を受け 2 倒乃至 s

f罰! の弱小業渚は倒産又は開庖休業の己u ' なきに至

て) t こ。

右の外法制上にも努働基常法、際ｴｽｾ安 定 法の劃

期的のｾ施ドより、殊に後者については 川 清コレ

ツト旋風が九州の地にも押寄せ、封建色波厚Tよ業

界の受り t: 影響は相官甚大なものがあっ? こ。

更に昨年10月建設業法の笈施により一件3: 1寓図

以上の建設工事は登録業者以外は施工不能とな

り、本牒としては建設省登録者、鯨門業者68名、

! 臨外業者88名であり、知事登録2，082名計2，238名

の多撤に上っているが、倫未登鋒のヤミ業者も相

嘗ゐる模核でこの取締には困却してゐるようであ

る。

昭間牒協舎は特 に各方面との蓮絡協調に定詰を

置き、業界より! 際合議員を選出し、商工合議所土

建都合、経管者協J 舎との連絡はいうに及ば子、努

llIJ関係を重要腕し地方勢働委員、努働基準委員、

職業安定委員 、夢務哲災補慣t傍宗除委員を夫41指U煎しレ.浬苫

出している。前安全衛生W，舎を通じて他の産業工

場との淀携にも格段の努力を掛っている。

最後に今後の紫.原の見通しはぜうであろうか。

この問題は容易に謹簡を許さないM れぎも官公臆

の25年度珠算、民間銀行合祉の本格的織筋工事 (

日本銀行縞同支} ; 5 、九州配電舎祉等の新築〉より

推断するも、既に上昇の策運にあるのではないか

と考えられる。思うに建設業界の活況を前駆とし

ない経桝界の復興はあり得ない。終獄後のインフ

レが絡熔して来年中に安定する公算が大なので、

この7象想が正 しければ本年中には業界も多少の活

祭を呈するに至るのではないかと考えてもよいの

ではなかろうか。
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ユzzパース索莫工譲位

森 庄 衣 郎

大阪市南極笠屋町四番地

電話南@0 2 4 0番
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グ美子! 鱗之宮広君臨

t  ｾγｻ 蜘

今

季

ぷ-

f(l 

九 州 の 名 勝 天 下 無 比 霊 巌 鵡 寺 の 奇 岩

瞬間ＮＡＡＱＡ λ 女郡笠原村字鹿子尾の矢部川買を￬￮ｦｉ鹿子川ｾ谷

に雰在ずる奇岩珍石盈，，< t . ，こる幽境あり。告企り f世人の知ら

ざる所にして偶々之を聞くも傘民牟疑事事政として聞き流

したるも、百聞は一見に不加の諺の如〈、筑紫のl ' S 草壁に

して山樹. 蒼閑寂として線業の清香叉隠れたる名刺であ

る。余も亦聞〈こと久し。偶 k 此地方の溜友に紹かれ三

絵の間を利用して杖を曳〈、1 f t の中に話に優るものなし

と曾うが、此の蟹岩ばかり l玄関に不思僚と言うより外に

言葉がない。

自然ぞと塗化の締の戯か

大主治山と鋭し、寺告発の奇岩怪石貧に四十八にZEJ: 、就

中偉大なる註欽をなすもの久間通うり、之れを陰陽岩と言

う、英大なるもの終に五十六丈と 言ひ英の主なる岩を、

座商岩、男皆、診賓岩、仲採岩、女岩、布袋岩、猶岩、

a : / 3 庁先昔、鐙岩、等々 何れも栓童Eは淡黄色の粘盤岩にして

其頂上は干青々績大して亀磁をなし、英石質は傑岩? として

黒褐色なり、質堅〈凸凹の粗聞に L て牟妹形をなし、頂

上方丈島全に L て何人も容易に立つ寝不典。此内只一つ座

蹄婦のみは一服停ひに登る事を得、腹遺ひて四方を碑腕

せば貨に目の舷むがk日〈気漣くなるを. mゅ。偶々足下透

に山門に信者の来るを見る 「タヨノパチJ ( 鉢形笠) を

冠り、 錫杖を力} こ共に白衣を趨ふ人生者9慢の爾験中日伴 う

探震の遜路たり、恰も蟻喜平が砂僚を運ぶかの如く見ゆ自

36 

薄 抱 月

然の維大きに11き、且つ俗界の後，，< t . ，こる哀れきを感ずる

事程左櫛に大なる刺肢を英の大腸石の頂上に繁をめて知

る一生の思出を記して天下に紹介せんとす。

ｾ 郊 古利蒼資也。階径無人午有籍。一局手絞何庭熟。

山 新E下小潟房。ヨ俊策堂々筏大答。千山箆獄随雲上。

高主巨額重量三杯酒。天下英雄在眼中。

山間漢字予におりて脊Zさに鎗立する。英の不可思議の矯

桂斉穴栓の敏本柱列悦惚たり、 f合も Fマ γ モース」が一

歩一歩渡り歩きたる飛ぴ杭の如〈曲蕗を主主怒さる、寄人

も亦止t鑓妙なる山富Eに打たれ「フラフラ」と飛び渡りた

き心地ぞする、般百聞も隊れたる柱、柱列が1等に務自鬼を

引き付 〈るのである、桑原桑原長居li . 無用直に一瓢を耳支

出し費電気の内にー麟を捧げ飼潤して戻る窃数百問、f . Wiく

にして背服を逃れ冷7 f をま式う、思うに骸鳥の瀬山の大怪

石も亦塗〈及ばざるなり。

震岩} こ抱き付いて登る座源治

ｾ年に叉一つふへる 大穆場

今にして冷干新なり 亦震感

大さきに突起勃然たる形努貨に主主る、観るもの鴬異せざ

るなし。磁永乙寅三十年間謀、務岩和伺止tの岩上に座開

すと、故に此の名あり。

因に加筆す

鑓般開寺由* と遺芳



本 寺1" 1 臨済宗にして開山l主瑞岩周端調師とて奥州出i . r n

の援なり。目撃永年間入宗健法の後蹄靭行脚して止tの窓境

に至り、首傍綴三昧を修せんとし、錫をE霊岩下に留めて

日夜岩上に座席す。織の表土偶 k 出器製して巌下に来り務

後を自問し、其の徳容を奔して悠に犠へず、一念蛮起し

て壇混となり伽藍を建立し、傍E雪E支援を築きて首傍巌三

昧習倹の道主 ｅ とす、戎ｾ肢として今何存す。奇々一大腸

岩の麓に於て而も首t号館結修の道場を開くと{ 士、王潟岩締

飾の面白躍如として見るが如し。而して此地、; 7 . 1 < に乏し

腕師務員霊を加待して 1. 1 < 図三昧に入る。厳壁 より 7. 1<流出し

て岩上に出づ、今に至るまで断へず、是を宣明7. 1<と言う

山かげの岩間を停ふ苔7 . l < の

かすかに我はすみわるかも

良質の献を思ひ出し「一掬の渇を慰やすも叉」

蛍日寺の観世音! ' 1 寝除草ま警として時ゆ、商圏三十三番札

所たり。

本君主千手観世音

文 珠 菩 薩

普 賢 菩 薩

聖 観 世 音

関 山 木 像

弘法大師作

間

同

恋心借都作

開 山 自 作

開祖以後政代不詳なり。因に止tの傍銀成穫は苔図他に

聞くことなし、八方に石捜を盤み、星雲るに三闘停* の香

土を以てす、 tま定主主敬すべき也o

体 続

開山瑞岩和筒岩上にて精俊三昧の折、偶 k F. 密の径山寺

に火災起る篤、紳通以てこ』に他信に命じ泉水池よりI f &

ましむ。翌年街鴎 として隠より使者来り次の品物持診せ

りと。

但し現在嘗時の貨物として残るものは版木のみ

i.l< の 符 剣 木 角 一 尺 叙 ー 銀 り

馬 行 列 木 長 方 形 三 尺 玄 寸 鐙F富島町莱ミきにあり

三宅密荒{ 制唱木 角 一 尺 三 寸 径 依 子 到 オ 長 方 形 三

尺五寸

他 不 詳

様怠石梁氏

廠成腸象鹿山中 E建立衝天重量梨笠

形勢運賃仰朔茜 笑乞溢物事省Tヱ

態厳寺の鴎厳 般曳鍛門氏

鹿子尾山とれもむす子の紳禦と

ヲミそ』りたつ石のを桂

更に矢部川木流の奥に日向踊岩の絶景あり。叉向上流

御側川の分水嶺銃稼迦獄、荷車現獄1' 1大分; 孫にmせり、英

中腹には御倶| 臓と遜鰐する良成意思玉の御凌ありて謹〈歴

史を考う時、新る幽谷に如何にして屯在あらせしか追想

縮震なり。

先竿宮様御ｾの ｴ 章、府、遣を湿し診舜に使ならしむ 、 稲

岡より鐙日清 ｾＱ 貨に他鱗求

天F 有 奇 景 各 担 章 一 方 美 衆 実 録 窓 厳 天 下 無 奇 景

ＮＢ・・・ＮＮＮ・・・・ＮＮＧ・・Ｇ，，，・‘ ･ ・ＮＮ・・・ＮＮＮＮｾ・・ＮＮＮＮ Ｎ Ｎ・ＮＮＮ ・ ・・・ＮＮＧ・・ＮＮＮＮ・ ・ ・・ＮＮＮＮＮＮ・ＮＮ，・・・ＮＢ・・・・ＮＮＧ・・・ＮＮＮＮ・・・ＮＮ・・・・ＮＮＮ・・・ ＧｵＮ ・・・ＮＮＮＮＮ ＮＮＮ ＮＮＮ・ ・ ・ＮＮＮ・・・ＮＮＮＮ

復 興

九州の商都穏岡の復興のー異色は共同建築による硲底

街であろう。市の中央を貫流する加珂}II を挟み、聖母俸の

黒田玄十三禽石を顔色なからしめた、ヌ領博多商人の停

統は友鑑の中よりフェエァグスの如き立ち上り方を示し

た。この積共同建築! ' 1 統制の規模の制限を克服し宜主感を

民へてゐると共に、復興の出足をにぶらせたi ! [ 翻整理の

換地の問 ｬｬｬｩ を町内ＡｦＮ位にｾ扱ひ 、 個 ｫ の績は後廻しと

し‘ 強固な町内の闇織により物の見事にこ の経絡を解決

と f専 多

している。

かくて菌市の狭隆な澄絡をー隠して新計古書道路・ｾ劃

整理道路に並び指定建築線沿ひにー偉容を現出しその面

目を一新したのである。

所課時多豆町をはじめ現在市内に十鍛ケ所を敏へ醤市

の老舗は殆んどこれに包含されている。筒この風紙はl線

内は勿論、金九州・lの傍j}苫符復興に一つの大きな示唆を民

へつ L ある。
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建築法規l"t自治: 廻る程次から三夫氏改駁されている。建築行政情報はこのめまぐるしい時代に生れたニユース・

!  資 料 ・ 解 説 ・ 法 境 問 答 を 提 供 す る 削 減 す も の で 仏 建 築 設 計 施 工 上 の 麟 に な れ ば 幸 甚 で あ る 。 !

z  ユ ー ス (  r登録、ホテル」等の名君事)

ホテル其の仙の外客室泊縮設の諮備を国句外客接遇の

充貨に資すると とを目的とした関際観光ホテル鈴備法が

法律第 27日誠にて公布せられたので建築に必要な部分を

抄鎖して紹介しておく。

国際観光ホテル整備法( 抄)

Ｈ法第 ＲＷＹ 競昭和羽生手 ｬｾ 月［Ｒ Ｑ 日公布Ｉ

( この法律の目的)

第I ! 際 この法律l" t ホテル其の他の外客宿泊田区設の整備

を園り、外客民i I ! の充貨に重量することを目的とする。

( ホテル lkびホテルの定義)

第 Ｒｪｾ この法律で「ホテル」と l" t 外客の宿泊に適する

ように洋式の i霧溢及び設備をもって 、諮られた総設を

いう。! l . この法律で「ホテ A.J e.l " t ホテルによわ人

を宿泊及び飲食さ・せる管禁事rいう。

( 登鍬)

第 3{際 ホテノL 殺を管んでいる者叉 l土管もろとする者

は、ホテルごとに、主務大互の登録を受けることがで

をる。

( 登録義務)

第引際 主務大臣は、前線の登録の申務があったときは

下のも島合を除いて藍鍛しなければならない。

一、嘗該ホテノしの締役が別表第 l に掲げる纂準に適合

しないものであるとき。

二、申宮古者が康治産者若: しくは司書哀治E聖者叉l" t 破産の

宣告を受け復健を得ない者であるとき。

三、申務者が法人で; b る窃合において 、その法人の変

人坪前鋭に錆げる事由のあるとき。

四、申官賞者の資力信用ヵ: 示十分なたb 、ホテル禦の1穫

量Eな怒号普が著し〈困 t雑であると認められるとき。

2 、申請者が第11燦の規定により登録の寂f簡を受けた

者でその取消の日から l 年を経過しないものであ

るときは、主務大院は前線のｾ銭をしないことが

できる。
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第 5i 際 第 3 { 際の登鍬そ受けたホテル業( 以下「登録ホ

テル紫」という) そ管む者でなければ「安鍬ホテ )l . J  

叉はこれに類似する名高専を用いγ ばならない。

(主主銀波鉱業)

第28j際外容の宿泊に適するように篭られた胞設であっ

てホテル以外のもの( 以下「彼館」という) に闘して

は、第 2 {際第 2 項( ホテル業の定義) 第 3{傑( 登銭)

告書 Ｔ 燦第 ｬｾ 第 Ｑ 競及び第 Ｒ 項Ｈ登銭義務Ｉ第 Ｕ {傑

(  i 登録ホテル」等の名稽) 誌 6{際( 料金の公示) 、

第 8 僚から妻名ll{際まで( 固定資産の明周年数、鼠可の

{ 際件、施設及び鐙替の改善の御告並びに資金のあっ旋

登録の取消) 第Hi l 際( 慌の追徴) 及び第161際( 報告)

の規定を準用する。との場合において「ホテル業」と

あるのは「技館勢J e:. rホテル J とあるのは「級官官」と

下登鍬ホテル業」とあるのはr受銭授舘業J と「苦手銀ホ

アル」とあるの11. r資銀波位J e:.第 .1 {際第 1 ; 項第 1 続中

「別表第 1 J  t:. あるのは「別表第 3 J と第 llj 際第 3 液

中「第生保第 ｬｾ 買各援の Ｑ ｊ 第 ＱＲｻ 際第 Ｒｾ 買において準用す

る場合を合む) とあるのは「第 4 {際業 1項第 I 鋭」と古賀

み瞥えるものとする。

附 則

l 、この法律は公布の円から施行す為。

別表第 1

1  ) 洋式の害事塗及び設備をもって諮られた客室( 以下

「洋式客室」という) の鍛が、東京都の匿のらるH 1 i

域並びに京都市、大阪市、積E賀市、神戸市及び名古

屋市においては、 30室以上で、 E つ客室総殻の二分

の一以上その他の地においてはF 室以上で、且つ谷

皇室総E設の三分の一以上であること。

2) 答其の他の関係者が管業時国中、自由に出スする

ことのできる玄関及び玄関股間があること。

8  ) 客に懸接し、及び宿泊者名簿に記入する等の用に

供される玄関根犠があること。



4) 洋式客室1' 3 : 次の{ 際件をみたすものであること。

イ、床面積が13平方メトル以上であること。

ロ、冷温51' 17. 1 < 設備及び渡合を倣ぇ、B つそのス口 Ii.

、かぎをかけ ることのできるものである こと。

ハ、卓上電話叉は呼鈴があること。

ニ、換気設備があること。

o ) 使用するたびごとに、用水を取り替える洋式浴室

があり、そのスロにl士、かぎをかけることのできる

ものであること。

6  ) 食堂があること。

7) 客室がおる階ごとに、 2以上の2盗難に有効な階段

その他の設備があること、但しその階段が 3 階以上

にある客室から連絡するものである協合l士、その遡

瞥な箇所・に踊場がなければならない。

8  ) 各非常口の見易い所に、句集照明を施した出口が

あること、但しその出口表示l士、遡蛍な大きさの文

字でなけhl まならない、廊下の遡話な箇所に矢印を

もってする針常口への滋販を示す標示があること。

9  ) 各階億に床面積 18() 平方メートルにつき少くとも

Ｑ 合の消化ｾｾの備付があること。

10) 階段裏の空間は可燃物の置場又は倉庫として使用

しないこと。

11) 暖房の設備があること、但し夏期に限り管業をす

るものについては、との限りでない。

12) 関口部には防虫用の金織が張ってあること 。

13) 便所Ii . 水洗式であり、 11. つ座使式のものがあり、

共同周のものは男女に版刷して設けられてあること

別表給月

1  Ｉ滋 Ｑ 費、建築、外観及び縫闘が優秀で外客を署ｾＨませ

るに足るものであること。

2  ) 外客の宿泊に歯する客室( 以下「容室」と L 、う)

の政治1東京都の医のある区域並. ぴに京都市、大阪市

樹演市、神戸市及び名古屋市においては 10室以上そ

の他においては 5 室以上であること。

日) ｾ客室 ｦ Ｇｩｾの｛際件をみたすものであること。

ィ、設備調度品等が日本趣味豊かなものでふって、

外客を喜ばぜるに足るものであること。

ロ、いす及びテ ーフツレの備付がらること。

，、、入口はかぎをかけることのできるものであるこ

と。

ニ、隣室との間を壁仕切とし次の間又は踏込がある

」と。

ォ.、関口部には防虫用の金網が猿つ℃あること。

へ、卓上慢話叉は呼鈴があること。

ト、換気設備があること 。

チ、適蛍が探暖設備あること。

4) 浴室Ii. : l f イル猿叉It. 上賓のも反張とし脱衣室Ii . かぎ

をかけることのできるものであること。

o ) 客室がある階ごとに 2 以上の遜灘に有効な階段そ

の他の設備がらるとと、但しその階段が 3 階以上に

ある客室から遁絡するものである緩合は、その遜蛍

は箇所に踊場がなければならない。

6  ) 各非常口の見易い所に電然照明を施した出口表示

があると正 、但しその出口表示を遡嘗な大きさの文

字でなければならない。廊下の泊替な箇所に矢印を

もってする非常口への道順を示す綴示がある 。

7  ) 各階ごとに床面積 180平方メートルにつき少くと

も一台の消火器を備付があること 。

8  ) 階段援の昼間( i . 可燃物の置湯叉 ( t 倉庫として使用

しないこと。

!J Ｉ水洗式でｾ使式の便所があり ｬ ｩＮっその共同用のも

のは男女にE切りして設けられてあること。

使所の関口部には防虫用の金銅が撮ってあるこ

と。

資 料

大 限 府 下 に 於 り る 政 館 建 築 の 現 況

昭和23年12丹末現在に於て大阪府下のt使館建築の現況

を調査したところによると、現在管業中の依館の飽合計

(i. 1235府、貸蜜Z設は 8，862室となっている。

終殴後現在迄に飯能が斯くも靖加した原因は臨時建築

制限規則に依り料潔J i ! i 、特殊飲食問、待合、貸席等のつ1主

要不急: の建築物が一日j 禁止されたことからも食餓祭へ政令

が解除される迄の一時的な足がかりとして、駒向集中し

た事と政令による籾潔活の波鉱への用途製更に依る管業

をよぎなくされた結果であると恩隠される。

これ等の分;{D' 朕況を見ると大阪市内では①繁童書符南脱

千日前を中心とした地糟①北区梅田勝を中心とした地欄

①阿部野医、西成区の遊興街を中心とした地帯①東成磁

の今星新地を中心とした地帯に大別されて大慢に於て密

集している。

この波鎗を地域別によって之を見るとき、工業地域で

ｾる西部及北部方面 ｴ 士 、 百虫館織はいたって少し商業地

域叉は住居地域である中央部、南部、東部が亦常に多い

艶( i . l 1 mかに額かれる現象であるが、斯る技館の既置が按

行者の篤の施設として、配置されていないことである 。

校行者の鰐の依自立がなぜ、繁室長街、滋奥街に密集された

ければならなL 、かを研討されない限り、之の問問は解決

出来ないものである。

大阪市内の懐古制: 、銀行者以外に、商人謹の商談に宴
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曾に市民の休憩} こパ Y パ γ 橋に利用され、籾海底よりの

陶向がらったにしても現在の聞置y状況は絵りに偲在して

いるのでるる。

各区別に算定した宿泊人民政と牧容定員銭の比率によ

ってその利用率を求めた結果l士大阪市内に於ては都鳥区

北区、生野直、大淀匹、西成区、東区、西区の順になっ

て居り、衛星都市及び郡部では布施、採の順序になって

いるのである。

調査の結果より按館のー磨子一自の放容定員政l工大阪市

内で1'116. 3入、衛生都市及郡部では1 . 79人となって居り

その利用喜容は大阪市内の0. 19に鈎し衛生都市及郡部か

0. 18となっているのは、利用者般に到し大陸に於て2 f ' 均

した軒量生に存在はしているが、大阪府でさをE宣の技館のJ汝

容人員が2:>，54. 9人に聖母し 3，216人の宿泊人員では、飯能

の利用者が絵りに少いのであるが( 之も税金等の関係で

報告が質量設に近いとは考へられたEい) 4 割増と考へても

牧容人員に遥かに及ばないのであって、現在の物使高と

金づまりによる一時的の減少であると考へても、現在の

悠館敏は飽和鈷に益していると考えられる。

簡の繁書室街や飛田附' l f の民館の性格が税理屋の1金絡を

多分にもった宴曾や欽食のための悠館として苦奇策 し、パ

シパ γ 宿として管業していることから今後の飯館It 1: .先行

者本位のものだけに限定される d きで技館の位置も ! ; t -

ミナルを中心に、醍宣されるt誌に彼自官の許可認可の際に

考慮に入れて、あくまで技行者の総の後館を傍僚に笈行

することが必益事であると痛感されるのである 。 ( 完 )

お 願

集金郵便が社経中で; 集金に非常! な困難を感じて

お り ま す 。 成 る べ く 集金人を参上致すよ う努めて

おりますが、イ中々多主役の事; とて廻りかねますので

、 献 に お 手数 を か り ま す が、成 る べ く 振 替 口 座

〈大阪39975{存を御利 用のときは梯込料金は本合負

強とす〉を御利用、適言; 分富市銚込みを懇額いにし

ます。

倫 、 目 下 合員倍}. 'n運 動をいたしておりますが、

各院におかれでも 1 人でも 多〈本合に入曾御勘誘

曾勢蛮展に御協力下さるよう御願いにします。

曾員名簿設行に闘して

激てE象台通 b合 員 名 簿 は 3 月末夜行の橡定で準

備 を 進 め て 参 り ま し7こが、その箆合員勤勢や撞キ

の調益. で今日まで湯話いにじましたが、目下印刷

にとりか' > ' >大趨 7 月中旬夜行の政定で進めであ-

b ます。
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街 路 雑 感

八 嶋

ー-声

戊 :

日本の都市の街路位歩るきに ( ¥，、、不倫快な街路は凡

そ世界中何ｾにもないであろう。電信、電話、電燈、高

座たどの各種の鰹柱の外に、管車架空線の支位でも立っ

ていると L 、う感恩よ功。それだけでもう津山なのに、更

に塵箱を置く、自崎寧を置く 、商品の荷解き、荷作 りを

ずる 、子供たちは遊ぶ、バケ ツの汚れ水を捨てる、天下

の公遁It 完去に私用されていると言っても過言ではある

まい。

。

並木の美しい道路は誠に好ましいものである。か L る

道路はただ種に風設上あるいは保健上から好ましいばか

りでなく 、その道路の定要なる ことを意味し、その都市

の停統を物語り、更にその都市の持つ偉大なる力とか安

定感というようなものを外来者に感ぜしめるものである

0  

ｾる外人が日本に来て、般が積演に着いて、喜重橋に下

りるや否や、神経にさわうたものは下駄の替、特に女の

日和下駄の普だうたと言う。ラジオを靭から脆までジヤ

ノジヤ γ かけて2 f ' 寄託でいられる日本人にl士、下駄の管位

蚊のなく ほどにも感じないでるろう。

。

大阪で散歩をして繁しい街はどこだろうか。 1 人で' *

ても 、2 人で来ても、そしていつ来ても禦しいというよ

うな街はあるだろうか。そこに来ればいつでも爽やかな

気分になることの出来る街。淋しさを忘れしめ、認をの

ぞき、事び忘れば更にこれを倍にする街。もしそう L 、う

街を持つことが出来たらばわれわれはどんなにか幸繭だ

ろう。大阪の街のどこを歩いても猿較で無味毅燥で、持

とL 、うものがな L 、。詩情豊かな街を散歩して、初めて散

歩をき終しむことができょう。

。

散歩して祭しい街とは必ずしも美しい建築を意味しな

い。それよりも寧ろお互同志がよく調和していることが

弱ましL 、。更にとれらの家並 l: t 滋境彩調和し、{ 与悦とこ

ん然と敬和して、そこから滋し出される、あるなごやか

なきま図気を必要とずるのである。

私ヵ: 詩と いうたのはこの雰囲気のことである 。

この雰囲来を商問街ばかりでなく、佐ゼ向こも 、オ フ

ィス符にも見出すことが出来れば、われわれは散歩を祭'

しむことができる。

しからばか L る街を誌が設計し、設が諮るか。いやriff

が設計し、維が諮り得るか? それはただ市民の文化を体

統 だ け が 溢 り 得 る の で あ る 。 ( 完 )



建 築 積 算 便 覧 ( 第11回〉

柱 へ面 ラ

問 | 一一=ー
25 x  25 1  35 以 上

一

し

一

し

一

一

一…一
…一…

2・亙茸o t J Dヱ・揺イサ・貼付( 1 卒方尺ニ付〉

名 手惇

軟 石

E更 石

花 1鵠 岩

名

大 理 石

住宅布石

稀

一一…
一…

4. 右 橋 ( 精面ー商坪笛・ 9 )

| 名 縛 |

| 石 材-l -1尺

石 工 |

人 夫 |

5・ 互 主 語 ( 橋 商 一 面 坪 善 !J )

数 意

9.0 

4.5 

線積ノ: 場合 〈尺〕

高 サ 11 控 へ 11 個/ 商坪| 勾記 c 1  a  1  b  1  均 厚 d

6 尺 11 1.5尺 11 36 1  3  10.8-1.0 11. 0- 1. 41  0.9ぞ 1.2

12 尺 11 1.8尺 11 30 1  4  1  1.0 1  2.0 1  u  

18 尺 11 2.0尺 11 25 1  4.5 1  u  1  2.6 1  1.8 

24 尺 11 2.5尺 11 15 1  [j 1  11 1  2.8 1  2.4 

根 切 深 11夜 岩 11 軟 岩 | 砂 和 粘 土 I I  

∞ 11  2.0 11 3川 8川 10.0 I  I  
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会 ｉｉｾｊＡＡＡｉｉ 築 石ｾｾ ｪＶ Ｑｾ 訓晶子 Ｒ 喜 ＱＱＺ 実鍔喜ｼ雲面

it CR)I|竺 - 生l哩臣lEEl 主主14JiL2iJ14L

コン
裏 込

名 務 ク D ート

箪 位 -， | 立 坪 古: 坪 立 坪

0.042 0. 12 0. 25 

控 1.2尺

玄 翁 商 事 ジ 0. 084 0. 12 0.28 

( 40本積〉

野 面 石

丸石x : 重量落 γ 0. 102 0. 10 0. 35 

割石玄翁浴シ 0. 083 0. 11 0. 2D 

間 知 石

軍基 切
0. 042 0.15 0. 25 

佐 1.5尺

玄 翁 再 喜 シ
0. 084 0.1 5  0. 25 

( 36本積〉| 野 面 石
九石玄念落シ

0. 107 0. 12 0. 28 

'ifl J 石玄翁目喜シ
0. 093 0. 14 0. 2o 

間 知 石

察 切
0. 047 0. 18 0.42  

佐1 . 8尺

玄 翁 古 手 シ
0.093 0. 18 0.42 

( 30本稜〕

野 面 石

丸 石 η 0. 130 0. 14 0.41  

官 ｾｊ 石 野 0. 112 O.1!i 0.44  

型E 切
0. 047 0. 20 0. 60 

玄 翁 落 ジ
0. 093 。目20 0. 60 

，.25本 積J 丸 石 グ 0. 139 0. 15 0.6!i 

野 面 右

割j 石 グ 0. 116 0. 18 0. 62 

ｾ切 0. 047 0.2!i 0.7!i 

径 2.5尺
関 知 石

玄 翁 落 シ
0. 093 0. 25 0. 75 

( 16本 積 〉 野 面 石
丸 右 グ 0. 1u7 0. 20 0. 82 

書。 石 グ 0. 130 0. 23 0. 78 

[ 安積ノ場合ノ手間= 加算スペキ努力 I人石 工夫

+  1. 0人

+  1 0人

〈註) 1. ｾノ Ｑ Ｎ タルノ、 ＱＺＲ 配合、コングリ』トノ、 ＱＺＳＺＶ 配合、 トスロ

2. 其ノ他左官 (0. 1人/ 函坪省リ〉目地入 t 子安 " " 0

目漬砂刺

摘 亙甚

立 坪 f合 端 目地中

0. 14 2 寸 3 分

0. 14 Q  

0. 15 Q  

0. 15 Q  

0. 13 

"  

一三
0. 13 11 

0. 14 11 

三副
013 Q  

0. 21 2.5寸

0. 21 Q  

0. 23 Q  

0. 22 11 

0. 30 3 寸 3 分

0. 30 

"  
0. 33 

"  
0. 31 H  

0. 38 
11  3.5寸 3 分

0. 38 

"  
0.41 1/ 

0. 39 H  

石積裏側奴] 取= 土エチ袈スルモ、現地/ 奴況= ョ D 考i意コミペシ D
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E・亙埜2塁堅

控 長 火 凝 ( kg) 抗 夫 〈 人 〕

石 工 〈 人 ) ｾ人 ιι｡ l  l  夫〈人)

岩石田 D

1 尺 2 寸 1.26 - 1. 92 0. 33- 0. 56 0. 33- 0. 40 I  0.23 

割石ノ切出ジ
1 尺 5 寸 l.7!i - 2.48 0. 40- 0.66 0. 43- 0.50 I  0. 27- 0.33 

( 菌坪蛍リ〉

1 尺 6 寸 2.38- 3. 58 0.56- 0. 83 0. 56- 0. 60 I  0. 33- 0.43  

2 尺 2. 78- 4. 23 0. 66- 1. 00 0. 60- 0. 66 I  0.43- 0. 56 

種 別 2え 大 サ E単 位 手 間 ( 人 〉

石 材 。 野 耳 支

粗石ヨリ |面ラ 1 山 Jミ ト3.5山 個 0. 33 

間知石務へ グ 1. !i x 1. 5尺 佐 へ3.0尺以上 1/ 0. 23 

矢テ用ヒ大石テ制 1レ 矢 1ケ= 付 0.06 

組石ヨ D 栗石扮・へ ヨ工 坪 1. 50 

石山ョ D 角石務へ
H  36. 00 

; : J  

; l  i  

B. 女化活の盛及腰貼f寸寸法形燃〈耐火石、凝友岩〉

名 稽 及 形 欺 11 名 稀 11 =  I  B  I  D  I  t | 師 向 舷

勺fi 了貼 11 * 互 互0. 1- 0.

15

1 1弓

⑬線瓦型文化石 11 中 0. 90 1  0.40  10. 2-0. 251 1  0  0 枚

A
官
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9. 木 材 工 事

， . 木 材 の 材 遺

ＰｭＱＰ｡ＲＸ 立 Ｓｓ 方 ＱＹｦＴ ミｾ 立 坪

石 11 

木 材 三 豆 盃τkg)

乏一」主

松

0. 167 4!30.0 

0. 00!3 12・60

1  2700 3000 

0.0!36  1!33.0  170. 0 

0. 0003 0. 900 1. 000 1.100 

1.800 2.000 2. 200 

126. 0 139. 0 153. 0 

( 匙) 1. m
S  ｾ、 ＱｭｸＱｭｘｬｭｊ 材積。 ＲＮ 立坪ノ、 Ｑ 問 ｸ Ｑ 問 ｸＱ 問ノ材積 ｄ

3. 立方尺ノ、切トそ去フ o 4. 石ハ lJ ミ角ノ長10尺 ( 10立方尺〉ノ材積。

! 3. 尺ヌノ、1尺角長12尺 ( 12立方尺〉ト " ' 0

6. オノ 1問j オトハ1寸角長サ6尺 ( 60寸:::;古寸 =0. 06立方尺) ｾテ建具職］使用スル単位。

7. オノ 2間オい、1寸角長サ12尺 ( 120立方寸 =0. 12立方尺) ｾテ大工職 ｺ 使用スル単 位 ｄ

8. 木材ノ :重盤，、、気乾括責熊ノ重盤ノ大略ヲ示旦モノトス D

9. 方ハ5寸角長サ12尺 ( 3立方尺〕

10. ボード、メジユア戸、 1択角厚111サヲ云ウ o ( soad measllre) 約1J 12J i! a  ::.00.008:' : お

2. 木 材 右 敏 表 ( 思位…・・・石〉

寸 法
長サ 長 長 長 長 長 長

厚〈尺〉 巾「尺〉

5.0尺 6. 6尺 10. 0尺 13. 2尺 20. 0尺 26. 0尺 30. 0尺

.023 .20 0. 0023 0.0031 0. 0046 0. 0061 

.2!3 0. 0029 0. 0038 0. 0058 0. 0076 

一 一

.30 0. 0035 0. 0046 0. 0069 0. 0091 

一

.3!3 0. 0041 0. 0054 0. 0081 0. 0107 

一

.40  0. 0046 0. 0061 0. 0092 0. 0122 

，4!i 0. 0052 0. 0060 O. Ol U4- 0. 0137 

一

.!30  0.0057 0. 0076 U. U1J !3 0. 01!32  

.55 0. 0064 0. 0084 0.0127 0.0167 

一 一

.60 0. 0069 0. 0091 0. 0138 0. 0182 

.6!3 0. 0075 0. 0099 0. 0150 0. 0] 98 

一 一

.70 0.0081 0. 0107 0.u161 0.0213 

一

.75 0. 0087 0. 0114 0.0173 0. 0228 

一

.80 0.0092 0. 0122 0. 0184 00243 

.8!3 0. 0098 0. 0129 0. 0196 0. 02!38  
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寸 まま ( 尺〉

長 5. 0尺 6. 6尺 10.0尺 13.2尺 20.0尺 26. 0尺 30. 0尺

厚 巾

. 023 .90 0.0104 0. 0137 0.0207 0. 0274 

一

95 0. 0109 0.0144 0. 0218 0. 0287 

1. 00 0. 0115 00152 0.0230 0. 0304 

一 一

1. 10 0. 0127 0. 0167 0. 0253 0. 0334 

1. 20 0. 0138 0.0183 0.0276  0. 0365 

一 一

1. 30 0. 0150 0. 0198 0. 0299 0. 0395 

1.40 0. 0161 0. 0213 0. 0322 0. 0425 

1. 50 0. 0173 0. 0228 0.0346  0.0455 

.03 
0. 0005 0.0006 O. OOOD  0.0012 

一 一

.04 0. 0006 0.0008  0. 0012 O. OOl G 

一

.05 ('.0008 0. 0010 0.0015 0. 0020 

一 一 一

.06 0. 0009 0. 0012 0. 0018 0.0024  

.07 0.0011 0. 0014 0.0021  0.0028  

.08 0. 0012 0. 0016 0.0024 0.0032 

.09 0. 0014 0. 0018 0. 0027  0. 0036 

一

.10 0. 0015 。:0020 0.0030 0. 0040 

一

. 12 0. 0018 0. 0024 0.0036 0. 0048 

一

.14 0.0021 0. 0028 0.0042 0. 0056  

一 一

.15 0. 0023 0. 0030 0.0045 0.0060  

一 一

.20 0.0030 0. 0040 0.0060 0. 0020  

一 一

25 0. 0038 0. 0050 0. 0075 0. 0099 

一 一

.30 O.OOMi  0. 0060 0. 0090 0. 0119 

一 一
町一

.33 
0.0050 0.0066  00099 0.0l 31  

.35 0. 0053 0. 0070 0.0105 0.0139 
一

.40  0. 0060 0.0080 0.0120 0.0159  

.41i 0. 0068 0. 0090 0.0135 0. 0179  

.50 0. 0075 0. 0099 0. 01!J 0  0. 0198 

一

.fi5 0.0084 0. 0109 0. 0108 0. 0218 

.00 0. 0090 0.0119 0. 0180 0. 0238 

.6!J 0. 0098 0.0129  0. 0195 0. 0258 

一
ー ー

.70 0. 010!J 0. 0139 0. 0210 0.0278 

一

.75 0. 0113 0. 0149  0. 0225 0. 0297 

一

.80 0.0120 0.u159 0. 0240 1".0317 

一

.85 0. 0128 0.0169 0. 0255 0. 0337 
一

.90 0. 0135 0. 0179 0. 0270 0. 0357 

一

.95 0. 0143 0. 0189 0. 0285 0. 0377 

一

1.00 0. 0150 
0. 0198 0. 0300 0.0396 

一 一

1. 10 0. 0165 0. 0218 0. 0330 0. 0436  

1. 20 0.0180 
0. 0238 0.0360 0. 0476 

一

l. 30 0. 0195 
0. 0258 0.03日O 0. 0515 

1. 40 0.0210 0.0278 0. 0420 0. 0555 

一

1. 50 0. 0225 0. 0298 0.0450 0. 0595 

ｾＺ＠ 11  
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建 築 基 準 法 ( 皇 官ZNi Z)

.1章 線 、 貝日

第 1 fl 晦【目的】との法律は、建築物の監t也、構主主、設備

友び用途に闘する最低の器準を定めて、園民の生命、

健康友び財穫の保護を聞り、もうて公共の繭枇の精進

に資することを目的とする。

第 2 篠【用誇の定義1 この法律において左の各放に掲げ

る用苦言の意義l士、それぞれ蛍該各放に定めるところに

よる。

一建築物土地に定潜する工作物のうち、屋根7 J . び

性若しくは墜を有するもの、これに附属する門若し

くはへい、概鷺のための工作物叉l土地下若しくは高

架の工作物内に設ける事務所、活俗、興行層、倉庫そ

の他これらに類する施設を心い、鍛誼友び軌道の線

路感地内のim鈎保安に関する施設立主びにこ線機、プ

ラットホームの上家、貯駁そうその他これらに類す

る施設を除くものとする。

二特殊建築物車校、病院、劇易、観建場、百貨庖

舞踏場、公事長浴場、依館、共同住宅、寄宿舎、工峻

合庫、自動車率庫、危険物の貯蔵媛、主殺鳥居その他

これらに類する用途に供する建築物を L 、う 。

三建築設備建築物に設ける電気、ガス、給水、排

7K、換気、暖房、冷房、消火若しくは汚物庭理の設

備又は寝突、昇降機若しくは避雷針をL 、う。

四居室居住、執務、作業、集曾、娘繁その他これ

らに額する目的のために縫鎖的に使用ずる室をい

う。

五主要精油部壁、位、床、はり、屋根又は階段を

いい、建築物の型車主主上軍聴でない間仕切壁、間柱、

附け柱、揚げ床、最下F告の床、小ばり、ひさし、局

部的な小階段、屋外階段その他これらに額する建築

物の部分を除〈ものとする。

六延焼のおそれのある部分隣地境界線、道路中心

線叉は同一懇地内のご以上の綴( 延べ面積の合計が

500平方メートル以内の建築物は、 1棟とみなす。)

をなす建築物相互の外壁面の中心線から、 1 階にあ

うては 3 . J . l ートル以下、 2 階以上にあっては 5 メー

トル以下の阪隊にある建築物の部分をいう。但し、

防火上有効な公園、廃場、川等の空地若しくは水面

叉( " 1 耐火構遁の壁その他これらに類ずるものに面す

る部分を除く。

七 耐 火 鰭 溢 銀 筋 ョ ν グロート議、れん瓦主主等の様

tEiで政令で定める耐火性飽を有するものをいう。

入 防火構毛主鍛網モル F ル塗、しつ〈い塗等の格治

で政令で定める防火性鰯を有するものをいう。

九 不 燃 材 創 立シグロート、れん瓦、疋、石綿板、

鍛S旬、アルミニューム、ガラス、モルタル、しつ〈

いその他これらに類する不燃性の建築材糾をいう。

十。 設計図密建築物の建築、修繕若しくは模様替、

建築設備の設置叉は工作物の築議の工事用の画商

( 現寸国その他これに類するものを除< 0  ) 友び仕

機奮をいう。

十一建築建築物を新築し、精築し、改築し、又は

移鈍することをいう。

十二大規模の修繕建築物の主要構議部の一種以上

にう ｌ 、て行うｾ牢の修絡を ｌ 、う。

十三 大規僚の模様替建築物の主要標建都の一種以

ょにういて行う渇隼の模様替をいう。

十四建築主建築、修繕若しくは模様曾の工事の普賢

負契約の註文春叉は鯖負契約によらないで自ら建

築、修繕芳しくは模様替をする者をいう。

十玄設計者君愛計図書を作成した者をいう。

十六工事施工者建築、修繕若し〈は僕様替の工事

の精負入叉l主将負契約によらないで自らこれらの工

事をする者をいう。

十七都市計蜜都市計霊: 底( 大正 8 年法律第36競)

第 1 僚に規定する都市計貨をいう。

十入都市計t 1 . m: t或都市計霊法第 2 僚に規定する都

市計霊直援をいう。

十九特定行政限建築主事を置〈市町村の直撲にう

いては嘗該市町村の長をいい、その他の市町村の区

域にういて都道府際知事をL 、う。

第 3 fl晦【沼周の除外】この法律並びにこれに謡〈命令7 J .

び{ 際例の規定li 、図書量保存法( 昭和 4 年法律第17競)

史蹟名勝天然記念物保存法( 大正 8 年法律第任務) 叉

l土定要美術品等の保存に関する法律( 昭和 8 年法律第

4日放) の遡用を受ける建築物を建築し、叉は模様替す

る核合には、遁用しなL 、。

2  この法律叉はこれに基く命令若しくは篠例の規定の

施行叉l主治用の際現に存ずる建築物( 以下「既存建築

物」とL 寸。) にういては、これを滑築し、若しくは

改築し、又はその大規僚の修繕若しくは大規模。僕様

替をする湯合を除き、これらの規定に遁合しない部分

がある場合においては、嘗該部分に到しては、嘗霊安規

定( i 、混用しない。

3  この法律叉はこれに纂〈命令若しくは係例の規定の

施行又は適用の際現に建築、修繕叉は模様替の工事中
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の建築物にういては、これらの規定に迎合 L ない部分

がらる場合においては、省該部分に扮J _ ，ては、営該濁

定| 士、遡用しない。

4  第 31苦から第 7 章までの規定並びにこれに諸島〈命令

及びl際例の規定l士、都市計鐙wl域外においては、遡用

しない。

第 4 jl療【建築主主事】市町村l士、その長の指揮監督の下

に、第 6 j際第 F 買の規定による確認に闘する事務をつ

かさどらせるために、建築主惑を置〈ことができる。

2  市町村l士、前項の規をにようて建築主事を置こうと

する場合においては、おらかじめ、その設置にうい

て、都道府際知事と協議しなければならない。

8  市町村が前項の規定による協穫がととのった腸令に

おいて建築主事を置くときは、市町村の長l士、建築主

主契が置かれる自の30目前までにその旨を公示し、日っ

これを都道府鯨知事に通知しなければならない。

4  都道府勝、l士、都道府際知事の指男監督の下に、第 1

項の規定にょうて建築主事を置いた市町村( 以下「建

築主事を置く市町村j とL 、う。) の& L 域外における建

築物に係る第 6 線第 1 項の規定による確認に閲ずる事

務をうかさどらせるために、建築主事を置かなければ

ならない。

5  第 1 項及び前項の建築主事l士、市町村叉は都道府l際

の実員で建築主要算の資絡検定に合格した者のうちか

ら、それぞれ市町村の長叉は都道府鯨知事が命ずる。

6  特定行政臆l士、その所事事磁波を分けて、そのwi 撲を

所管ずる遺築主事を指定ずることができる。

第 5 篠【建建主事の資格検定】築建主事の資絡被定l;t、

築建主要許として必要な築建行政に闘する知設友び鰹験

について行う。

2  築建主主持の資格検定l士、建設大臣が行う。

3  建築主事の資格彼定l士、建築士又はこれと同等以上

の寅務の鰹E訟を有ずる者で、 2年以上の建築行政に閲

する貧務の飽験を有し、叉11J 室嘆の質務に闘し按術上

の責任のある地位Vてあったものでなければ受けること

ができなL 、。

4  建築主事の資絡検定に閥ずる事務をつかさどらせる

ために、築設省に、建築主事費絡検定委員を置く。

5  建築主事資絡検定委員l士、築建及び行政に闘し感総

鰹E訟のある者のうちから 、建設大臣が命ずずる。

6  前各項に定めるものを除〈外、建築主惑の資格段定

の手緩及び議準その他建築主事の資絡橡定に閥レ必要

な事項は、政令で定める。

第 6 篠【建築物の建築等に閲ずる申請友び縫認] 建築主

l' t 、第 1 焼から第 3 競までに掲げる建実物を建築しよ
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うとずる鋭令( 精* しようとする桜合においては、建

築物が構築後において第 1 競から第 3 競までに揚げる

規撲のものとなる渇令を含む。) 、これらの建築物の大

規模の修絡若しくは大規模の模様替をしようとする場

合文ば第 4 放に掲げる建築物を建築しようとずる場合

においては、蛍該工事に潜手守る前に、その計霊が嘗

該建築物の感地、構塗1 A . び建築設備に関守る法律並び

にこれに慈〈命令及び燦例の規定に適合ずるものであ

ることについて、確隠の申書奇書を提出して建築主主事の

確認を受げなければならない。但し、防火地主主友び準

防火地域外において建築物を矯築L 、叉l主改築しよう

F ずる場令で、その矯築叉は改築に係る部分の延ベ商

績が10平方メートル以内のものについては、との限り

でなL 、。

一 眼校、電気除、診療所、劇場、吸盤館、持者懇島号、観

事霊場、公舎堂、集曾場、百貨官、マーケット、公衆浴

鳥居ホテル、彼館、下宿、共同住宅、寄宿舎叉It 自動車

車庫の用途} 三供守る特殊建築物で、その用途に供ず

る部分の延べ面積が 100卒方メートルをこえるもの

ご木議の建築物で Ｓ 以 上 の附般を有し、叉 ｉｴｾ ベ函

績が 500平方メートルをこ去るもの

三木建以外の建築物で 2 以上の階段を有し、叉は延

ベ荷積が 200平方メー トルをと えるもの

四 前各競に掲げる建築物を除〈外、都市計護区域内

叉lt 都道府l際知事が閲係町村の意見を聞いてそのwi

域の令部若t . . < は一部にういて指定する直域内にお

ける建築物

2  建築主事は、前項の申請撃を受理しだ場合において

は、同工買第I I l l をから第 3 競までに係るものにあっては

その受理した日から21日以内に、情項第 4 放に係るも

のにあってはその受潤した日から 7 日以内に、申鰭} こ

係る建築物の計霊が蛍該建築物の磁地、構主宣及び建築

君愛備に関守る法律主主びにこれに苓〈命令及び{ 際例の規

定に遁合守るかどうかを密査し、寄賓の結果に慈いて

これらの規をにi適合ずることを確認したときは、その

旨を文書をもって首該申持者に通知しなければならな

L 、。

3  建築主事l士、前項の犠合において、申轄に係る計霊

がこれらの規定に遁合しないごとを認めたとき、文は

申請容のｾｲＮＮ般によってはこれらの規定に遁合するかど

うかを決定今ることができない正嘗な理由があるとき

は、その理由をつけてその旨を文書をもうて前項の期

限内に蛍該申請者に通知 L なければならなし、。

4  第 1 項の規定による確認を受けない同項の建築物の

建築. 大規模の修繕又は大規模の僕様替の工事l士、イ「



ることが‘ できない。

5  第 1項の規定による確惚の申聞を L ょうとする者

l工、蛍該建築物の建築、修繕叉は模様努に係る部分の

延べ商械が100平方メ{ トル以内の場合にあうては500

園、その他の場合にあうては. 3000園をこえない金額の

腕閣内において政令で定める額の手舷桝を 、建築主事

を置く市町村のj ; l K 域内の建築物に係るものにあっては

鴬該市町村に、その他の市町村の底抜内の建築物に係

るものにあうては都道府県草に納めなければならない。

6  第 1 項の規定による確認の申開寝並. びに第 2項及び

第 3 項の規定による沼知欝の様式は、建設省令でをめ

る。

第 7 fl療【建築物に関する検査友び使用承関】建築主l士、

前{ 廃第 I 項の規定による工事を完了した場合において

は、その旨を工事が完了L た目から 4 日以内に到護ず

るように、建築主事に文容をもうて届け出なければな

らなL 、。

2  建築主事が前項の規定による届出を受現した窃合に

おいては、建築主事叉はその委任を受けた嘗該市町村

若し< 1 ' 1都道府鮮の史民は、その居wを受理した目か

ら7 日以内に、屈出に係る完了した工事が前{ 際第 1 項

の法律並びにこれに慈〈命令lAび僚側の規定に誼合し

ているかどうかを放をしなければならな L 、。

3  建築主事叉はその委任を受けた蛍該市町村芳しくは

都道府県系の吏員は、前項の規定による織賓をした綬合

において、嘗該建築物が前{ 際第 1 項の法律並びにこれ

に諮〈命令友び( 際例の規定に遡合していることを認め

たときは、活該建築物の建築主に針して徐杏務提を交

付L なければならなL 、。

4  前{ 際第 1 項第 l 鋭から第 3 絞までの建築物の建築主

l士、前項の徐査済鐙の交付を受けた後でなければ嘗該

建築物を使用し、叉は使用させてはならない。但し、

第 1 項の規定による届出を L た日から 7 日を終過した

易合叉は建築主事が鮫使用の承認、をした鳥居合において

は、 t食査済置の交付を受ける前においても、仮に、首

該建築物を使用し、叉は使用させることができる。

5  第 1 項の規定による届出寄及び第 3 項の規定による

徐査済置の様式は、建設省令で定める。

第 8 ｦｬ 療【維持保ｾ】建築物の所有者、管理者叉 Ａｴ 占有者

lt 、その建築物の磁地、構遁及び建築設備を常時遁法

な状態に維持するように努めなければならない。

第 9 fl傑【蓬反築築物j に針ずる措置】特定行政隠l士、この

法律叉はこれに慈く命令若しくは僚側の規定に逗反し

た建築物については、その建築主、建築工事の錆負人

( 錆負工事の下詩人を含む。) 、建築工事の現易管理者

叉はその新有満、管王定者; 衿 L <  It 占有者iこ斬L て. 工

事の施工の停止. を命じ 、叉は、中日蛍の猶予量期限をうけ

は、首該建築物の除却、移砲、改築、長官築、ｻｾ絡、 ｅ 築

様替、使用禁止、使用釘限その他これらの規定に針ず

る淫反を是正ずるたI r btこ必要な措置をとることを命ず

ることができる。

2  特定行政肢は、前項の措置を命じようとする嬰令に

おいては、あらかじめ、その措置を命じようとtt る者

に針1 て、その命じようとする措置及びその事胞を記

般、した通知暫を交付しなければならない。

日 前項の通知稽の交付を夜けた者!t 、その交付を受け

た白から 8 日以内} こ、特定行政DJ こー到して公開による

ｾ聞を行うことを跨求することができる。 Ｎ

4  特定行政際l士、前項の: 規定による聖書聞の時求があう

た混合においては、第 1 項の措置を命じようとずる者

叉はその代混入の出頭を求めて、公開による臨時を行

わなければならなL 、。

5  持ｾ行政腿 Ａｴ 、前項の規定による艇聞を行う腸令に

おいては、第 1 ) 賓の規定によ勺て命じようとする措置

並びに鶴聞の期日及び穆所を、糊自の 2 目前までに、

前項に規定する者に通知ずるとともに、これを公告 L

なければならない。

6  第 4:; 買に規定する者l主、鈎聞に際して、鐙入を出席

させ、 .11'; コ、自己に有利な鐙擁を提出することができ

る。

7  特定行政隆!t 、緊念の必要がある場合においては、

前 o : g l ，の規定にかかわらず 、これらに定める手綬によ

らないで、僚に、工事の施工の停止、使用禁止又は使

用制限の命令をすることができる。

8  前項の命令を受けた者は、その命令を受けた日から

3 日以内に、特定行政隠に聖母して公開による聴聞を行

うことを精求することができる。この犠合において

は、第 4 項から第 6項までの規定を準用する。但し、

鎚閣l士、その請求があった日から 5 日以内に行わなけ

ればならなL 、。

9  特定行政隠!t .，前工買の慰問の結果に主義いて、第 7・E買

の規定によって j聞こした命令が不蛍でないと認めた湯

合においては、第 Ｑ 項の命令をすることができる。ｾ

聞の結果、第 7 J 1 l . の繍定によって僚にした命令が不嘗

であると隠めた場合においては、直ちに、その命令を

取り? 貸さなければならない。

第10fl 晦【保安上危険であれ叉!t 衛生上有害である建築

物に針する措置】特定行政限は、建築物の薮地、静漣

叉!t 建築設備が昂 2 寧の規定又はこれに議〈命令芳し

くは{ 際例の規定に遁合せず、 B ぅ、箸しく保安上危険
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で ;!h 11 、叉繋1 . . < 衛生上守需であると総める場，(.;-にお

いては、笹該建築物の所有i ，: 者、管理倉叉は占有者に聖母

して、相嘗の猶預期限をわけて、そのを部又は一部の

除却、移崎、改築、増築、修繕、模様替、使用禁止叉

は使用制限を命ずるととができる。

2  前{ 廃第 2 項から第 9 項どでの規定は、前項の措置を

命ずる主要合に準用する。

3  第主主頁の混合において位、第 311際第 2項の規定l士、

i適用しなし、。

第111集【第 3 章から第 7 章までの規定に趨合しない建築

物に慎庁る措置】特定行政鹿l士、既存建築物の懇是也、

構法叉は用途が第 31告から第 7 1言までの規定叉はこれ

に主主〈命令若しくは係例の規定にi適合しなくなり、 ll.

ぅ、公主主上望号しく支障があると認められるに至った場

合においては、蛍設建築物の所在地の市町村( 都の特

別匿の存する区域においては、 。都以下本僚において同

僚とする。) の議舎の同意を得た湯合に限り、首骸建

築物の所有者、都車者叉は占有者} こ針して、相蛍の猪

預期限をつけて、前{ 際第 1 :噴に規定ずる措置を命ずる

ことができる。この綾合においては、首叡建築物の所

在地の市町村f"t . 首霊安命令} こ第〈措置によって通常生

す・ぺき損害を時f習によって補償しなければならない。

2  前項の趨合においては、第 3 僚第 2 項の鏡定は、遡

用しなL 、。

日 第 1 項の規定にょうて補償を受けるこ正ができる者

l主、その繍{ 賞金額に不服がある綾合においては、政令

の定める手綬にようて、その決定の通知を受けた日か

ら1 月以内に土地牧用法( 明治33年法律第29競) によ

る収用審査曾の裁決を求めることができる。

4  前項の裁決に不服がある者は‘ 裁判所に出訴するこ

とができる。

第12篠【報告、阪線、伎を" & . び試験〕特定行政鼠又l主建

築主事は、建築物の所有者、管現務若しくは占有者、

建築主、建築物の設計者叉11建築物に関する工事の施

工者に針して、建築物の整地、橋治、設備若し〈は用

途叉は建築工事の計霊若しくは施工の朕況に関ずる報

告を求めることができる。

2  建築主事叉は特定行政隠の命令若し〈は建築主事の

任委を受けた蛍宮市町村若し< 11都道府燃の実員は、

第 G僚第 2 項、第 7{際第 2 J : 頁、第 9 {I際第 1 項、第l(}{.際

第 1 項叉11前{ 停第 I 項の規定による確認、被査叉は命

令をしようとする湯合においては、 2吉該建築物叉11建

築工事易に立ち入り、建築設備、建築材料、設計岡容

その他建築工事に関係がある物件を検をし、又は試験

することができる。但し、現に居住の用に供している
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主主築物に立ちスる格合においては、あらかじめ、その

居住者の承諾を得なければならな L 、。

第 ＱＳＱＡ 療【身分誼明曹の技幣】態築主事 ｾＺＱＱ 特定行政践の

命令若し〈は建築主事の委任を受けた蛍該市町村若し

〈は都道府際の吏員は、前{ 傑第 2項の規定によって建

築物又は建築工事場に立ち入る怒合においては、その

身分を示ナ謹粟を技宇野し、関係人の請求があったとき

は、これを墨示しなければならない。

第14篠【都道府鯨知議忍11建設大臣のおJ告、助言叉lま綬

助〕建築主事を置く市町村の長l士、都道府脇知事叉l i

建設大臣に、都道府揮系知事l士、建設大臣に、この法律

り施行に関レｾ 、 要な助言又 ＱＱ 媛助を求めることができ

る。

2  建設大臣は、特定行政聴に針して、都道府豚知事

は、建築主壌を置く市町村の長に聖ぜんて、この法律の

施行に闘し必要な萄J告、助言若しくは援助をし、又は

必要な窓考資斜を提供することができる。

第15篠【届出友び統計】建築主は、建築物の建築の工事

に渚手しようとする場合又は態築物を除却した腸併に

おいては、その旨を都道府1際知事に届け出なければな

らない。但し、管室安建築物叉11嘗該工事に係る苦s分の

延べ面積がlO: z r ; . 方メートル以内である場合において

は、この限りでない。

2  市町村及び特別区の長l士、首該市区町村の匪域内に

おける延べ面積が10卒方メートルをこえる建築物が火

災、震災、水災、風災その他の災害に因り滅失した滋

合においては、都道府鯨知事に智告しなければならな

L 、。

3  都道府際知事は、前 2 項の規定による屈出及び報告

に諮き、建築統計を作成 L 、これを建設大臣に滋付し

なければならなL 、。

4  前 3 J : 買による屈出、報告並びに建築統計の作成及び

法付の手綴l士、建築省令で定める。

第16jl晦仁主主設大医又は都道府綴知事への報告】建設大臣

( 主、特定行教胞に針して、都道府際知事は、建築主事

を置く市町村の長に鈎して、この法律の施行に闘して

必要な報告又11統計の資料の提出を求めることができ

る。

第17jl晦【特定行政鹿等に針する監嘗1 建設大臣は、都道

府l際の律築主要鮮の底分がこの法律若しくはこれに慈〈

命令の績定に逗反し、叉は都道府際の建築主事がこれ

らの績J Eに慈〈庭分を怠るものがらると認める援合に

おいては、営該都道府鯨知事に堅守して、監管上必要な

措置をとることを命す. ることができる。

2  都道府際知事は、市町村の建築主事の底分がこの法



律若L くはこれに説く命令の規定に怠反し、叉l士市町

村の建築主惑がこれらめ規定に惑〈底分を怠るものが

あると認める場令においては首該市町村の長に到して

脚上必要な措置をとる ことを命ずることが下旬。

3  建設大臣は、前項の滋合において都道府豚知事がそ

のすべき命令をしない場令においては、自ら問項の命

令をすることができる。

4  建設大臣1' 1 、都道府県系知事がこの法律若し〈はこれ

に謡〈命令の規定? ご違反し、又はこれらの規定に議〈

底分を怠るものがあると認める筋合にお弘、ては 、地方

自治法( 昭和22年法律第67続) 第 14・6 僚の規定? こよう

て、その行うべき事項を命令し、議長剣所の裁判を鯖求

することができる。

5  都道府豚知事l士、建築主事を置く市町村の長がこの

法律若しくはこれに慈く命令の規定に淫反し、叉はこ

れらの規定に慈Ｈｾ分を怠るものがあると疫める穆合

においては、地方自治法第 146僚の規定によって、毛主

の行うべき事項を命令し・裁判所の裁刻を跨求し、叉

1'11確認の裁判に裁いて蛍該市町村の長に代うて自ら賞

該事項を行うことができる。

第18fl晦【閥、都道府l際叉は建築主事を寵く市町村の建築

物に問ずる確認、絵査又1' 1 是正措置に関する手緩の特

例| 】圏、都道府鯨叉1' 1 建築主要野を置〈市町村の建築物

にういては、第 6 様、第 7{際、第 9{1際友び第10僚の規

定l士、溺用しない。この綾合においては、第 2 項から

第 9 項までの規定に定めるところによる。

2  第 6{際第 1 項の規定によって建築しようとする建築

物の建築主が圏、都道府県系叉は廷離主績を置く市町村

である鳥居合においては、首E菜園、都道府豚若しくは市

町村の機関の長又はその委任を受けた者l士、嘗言亥工事

に着手する前に、その計Z誌を建築主事に通知しなけれ

ばならない。

2  建築主事は、前項の通知を受けた筏合においては、

第 Ｖｻｾ 第 Ｒ 項に定める期間内に、笛該通知に係る建築

物の計百密が蛍該建築物の敷地、 1蒋塗友び建築設備に関

する法律並びにこれに主義〈命令友び{ 傑例の規定に遁令

するかどうかを審査し、その結果を前項の機関の長叉

その委任を畏けた者に通知しなければならない。

4  号待 2 項の通知に係る建築物の工事l士、前項の埠告に

ようて蛍該建築物の計諮が前工買の法律、命令及び( 際例

の規定} こ適合するl ; i ' の通知を受けた後でなければする

ことができない。

5  第 2 項の機関の長叉はその委任を受けた者i士、蛍言葉

工事を完了した場合においては、その旨を、工事が完

了した日から 4 日以内に到達ずるように、建築主主留に

E室長Hーしなければならない。

6  猿喋主惑が前項の規f Fによる通知を夜けた腸合にお

いては、建築主事叉はその委任を受けた嘗該市町村若

しくは都道府県需の変質l士、その遜知を受けた日から 7

日以内に、その通知に係る完了した工事が第 3 項の法

律:illi :Ct にこれに; 1J ! ; ( 命令及び{ 際例の規定にi適合 してい

るかどうかを被査しなけれ」まならない。

7  建築主事又はその委任を受けた嘗該市町村若しくは

都道府際の支局 l士、前項の規定による鍛査をした混合

において、嘗該建築物が第 8 項の法律主主びにこれに主主

〈命令笈び{ 際例の規定に遡合している ことを認めたと

きは、第 2 項の機関の長叉1' 1 モの委任を受けた者に針

して俄否済E置を交付しなければならなL 、。

8  第Ｈｩｻ際第 Ｑ 項第 ｬ 競から第 Ｓｾ 定までの建築物につい

ては、前項のj会苦主演謹の交付を受けた後でなければ設

該建築物を使用し、叉は使用させ てはならない。{ 豆

し、第 5 : r 頁の規定による通知をした目から 7 日を甑盈

した居合叉は建築主務が仮佼周の承認をした場合にお

いて l士、彼を済授の交付を受ける前においても、僚に

蛍該建築物を使用 L 、又は使用させることができる。

9  特定行政隠1' 1 、圏、都道府勝又は建築主事を置〈市

町村の建築物が第 9 僚第 1 項又は第10篠第 1 項の規定

} こ該賞すると認める場令においては、 I直ちに、その旨

をｾ該建築物を管理ずる機関の長に通知し 、これらの

規定に掲げる必要な措置をとるべき ことを要請しなけ

ればならない。

第 2茸 撞 築 物 の 敷 地 、 構 法 及 び 建 築 設 備

第19f1晦【致地の衛生及び完を】建築物の敷地It : 、これに

接する遣の漬より高くなければならず、建築物の地盤

商1' 1 、これに援する周囲の土地より高くなければなら

ない。但し、政地内の排水に支障がない場合又は建築

物の用途} こりよ防線の必要がない場合においては、こ

の限りでない。

2  燦潤な士地、出7 . l < のおそれの多い士地叉1'1 ごみその

他これに類する物で埋め立てられた士地に建築物を建

築する場合においては、. ( l g 士、地鐙の改良その他衛生

上又は安金上必要な指置を講じなけ: h l まならなL 、。

3  建築物の感地にl工、雨水及び汚水を排出し、叉は慮

深ずるための遁憶な下水管、下水溝叉はためますその

他これらに額する施設をしなければならなL、。

4  がけ崩れ、地すベり等のおそれのある土地に建築物

の磁地を塗成するh若手? においては、擁壁の設置その他

安否と上沼常な措置を講じなければならなL 、。

第20篠【核主主耐力】建築物l士、自賞、積絞荷? 在、積雪、
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l武座、土l I D t び氷匪並びに地震その他の震動l}_び術書記

に針して安をな積主主でなければならなL 、。

2  第 Ｖ 僚第 Ｑ 項第 Ｒｾ 虎叉は第 ＳＵ 売に掲げる建築物 ｬ Ｇ こ闘

する設計図書の作成にらたっては、梢ｾｾ量計算によっ

て、その稽遁が安全であることを権かめなければなら

ない。

ｾＲＱ 篠【大規模の建築物の主袈務塗部｝高さ ＱＳ メート

ル、車干の高さ 9 メート P 叉l' t 延ベ国積3000卒方メート

ルをこえる建築物l士、主主草稿議部( 床、彦根及7 f 階段

を除< 0) を木議としてはならない。

2  高さ 13メートル叉l士事干の高さ 9 メートルをこえる建

築物l士、主主草稿治部 (床、屋根及び階段を除< 0) を石

設、れん瓦溢‘ ヨ シグ ロートプロタ グ港、無筋ヨヅグ

リート溢その他これらに類する構詣としてはならな

い。但し、特別の補強をし、 ll .つ、構塗計算によっ

て、その構塗古: 安査であることを縮かめた混合区おい

ては、この限りでなL 、。

第 ＲＲｾ 傑【屋根】特定行政際が防火地袋 ｬￆ び準防火地域以

外の市街地にういて関係市町村の同意を得て指定する

広域内においては、建築物の屋根は、不燃材斜でそ量

り、叉l' t ふかなければならなL 、。但し、茶室、あづま

やその他これらに類ずる建築物叉は延べ商積が10卒方

メートル以内の物置、納屋その他これらに類する逮築

物の彦根の延焼のおそれのある部分以外の部分につい

ては、この限りでない。

第お篠【外接】前僚の市街地の直域内にある木建の建築

物は、その外援のうち、延焼のおそれのある部分を土

室長墜とし、又はｾ段防止ｽこういてこれと同等以上の効

力を有ずる横溢としなければならない。

第24fl療【木讃の特殊建築物の外壁等】第22僚の市街地の

l ! l i L 域内} こ為る木識の特殊建き築物で、下の各競のーに該

賞するものは、その外壁及び軒裏で延焼のおそれのあ

る部分を防火構遁としなければならなL 、。

一 態校、劇場、欧Mt i 健. 積書喜穆、概理主号、公曾堂、

集曾場、マーケタト、公衆浴易叉は自動車寧庫の用

途に供するもの

二 百貨底、共同住宅、寄宿舎、病院叉は合庫の用途

に供ずるもので、階2設が 2 でおり、 ll. う、その用途

に供する部分の床間積の合計が 200Zj S - 方メートルを

こえるもの

2  前工頁の区域内にある木識の特殊主主喋物で、ｾの各競

のーに該嘗するものl士、その壁及び夫弁( 穴弁のない

緩合においては、屋根) の室内に面する部分を防火構

fきとし、叉It 不燃材糾、木毛セメ y ト叡その他これら

に類するものでおおい、若し< l' t 防火皇室料で塗皇室しな
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ければならない。

一劇場、映l I l 1 i 館、演霊場、阪宮霊場、会食堂叉は集曾

場の用途に供ずるもので、その客席の床間積の合計

か 100Z j S - 方メートルをこえるもの

ご共同住宅、寄宿舎叉は病院の用途に供ずるもの

が、その用途に供ずる部分の床面積の合計が 200平

方メート/ 1 - をこえるもの

三 自動車車庫の用途に供するもの

第25篠【大規僚の木主主建築物の外壁等1 延べ雨積( 同一

感地内に 2 以上の棟をなす木浩の建築物がおる場合に

おいては、その延べ商績の合計) が1000卒方メートル

をこえる木議の逮築物は 、その外壁友び車干裂で延焼の

おそれのある部分を防火構まきとし、その康根を不燃材

籾でｾｾきり、叉はふかなければならない。

第26篠【防火壁】延べ面積が1000平方メートルをこえる

建実物は、防火上有効な構蓬の防火墜によって有効に

直aし. I r . う、各直歯の延べ面積を1000卒方メートル

以内としなければならない。但し、建築物の主要fl1j 古

都が耐火務主主であり、又は不燃材料で諮られている犠

合においては、この限りでない。

第271際【特殊建築物の耐火絡をき】下の各放のーに数蛍ず

る特殊建築物 ｬ 士、主主 ｾｦｬｮ 宣昔日を耐火寝耳諮としなければ

ならない。但し、延べ面積が50卒方メートル以内の卒

家建の附B建築物で外壁及び軒裏を防火事賢治としたも

の‘ 第 6 裁の建築物の屋根で不燃材料で諮られたもの

叉は舞台の床1士、この限りでない。

- J i I . 路、映醤館、演議場、観安易、公曾堂叉は集禽

爆の用途? と供ナるもので、その客席のw聞積の合計

が 200平方メートル( 屋外観穏席にあっては、 10i 川

平方メートル) をこえるもの

ニ 建 築 物 の 2 階を病院、共同住宅、寄宿舎、下 宿叉

l' t 倉庫の用途に供ずるもので、その用途に供する部

分の際面積の合計が 400Z j S - 方メートルをこえるもの

三 建 築 物 の 3 階以上の階を⑤校、病院、劇綾、映部

館、演議場、取覧場、公舎堂、集曾場、共同住宅、

寄宿舎叉l' t 下績の用途に供ずるもの

四 建 築 物 の 3 階以上のF蓄を百貨応、市縁、民党曾

場、舞踏場、遊技場叉は倉庫の用途に供ずるもの

で、その用途に供ずる部分の床面積の合計が 200 ZjS-

方メートルをこえるもの

豆 自動車車庫の用途に供ずるもので、その用途に供

ずる部分の床面積の合計が 200卒方メートルをこえ

るもの

六 別 表 第 1 ( は) 項 25売に掲げる危険物の貯磁犠叉

はｾｊ［壇場の用途に供するものＨ貯蔵叉は庭環に係る危



険物の敏震が政令で定める限度をこえないものを除

<  0) 

第28fl晦( 辰室の採光及び換気) 居室の窓その他の開口部

で綴光に有効な部分の函積は、その居室の床面積に聖母

して、住宅にあっては 7 分の 1 以上、感校、病院、診

療所、寄宿舎叉l土下宿にらっては 5 分の 1 から10分の

l までの聞において政令で定める側合以上、その他の

建築物にあうては10分の l 以上でなければならな L 、。

但し、映お館、地下工作物内} こ設ける事務所、庖舗そ

の他これらに類するものの居室については、この限り

でない。

2  居室の窓その他の関口昔日でー換気に有効な部分の面積

l士、その居室の床面積に針して、 20分の l 以上でなけ

ればならない。但し、遡首な換気袋置があって衛生上

支障がない易合においては、この限りでない。

3  ふすま、障子その他随時開放することができるもの

で仕切られた 2 室l士、前 2 項の規定の沼周にういて

は、1 . 室とみなす。

第四{ 晦( 住宅の居室の日照) 住宅は、感地の周囲の; 伏況

によってやむを得ない弱合を除く外、その 1以上の居

室の開口部が日照を受けることができるものでなけれ

ばならなL 、。

第30篠【地階における住宅の居室の禁止】住宅の居室

l士、地階に設けてはならない。但し、島塗の前面に淫

婦がらる湯合においては、この限りでない。

第31j 海【便所】汚物産湿の設備を有する下水道を利刷す

ることができる区域内においては、便所は、くみ取便

所と L てはならない。

2  便所から排出する汚物を前項の下水道以外に放流じ

ょうとする滋I合においては、衛生. 上支障がない構讃の

汚物底辺そうを設けなければならない。

3  第 1項の下水道及び医主主l士、特定行政隠が指定す

る。

第32篠【電気設備】建築物の? 霊祭設備は、法律叉はこれ

に議〈命令の; 規定で電気工作物に係る建築物の安全及

び防火に閲するものの定める工法によって設けなけれ

ばならない。

j g33餓【避官設備〕高さ20 メートルをこえる建築物に

l士、有効に建雷設備を設けなければならない。

m34f l晦【昇: 燥機】建築物に設ける昇降機l士、安査な構主告

で、日つ、その昇降絡の周壁友び関口昔1¥は、防火上支

障がないf ; 11; .溢でなければならなし、。

第35fl晦【持軍朱建築物等の遜滋及び消火に闘する技術的義

準｝壊後、病院、劇ｾ、 ｅ 塙館、演要事湯、観覧湯、公

曾堂、百貨脂、ホテＩｾ、自使館、下宿、共同住宅若し九

( 士号野宿舎の用途に供する特殊建築物又は延べ面積( 同

一敬地内に 2 以上の綴をなす建築物がらる場合におい

ては、その延べ国積の合計) が1000卒方メートルをこ

える建築物については、廊下、階段、出ス口その他の

遜雑施設、消火せん、スプリ ＺＯＱＯ ラー、将ￎＧ＿ｾそうその

他の消火設備立主びに敷地内の遜難上及び消火上必要な

通路は、政令で定める技術的諮準に従って、霊登録上及

び滑火上支障がないようにしなければならない。

第36篠( この宣言の規定を質施し、叉は補足するため必要

な技術的滋準) 建築物の安全土必要な稿議方法及び総

数計算の方法、居室の採光面積、宍弁及び床の高さ、

床の防潟方法、階段及び便所の椛油、防火盤、防火J.rti

齢、消火設備及び漣宵設備の設置及び構油、給水、排

水その他の国管設備の工法並びに穣突及び昇降機の檎

溢に閲して、この主主の規定を笈・施し、叉1i . 補足するた

めに安全上、防火上及び衛生上必要な樹rrr 自協準l士、

政令で定める。

第37fl集【主主築材料の品質】建築物の滋礎及び主要稿治部

に使用する鋼材、セメシトその他の建築制斜の品質

l士、建設大臣の指定する日本工業規絡に泊合するもの

でなけれ』まならない。

第38fl晦【特殊の材料又は構法】この寧の規定叉はこれに

t 1 5 く命令若し〈は僚例の規定It 、その漁想 L ない特殊

の建築材糾叉は構誼方法を用いる建築物にういては、

建築大院がその建築材料又は格溢方法がこれらの規定

によるものと同等以上の効力があると認める場合にお

いては、適用しない。

第 ＳＹｾ 晦【災害危険区域】地方公共闘慢は、ｻ際例で、王者

波、高湖、出水等による危険の望号しい区域を災害危険

磁撲として指定することができる。

2  災議危険区域内における住居の周に供する建築物の

建築の禁止その他建築物の建築に関する制限で災管防

止上必要なものは、前項の{ 際例で定める。

第 ＴＰｾ 曝 ｅ 地方公共圏慢の篠例による制限の附加】地方公

共闘鐙は、その地方の気慨しくは風土の特捗限は

特殊建築物の用途若しくは規模に因払この望書の規定

叉はこれに議〈命令の規定のみにようては建築物め安

査、防火叉は衛生の目的を充分に主主 L灘いと鼠める犠

合においては、{ 的ijl で、建築物の敵地、絡を告叉は建築

設備に闘して安全上、防火上叉は衛生上必要な制限を

附加するととができる。

第41fl晦【町村の{ 際例による制限の緩和】第 6 {際第 1 項第

4 鋭の区域外においては、町村は、土地の欽況に因り

必要とl i E c I b る鴎合においては、建設大臣の承認を得

て、( 際飢1で、磁波を限り、第HJI際、第以{ 隊第 1 項、第
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28篠から第30f 際まで及び第36僚の，規定のを部若し〈は

一部を泊用せず、叉これらの規定による制限を緩和す

ることができる。イヨし、主席 6係官f.:; 1項第 15虎及び第 8

5売の建築物については、この限りでなL 、。

第 3章 道 路 及 び 壁 面 線

第42f)晦【道路の定豊富1 この章及び第 5 撃の規定において

「道路」とは、下の各誠のーに該歯する幅員 4 メート

ル以上のものを L 、う。

道路法( 大正 8 年法律第58説) 第 1 僚にいう道路

二都市計置法にょうて築治した道路

三 ζ の章及び第 5 章の規定治: 適用されるに至うた際

現に存在する道

四 道路法又は都市計香港による新設文l主審理更の事業

計詰のおる道路で、 2 年内にその事業古執行される

殻定のものとして特定行政援が指定したもの

五土地を建築物の懇地として利用するため、道路法

叉は都市計遺書法によらないで築さきする道で、これを

築設しようとする者が特定行政艇からその位置の指

定を受けたもの

2  この意及び第 Ｕ 意のＺ規定治［ｾ盗用されるに至うた際現

に建築物が立ち並んでいる幅員 4 メートノL 来i繍1. 8 メ

ートル以上の遣で、特定行政憾の指定したものl士、前

項の規翠にかかわらず、問項のi誼絡とみなし、その中

心線からの水平版離 2 メートルの設をそのj出各の邸界

線とみなす。

第43fl晦【敷地と道路との関係】建築物の感地l士、道路に

2 メートル以上接しなければならなL 、。但し、建薬物

の周圏に廃い' 杢i也があり、その他これと同様のi伏況に

ある溺合で安全上支障がないときは、 この限りでな

L 、。

2  地方公共闘飽l士、第35燦に規定する建築物叉l士自動

車車庫の駿地が援したけr. u:J: たらたい道路の幅員、そ

の磁地が道路に接する音j; 分の長さその他の駿地と道路

との閲係についてこれらの建築物の用，塗叉l士規模の特

殊性に図れ前項の規定にょうては滋燦叉l士通行の安

全の目的を充分に達 し緩いと認める犠合においては 、

機例で、必要な制限を附加ずることができる。

第44j 燦( 道路及び計E並道路内の建築制限) 建築物又は磁

地を溢成するための擁壁l士、道路内に、叉は道路に突

き出して建築し、又は築fきしてはならなL 、。但し、地

盤面下に建築するもの叉1' 1 公衆使旬、巡査仮出所、公

共用歩廊その他これらに類する公益上必要な建築物で

遁行上支障がないものについては、この限りでない。

2  都市計禽として決定して内閣の認可を受けた計E首選

S4 

絡( 第42{際第 1項第 45売に該蛍するものを除< 0) 内に

おいては、下の各競に霊安賞するｾ築物で、容易に移時

し、文1' 1 除却することができるものでなければ、建築

してはならない。

一 階E設が 2以下で、E つ、地階を有しないこと。

二 主要1省主量昔日が木温、鍛骨議、コ γ グロートブロ Y

グ溢その他これらに類ナる構詣であること。

第ＧＴ Ｕｾ 集〔私選の草壁更叉 ｬ 士殴止の制限】私選の艶更叉 Ｑ ＧＱｾ

止にょうて、その道路に接する薮地が第 ＺＴ Ｓｻｾ寝室有 Ｑ 項の

規定叉1' 1同僚第 2 項の規) F に若く{ 際Oll の規定に抵腕す

ることとなる鳥居合} ざおいては、特定行政隠l士、その私

道のｾ更又は底止Ｎを禁止Ｎし、叉 ｬ 士制限することができ

る。

2  勢 9 fl庶第 2 項から第 6項までの規定は、前項の措置

を命ずる場合に準用する。

第46篠【際関係の持管1 特定行政腿l士、街WL内における

建築物の位置を整えその潔境の向上を図るために必要

がおると認める怨令においては、建築審査舎の間放を

得て、壁面1泉を指定することができる。この溺合にお

いては、あらかじめ、その指定に利害関係を有する者

の出ｪｩｪＡｪ ｾｾｒ めて会現による聴聞を行わなければならな

L 、。

2  前項のI } . I . 定による務部を行う場合においては、問項

の，境学によ ・る指安の計怒並びに聴閣の期日及び喝所要?

期日の 3 目前までに公告しなけt uまならない。

3  特定行政磁l士、第 I 項の規定による指定をした吻合

においては、濯滞なく、その旨を公告しなければなら

ない。

第47fl凍【壁面線による建築制限〕建築物の壁叉はこれに

代る柱i士、! r i ' . 面線を越えて建築してはならなL 、。侭

し、地盤国 Fの部分又1' 1高さ 2 メートル以下の門芳し

くはへいにうL 、ては、との限りでたL 、。

第 4章 用 捨 地 域

情481喋【用途地主主] 建設大臣ば、都市計歯医域内におい

て、都市計m法の定める手績にょうて、都市計おの施

設と L て住居地域、商事実地域、準工業地援叉は工業地

域( 以下「用途地域」と機構する。J を指定ナることが

できる。

2  建設大臣は、前須の規定による指定をする場合にお

いては、関係市町討の申出に基いてしなけtuまならな

L 、。

3  厚生大民は、必要があると認める場合においては、

用念地撲の指定にういて、建設大民に聖母して意見を述

べることができる。

第49篠【用途地域内の建築街雌】イ措地域内において



は、別表第 1 ( い) 項に掲げる建築物除、建築しては

ならない。但し、特定行政艇が住居の安寧を害すてるお

それがないとｾめ、叉 Ｑ ＧＱ公径上やむを得ないと認めて

許可した場合においては、この限りでない。

2  商業地袋内においては、別表第 1 ( ろ) 項に掲げる

建築物It 、重量築してはならなL 、。但し、特定行政隠ヵ:

商事実の利便を害するおそれがないと認め、叉は公径上

やむを得ないと認、めて許可した湯合においては、この

限りでない。

3  '1.経工業地域内においては、別表第 1 ( は) 項に掲げ

る建築物1' 1 、建築してはならなL 、。但し、特定行政:1裂

が安全上若しくは防火上の危険の度若しくは衛生上の

有害の度が低いと認め、又は公f益上やむを得ないと認

めて許可した犠合においては、この限りでなレ。

4  工業地域内においては、事校、病院、劇場、映鐙

館、演童書場、草寺理官又IU 使館の用途に供する建築物

は、建築L てはならない。但し、特定干す政E涯が工業の

利便上叉l士会盆上必要と惚めて許可した場合において

は、この限りでない。

第50(1晦【専用地底】建設太民民、住居の環境を保護する

ため必要とｾめる場合においては、者ｾ市計 ｚ 話法の定め

る手績によって、都市計ｾの施設として、住居地撲内

に、住居専用地区を指定することができる。

2  前項の地区内においては、別表第 2 ( ¥，、) 項に掲げ

る建築物以外の建築物l士、建築してはならなL 、。但

し、特定行政螺が住居の環境を害するおそれがないと

認め、叉は公言在上やむを得ないと認めて許可した場合

においては、この限りでない。

3  建設大臣は、工紫・の利便を精進するため必要と惚め

る場合においては、都市計笛法の定める手続によっ

て、都市計書の施設として、工業池袋内に、工業専用

地11m: を指定することができる。

4  前項の地区内においては、別表第 2 ( ろ) 項に掲げ

る建築物は、建築してはならない。但し、特定行政隠

が工業の不IJ 使を害するおそれがないと認め、叉は公盆

ょやむを得ないと認めて許可した場合においては、こ

の限りでない。

5  第-!8( 際第 2 項の規定1' 1、第 1 項又は第 3 項の規定に

よる指定をする犠合に準用する。

第51篠【用途地域叉1' 1 専用地区内における既存建築物に

聖母ずる制限の緩和] 既存建築物で第49{際叉は前僚 2 項

若しくは第 4 項の規定に遁合しないものは、これらの

績を( 第8η 際第 2 項において延長周する犠合を含む。) に

かかわらず、政令で定める範閣内において、滑築し、

改築し、又はその用途を鎚更することができる。

第52篠【特別用途地区】建設大庄は、都市計およ必要が

あると認める場合においては、者ｾ市青 ｴｾ 法の定める手

線によって、都市計歯の施設として、用途地核内に、

特別工業地区、文教地mL その他政令で定める特別用途

地直を指定することができる。

2  第48{1傑第 2 項の規定は、前項の規定による指定をす

る場合に潜用する。

3  特別用途地医内においては、客席49僚主主びに第50係第

2 項及び第 4 項の規定に定めるものを除く外、その地

m: の指定の目的のためにする建築物の建築の制限又は

禁止に関して必要な規定l士、地方公共酷mの( 際例で定

める。

第53fi傑【特殊建築物の位置J 火葬品語、と殺級、卸賀市

溺 、侮染病院、ごみ焼却易又は汚物ｾｊＮ壇場の用途に供

する建築物は、その般地の位置にういては特定行政目患

の許可を受けなければ、建築してはならない。但し、

都市計おの施設としてその位置が決定しているものに

ついては、この限りでない。

2  特定行政底ぼ、都市計1 I i 上支障があると認める嶋合

においては、前項の許可をしないことができる。

第 ＵＴ 餓【 ｬｴｾ 聞及び建築審査曾の同意】特定行政 Ｚｭｬ 士、第

49{際各項但容、第50{際第 2項但密若しくは第 4 項但書

叉1' 1前{ 際第 1 項の規定による許可をする湯合において

は、あらかじめ、その許可に利害関係を有する者の出

頭を求めて公開による勝聞を行い、 J1. " : コ、建築瞥査曾

の同意を得なけれ』まならない。

2  第:46係第 2、項の規定l士、前項の繍定による胞閣を行

う蟻合に懲用する。

第 5章 建 築 物 の 面 積 、 高 さ 及 び 敷 地 内

の空地

第55(1療【建築面積の感地面積に到する普組合] 建築物の建

築面積( 同一感地内に 2以上つ棟をなす建築物がああ

湯合においては、その建築関積の合計とする。以下こ

の寧において問機とナるＮ［Ｉｾ工、住居地域内、準工業地

域内叉は工線地城内においては、 E設地面積から80平方

メートルを引いたものの10分の 6 を、商業地域内叉は

用途地撲の指定のないE宣告車内においては、政地面積の

10分の 7 を、それぞれこ克てはならない。但し、公衆

便所、ｾ査ｾ出所、公共用歩廊その他これらに額ずる

ものにういては、この限りでなL 、。

2  前項の規定の溜用にういては、第 u党又1'1第 H 売の

いずれあに該嘗ずる建築物に到しては、問項中 i l O分

の 6J とあるのは rl O分の 7J と、 i 10分の 7J とあ

るのは po分の 8J とそれぞれ綴み鋒ぇ、第l ! 筑& . び
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第 2 誠に該詮ずる重量築物1こ駒しては、問項中 rto分の

6  J とあるのは i l O分の 8 J と、 i l O分の 7 J とある

のは[ " 10分の日」とそれぞれ翻み倖えるものとする。

ー防火地城内にある建築物で、主要橋建部が耐火構

議のもの

二 街l革の角にある感地又はこれに準ずる磁地で、特

定行政認が指定するものの.内にある建築物

第56篠【空地地直】建設大臣l士、住民の援mを保護ずる

ため必要と認める場合においては、都市計 ｩｩｩｾ の定め

る手績によって、都市計ESの地設として、佐岳地域内

に、別表第 3 ( ¥. 、) 織の各項に掲げる空地地匿を指定

ずることができる。

2  第:48篠第 2 項の境定は、前項の規定による指定をず

る場合に準用ずる。

8  別表第 3 ( ¥. 、) 欄の各項に掲げる空地地脳内におい

ては、建築物の延べ面積( 同一致地内に 2以上の棟を

なず建築物がある甥合においては、その延べ面積の合

計) の敷地面積に聖母ずる側合1" 1 、同表の( ろ) 側の蛍

該各項に掲げる限度以下、建築物の建築面積の敷地面

積に針する割合l士、同表の( は) 舗の嘗該各項に掲げ

る限度以下でなけれ』まならない。

4  別表第 3 ( い) 欄の各項に掲げる' 冬地地抵内におい

ては、建築物の外接又はこれに代る村: の面から敷地境

界線までの阪商産l士、開表( に) 繊の蛍該各項1:- 掲げる

限度以よでなければならなL 、。

第 ＵＷｾ 晦【高さの限度〕建築物の高さは、住居地域内にお

いては2) メートルを、位農地域外においては31 メート

ルをこえてはならなL 、。但し、左の各競のーに霊安嘗ず

る場合において、特定行政濃の詐可を受けたときは、

この限りでなL 、。

一建築物の周囲に廃い公園、鹿場、道路その他の空

地があって、通行上、安ミ仕上、防火上及び衛生上支

闘がないと認、める騒合

ごごr . 襲用の建築物その他の建築物でその用途によっ

てやむを得たいと認、める塚合

2  特定行政隊l士、前噴{ 司警の: 規定による許可十寸る場

令においては、あらかじめ、建築審査曾の同意を得な

ければならな L 、。

第58il晦【道路の幅員と建築物の高さとの関係】建築物の

各部分の高さ 1' 1 、その部分から前面道路の反聖母側の境

界線までの水平距離の1 . 5 倍以下で、旦つ、その道路

の幅員の1 . 5倍に 8 メートルを加えたもの以下としな

ければならない。

2  住居地域内における建築物に到する前項の規定の泊

用については i 1. 5倍」と為るのは[ i . 25J と翻み替
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えるもの E ずる。

8  建築物の感地が 2 以上の、道路に接し、叉は公園、 B道

場、川若しくは潟その他これらに類ずるものに按ずる

滋合、建築物の数地とこれに接する活路との高低の差

が馨しい湯合その他特別の綾合における前 2 項の混定

の適用の緩和} こ闘する措置は、 E安令で定める。

第59il傑【高度地h l I ) 建設大臣l士、者s市計盤上叉は士地利

用上必要があると認める場合においては、者s市計:ilOき

の定める手績によって、者s市計百話の施設として高度地

区を指定し、その地! 直内における建築物の高さの段高

限度叉は最低限度を定めることができる。

2  第48篠宮島 2項の規定l士、前項の規定による指定をす

る場合に準用す』る。

第 S章 防 火 地 域

第 ＶＰｾ 療【防火地域又ｻＧＱ準防火地撲の指定 ｊ 建設大凶士、

都市計溺M1 L 域内において、都市計窃法の定めるそF僚に

よって、都市計箔の施設として、防火地袋叉1"1準l ! J j 火

地撲を指定ずるととができる。

2  第48{際策3 項の規定{ ' 1 、前項の規定による指定をず

る塚合に準用ずる。

3  建設大院は、第 1項の規定による指定をする場合に

おいては、あらかじめ、闘家消防孫長官の意見を聞か

なけh ばならない。

第61il療【防火地域内の残築物] 防火地域内においては、

延ベ商積が 100 平方メートルをこえる建築物の主要構

治部及びその他の建築物の外壁l士、耐火構遁としなけ

ればならなL 、。但し、下の各践のーに該嘗ずるもの

は、この限りでなL 、。

一 延 べ 面 積 が50平方メートル以内の平家建の附属建

築物で、外壁及び軒裏が防火構主査のもの

二卸賀市筏のよ家その他 ｾｊ れに類ずる建築物で、主

ｾ構議部ヵＺ不燃材草寺で渇られたもの

三 高 さ 2 メートルをこえる門叉はへいで不燃材料で

主主り、又はおおわれたもの

四 高 さ 2 メートル以下の門叉11へい

第 ＶＲｾ 様【準防火地主主内の建築物｝準防火地域内にある建

築物で、階段が 3 以上であり、叉( ' 1 延べ面積が 500平

方メートルをこえるものは、主要存主主査部を弱火構遁と

しなければならない。但し、前{ 際第 2 競に該吉宮ずるも

のは、この限りでなL 、。

2  準防火地域内にある木迭の建築物は、その外壁及び

華子喜美で延焼のおそれのある部分を防火構泊としなけれ

ばならない。但し、前{ 際第 4盟主に該嘗ずるものは、こ

の限りでない。



第63jl傑【屋根】防火地或叉{ i . 準防火地域内においては、

建築物の屋根で耐火構浩でないものは、不燃材斜で港

り、叉{ i . ふかなければならなL 、。

第64餓【関口昔日の防火戸】防火地城叉は準防火地域内に

ある建築物l士、その外壁の関口部で延焼のおそれのあ

る部分に、政令で定める稿越の防火戸その他の防火設

備を設けなければならない。

第65j療【隣地境界線に接する外壁] 防火地按叉{ i . i准防火

地域内にある建築物で、外壁が溺火都議のものにうい

ては、その外墜を隣地境界線に接して設けることがで

きる。

第66(1晦 r者絞等の防火摘置] 防火地城内にある君援、庚

告塔、装飾塔その他これに額ずる工作物で、建築物の

屋上に設けるもの又{ i . 高さ 3 メートルをこえるもの

l士、その主要な部分を不燃材、斜で諮り、叉{ i . おおわな

ければならない。

第 ＶＷｾ 長 ｅ 建築物が防火 ｴ 也被叉 ｴ ￬Ｎ準防火地撲の内外にわた

る場合の措置】建築物 ｢ｾ 防火地竣叉 ｬ 士・冶防火地域とこ

れらの地球として指定されていない隠撲にわたる場合

においては、その全部にういてそれぞれ防火地域又tt

準防火地或内の建築物} 乙閲する規定を遡用ずる。但

し、その建築物が防火地域又は準以i火地域外において

防火援でEZE話されている場合においては、その防火壁

外の部分については、この限りでなL 、。

2  建築物が防火地核及び準防火地撲にわたる湯合にお

いては、そのを部について防火地域内の建築物に閲ず

る規定を適用する。但し、建築物が防火地袋外におい

て防火墜で' I ! 11話されている場合においては、その防火

墜外の部分については 、準防火地毎車内の建築物に闘す

る規定を遡用ナる。

第 7章 美 観 地 匡

第68練【美観地区】建設大臣ti . 、市街地の美観を維持ず

るため必要があると認める湯合においては、都市計1 : i

ｴ きのま ￋｾ る手績によって、都市計盤の施設として、都

市計歯医或内に美観地区を指定ずることができる。

2  第481傑第 2項の規定l士、前項の規定による指定をず

る吻合に準用ずる。

8  美観地区内における建築物の敷地、綿織叉ti . 建築設

備に関ずる制限で美閣の保持のために必裂なものは、

地方公共図鐙の機例で定める。

第 8章 建 築 協 定

第69[1療【窓喋協定の目的】市町村( 都の特別阪の存ずる

医撲においては、都) は、そのE主主主の一部について、

住宅地としての環境叉は商官街と しての利便を高度に

維持精進. する等建築物の利用を靖準 L 、 日カ、土地の

潔療を改善するために必要と認める湯合においては、

土地の所有滋表並びに建築物の所有を目的とする地上

倒者及び賃借僧者( 以下「土地の所有徳者等」と総得

する。) が醤該縫利の目的となっている土地について一

定の医械を定め、その直域内における建築物の数t也、

位置、統治、形ｾｾ昼、意匠叉ｻ￬Ｎ建築設備に闘する慈準を

協' . i E ずることができる旨を、{ 際例で、定めることがで

きる。

第70i 傑【建築協定の認可の申祷】前{ 際の規定による建築

物に闘する協定( 以下「建築協定」という。) をしよう

とする者は、そのを員の合意によって 、協定の同的と

なっている士地の区域( 以下「建築協定区域」と L 、

う。) 、建築物に関ずる益準、脇をの有効期間及び協定

ｾ反があうた場合の措置を定めた重量築協定容を作成

し、その代表者にようて、 これを特定行政聴に提出

L 、その認可を受けなければならない。

2  前鳴の縄定によづて建築協定書を提出ずる勘合にお

いて 、 首言実ｾ築協定区域が建築主王将を置く市町村の ｗｌ

減外にあるときは、その所在地の市町村( 特別区を含

む。以下この寧において問機どする。) め長を綴由しな

ければならない。

第71j療【申稽に係る建築協定の公告】市町村の長{ i . 、前

線の規定による建築協定書の提出があった湯合におい

ては、遅滞な〈 、その旨を公告し、20日以上の相蛍の

側聞を定めて、これを関係人の縦躍に供さなければな

らない。

第72篠 k公開による鶴目町市町村の長l士、前僚の縦穂期

間の満了後、関係人の出頭を求めて公開による聴聞を

行わなければならなL 、。

2  建築主事を置く市町村以外の市町村の長 ｻｴｾ 前項の

聴習をした後、遅滞な〈 、常設箆築協定番を、これに

釣する意見及び前項の規定による踏郊の記銭を添え

て、者自道府l際知事に滋付しなければならない。

第73練【建築協定の認可】特定行政腿l士、常該築JJR協定

がその目的止なっている士地叉は建築物の利用を不嘗

に制限するものでなく 、日.つ、第C) 9 僚の目的に合薮す

るものであると認めるときは、蛍該建築協定を認可し

なければならなL 、。

2  特定行政" 1士、前項の認可をした場合においては、

遅滞なく 、その旨を公告しなければならない。この場

合において 、蛍該鐙築協定が建築主事を置〈市町村の

ｗ［Ｚｾ或外の立宣告書に係るものであるときは 、都 道府 ｪ 係知事

は、その認可した建築協定に係る建築協定警の箆 1 遜

明



を蛍該建築協定m: 撲の所在地の市町村の長に滋付しな

ければならない。

8  第 1項の規定による認可をした市町村の長叉11: 前項

の規定によって建築協定替の篤の量産付を受けた市町村

の長は、その建築協定書を蛍該市町村の事務所に備え

て、一般の縦慢に供さなければならなL 、。

第7411療【建築協定の鑓更】建築協定区域内における士地

の所有徳者等は、前{ 際第 1 項の規定による認可を受け

た建築協をに係る建築協定区域、建築物に闘する蕩

準、有効期間叉は協定i 室反があった場合の措置を艶更

しようとする場合においては、そのを員のe合意をもっ

てその旨を定め、これをt特定行政! i i l v- c 申持してそのE忍

可を受けなければならない。

2  前 4 僚の規定l士、前項の認可の手銀に準用する。

第7511晦【謹築協定の効力1 第73{際第 2 項叉はこれを準用

する前燦第 2 項の規定による認可の公告のあった建築

協定l士、その公告のあった目以後において嘗該漫築協

定区域内の，七地の所有儲者等となった者に到しても、

その効力があるものとする。

第7611晦【態築協定の唆止】建築協定m: 域内の土地の所有

継者等は、第73{傑第 1 碩の規定による認可を受けた建

築協定を唆止しようとする穆合においては、その過牛

散の合意をもってその旨を定め、これを特定行政艇に

申精してその喜怒可を受けなければならない。

2  特定行政隠l士、前項の認可をした場合においては、

遅滞なく、その旨を公告しなければならない。

第77悔【建築物の借主の地位〕建築協定の目的となって

いる建築物に闘する［ｬｬＮＡｩｾ告が建築物の借主の摺限に係る

島号令においては、その建築協定については、首該建築

物の借主は、土地所有継者等とみなす。

第 S 章 建 築 審 査 曾

第7811晦【建築寄査曾】この法律に5認定する裁定及び同意

についての議決を行わせるとともに、特定行政艇の諮

問に勝、じて、この法律の施行に関するm要事項を帯電を

審議させるために、建築主事を置く市町村及び都道府

i孫に、建築審査舎を置く。

2  建築ｾ査舎 ｬ 士、前項に境管ずる事務を行う外、この

法律Pコ施行に閲する事項にういて、関係行政機関に針

し建議することができる。

第79篠 E建築審査曾の組織】建築審査禽t士、委員 5 人文

は 7 人をもって、組織する。

2  主主築2f 査禽の委員は、建築、都市計謡、公衆衛生叉

は行政に闘し態設経験のある者のうちから、市町村に

あうてはその長が、都港府燃にらっては都遜府勝知事

53 

治: 、それぞれ瞥該市町村叉は都道府豚の議舎の同意を

得て、命ずる。但し建築に闘し墜綾経除のある者のう

ちから命ぜられる委員の段l士、委員の織殺の 2 分の l

を下ることができな L 、。

3  市町村の建築審査曾の委員と都道府燃の建築審査曾

の委員とは、重量ねることができな L 、。

第卸{ 晦【委員の任期] 委員の任期l士、 2 竿とする。但

し、繍'欠の委員の任期l士、前任者の残任期間とする。

2  委員i士、再任されることができる。

第飢餓【曾長｝建築ｾを舎に曾長を置く。曾長 ｬ 士、委員

が互淫する。

2  曾長l士、曾務を総理し、建築審査曾を代表ずる。

8  曾長に事故があるときは、委員のうちからあらがじ

め互選された者が、その駿ｾを代理する。

第8211療【委員の除斥] 委員は、自己3えは三親等以内の親

族の利害に関係のある事件については、この法律に規

定ずる裁定叉l土同意に関ナる議事に加わることができ

ない。

第83(1晦【係例への委任】この宣言に規定ずるものを除〈

外、建築容を曾のaH織、議事裁びに委員の報酬及び費

用車岸償その他建築i A ' 査禽に関して必要な事項は、{ 際ou

で定める。

第10奪 雛 則

第 ＸＴｾ 喋【被災市街地における建築制限】特定行政隊は、

市街地に災害のあうた場合において都市計I l i 文は都市

計ES法第12僚に規定する土地E宣言書整理のため必要があ

ると認めるときは、 E宣域を指定し、災害が裂生した日

から 1月以内の期聞を限り、その区域内における建築

物の建築を制限し、叉11 : 禁止することができる。

2  持定f子政隠l士、建設大臣の承認を得た湯合において

は、更に 1 月にこえない範囲内におL 、て前項の期間を

延長することができる。

第85篠【偲設建築物に針ずる制限の緩和】非常災害きがあ

ったJ :.s合において、その稜生した医竣叉はこれに隣接

ずる区域で特定行政聴が建設大佐.の承飽を得て指定す

るもの L 内においては、災害に因り破損した建築物の

限f号、の修繕又は左の各競のーiこ該嘗ずる臆念俵設建築

物の建築でその災害が護生した日から 1 月以内にその

工事に着手す』るものにういては、この法律並びにこれ

に基く命令及び{ 際飢| の規定l士、泊用しない。但し、防

火地援内に建築する鳥居合にういては、この限りでな

L 、。

一図、地方公共園陸又は日本赤十字I祉が災害救助の

ために建築するもの



二 被災者が自ら使用す』るために建築ずるもので延べ

面積30Z J > 方メートル以内のもの

2  災害があうた場合において建築する停車湯、郷使

局、官公器その他これらに類する公主主上必要な用途に

供する懸念限設建築物叉{ " 1 工事を施工するために現級

に設ける事務所、下小屋、材料置易その他これらに類

する仮設建築物にういては、第 6{際、第 7 俗 、第15{傑

第1H{際、第21僚から第23{ 際まで、第26{際、第31係 、第

邸機、第35{際、第36{際中第19{際、第21{1際、第26{際、第

31. {，際、第33僚友び第35(1傑に闘する部分、祭 37{1際、第39

{際並びに第40僚の規定並びに第 3 草から第 7 章までの

規定は、泡周しなL 、。但し、防火地主主叉! " 1 準防火地域

内にある延べ面積が50平方メートルをこえるものにつ

いては、第22僚の: 規定の遡用があるものとする。

8  前 2 項の懸念仮設建築物を建築した者l士、その建築

工事を完了した後 3 月をこえて瞥該建築物を存鎖しよ

うとする場合においては、特定行政隠の許可を受けな

ければならなL 、。この窃合において 、特定行政隠は、

安全上、防火上及び衛生上支隊がないと臨めるとき

は、 2 年以内の期間を限って、その許可をナることが

できる。

4  特定行政聴l士、仮設奥行場、 l噂燈曾建築物その他

これらに類する仮設建築物について安登上、防火上及

び衛生上支障がないと認める縫合においては、 1 月以

内の期聞を定めてその建築を許可することができる。

この場合においては、第21僚から筑27{際まで及び第31.

僚の煽5 : E 並，びに第 3 寧から第 61主までの規定1" 1 、適用

しなL 、。

5  特定行政.聡l士、前項の仮設建築物について安全上 、

防火上及び衛生上支隊がないものと認める主居合におい

ては、 1 月をとえ 6 月以内の期間を定めてその建築を

許可ずることができる。この局合においては、第21

{ 際、第22{際、第26{際、第27.傑及び第31僚の規定並びに

第 3; 主から第 61言までの規定は、適用しない。

第86fl療 【ー街区内における綜合的設計による建築物の攻

扱】 ー街ｾ内に Ｒ 以 上の 構えをなす建築物を綜合的設

計にようて建築する犠合において、特定行政騒がその

各建築物の位置及び繕溢b;安全上、防火上及び衛生上

支障がないと認めるものにういては、第23i!在、第43

僚、第56{. 際第 3項若しくは第 H 買、第58!. 際、第62j 際第

2 項叉l i 第(i1{際の規定を適用する場合においては、こ

れらの建築物l士、同一薮地内にあるものとみなす。

第87fl療【用途の錯更に封ずるこの法律の遡用】建築物の

用 途をｾ更 して第 ＶｻＱ 際第 Ｑ 項第 Ｑ 携 の 特 殊建築物のい

づれかとずる場合におL ‘ ては、?量Z実用途の喜善更を開放

の建築物を建築するものとみなして、同燦及び第 7{際

第 I 項の規定を準用する。

2  建築物の用途を鍵更する滋合においては、管該建築

物を建築するものとみなして、第24{際、第27係、第28

Ｔ 章第 Ｑ ＺｧＡ 、 第 Ｒ￐ｻＱ 際 、第 ＳＰｾ帯 、 第ｬＡ Ｕ ｻＱ 際、第 ＳｇｻＱ 際中第 ＲＸｻ 際

第 l 項及び第35僚に関する部分、第49{1際、第50{1傑第 2

ｅ 真若しくは第 Ｔｾ 若し くは第 ＵＳ 僚の規定又 は第 ＳＹｻ 際 、

第 ＴＰｻ 際、第 ＴＳｻ ，際第 Ｒ 項若しくは第 Ｕｾ 糠第 Ｓ 演の規定に

遂〈憐例の. 規定を準用する。但し、温Z実用途の健更が

政令で指定する類似の用途相互間におけるものであう

て、且つ、建築物の模綴替をしない場・合又はその模様

替が大規模でない局合においては、この限りでなL 、。

第88fl晦【工作物への準用】煙突、 E定告塔、高架水そう、

擁壁その他これらに類する工作物で政令で指定する も

のにういては、その築迭を第 6{隊第 1項第 4 競の建築

物の建築とみなして 、第 6 僚 か ら 第13{ 際まで、第1. 8

{際、第20{際、第32j際、第33{1際、第36{際中第2 . 0{.際及び第

33僚に闘する部分、第37.際、第38{1際、第40{1際、第89{1際

並びに第90僚の規定を準用する。

2  第 8 僚から第UI{1傑まで及び第18僚の;見定t士、第66{ 際

に規定する工作物について準用する。

第B9j漆 【工事現趨における 1稽認の表示等】第 O{I際第 1

演の建築工却の施工務l士、醤言葉工事現湯の見易い易所

に、建設省令で定b る様式に ょうて、建築主、設計

表、工事施工者及び工事の現易管理者の氏名叉!t 名稽

並びに話該工事に係る 問項の1稽認があうた旨の表示を

しなけれ』まならない。

2  第 Ｖｻ 際第 ｬｾ の建築 工事の 施 工者は、 蛍該 工事巳係

る設計図穏をt君主安工事現場に備えておかなければなら

ない。

第四篠 【工事現騒の危害の防止】建築物の建築、修繕、

模段務叉は除却のための工事の施工者は、首該工事の

施工に伴う地盤の崩落、建築物叉! i 工事用の工作物の

飼| 袋等による危害を防止するために必要な措置を講じ

なけ ｴｌｾ まならな ｌ 、。

2  前項の措置の技術的基準l士、政令で定める。

第91f!晦【建築物の敷地が医望書、 地域叉l土地区の内外にわ

たる 易合の措置 ｝ｾ 築物の ｅ 設 地がこの法律の規定によ

る建築物の磁地、構塗又は建築設備に闘する禁止又は

制限を受けるYK媛、地主主( 防火地域及び準防火砲撲を

除〈。以下本僚において同様とする。) 又は地1 J 1 i の内

外にわたる場合においては、その建築物又はその駿地

のを部にういて感地の過半の路するEZ域、地域叉は地

面主内の建築物に闘するこの法律叉はこれに基〈命令の

規定を趨用ずる。
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第 ＹＲｾ 傑【閣 ｦ 賞、高さ及びｾｴｊ［敏の算定】建築物の感地面

積、建築関積、延ベ面積、院: 面積及び高さ、建築物の

磨子、夫弁及び床の高さ並びに建築物の階鍛の算定方法

は、政令でｾめる。

第93篠【許可叉(t 硲認に闘する消防長等の同意等] 特定

行政隠又(t 建築主事l士、この法律の規定による許可叉

は1確認をする居合においては、蛍該許可叉は確認に係

る建築物の工事施工地叉( " 1 所在地を管車書する滑防長叉

It 消防署長の同意を得なけば、首言案干午可1" 1 確認をする

ことができない。

2  消防長叉は? 宵防署長は、前項の規定によって同窓を

求められた峨合においては、首言葉鐙築物の計置が法律

文はこれに越〈命令若しくは燦例の規定で建築物の防

火に闘するものに淫反しないものであるときは、第 6

{ 際第 1項第 4 娩に係る場合にあって i士、悶曹を求めら

れた日から 3 日以内に、その他の場合にあっては、同

意を求められた日から 7 日以内に同意を良えてその旨

を嘗慾特定行政臨叉1" 1 建築主惑に通知しなければなら

ない。この峨合にお」、て、消防長叉( t 滑防署長{ 士、向

元ますることができない事由があると隠めるときは、こ

れらの期限内にその事由を首該特定f部: 鹿叉1" 1 慾築主

王将に通知しなけれ』まならない。

3  建築主主位l士、鈴18{燦第 2f買の境管による通知を受け

た渇合においては、遅滞な〈、これを嘗該通知に係る

建築物の工事施工地叉1" 1 所在地を管織ずる摺防長叉( " 1

? 宵防署長に通知しなければならない。

4  保健所長l士、必裏があると認める湯合においては、

この法律の認定による許可叉( " 1 確認にういて、特定行

政眼叉は建築主理解に針して意見を述べることができ

る。

第94s隼【累積の申立】特定行政鹿又は建築主事がこの法

律叉はこれに議〈命令若し< (t{1際例の規定に緩いてし

た底分にういて、叉はこれらの規定に議〈底分をしな

いことにうL 、て不服がある者は、嘗該市町村叉(t 都道

府燃の建築審査曾に、文書をもって、異壌の申立をす

ることができる。

2  前項の規定による異様の申立l士、問項の慮分を受け

た白から20日以内にしなければならない。

3  建築若手査曾は、第l ! 貨の規定による異自慢の申立を受

理した綾合においては、その申立を受理した白から 20

日以内に、裁定をしなけれ』まならない。

4  主主築審査禽l士、前項の裁定を行う場合においては、

あらかじめ、奥擦の申立をした溝、特定行政底、建築

主事その他の関係人又はこれらの者の代注入の出聞を

求めて、公開による口頭審査を行わなければならな
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L 、。

5  建築審査舎は、第 3 : f 買の規定による裁定をした励合

においては、その裁定をした白から 7 日以内に、銀事警

の申立をした者及び特定行政鹿叉( 1建築主事に、文

をもって、これを通知しなければならない。

6  特定行政: 隊又は建築主事l士、前項の規定による裁定

の通知を受けた場合において、その行づた底分を自陣更

し、若しくは荻り? 貸し、叉( " 1 行わなかった底分を行う

必要があると認めるときは、その遁知を受けた日から

7 日以内に、その符った底分を鑓更し、若しくは取り

消し、又はその行わなかった底分をし、そのl ? を累積

の申立をした者に通知しなけれ」まならなL 、。

第9511療【訴願】前{ 際第 1 項の: 規定によって異簡の申立を

した者 ｬ 士、同僚第 Ｓｾ 民の規定による裁定に不服がある

湯令叉( t 特定行政際空苦しくは建築主事が裁定に従わな

い渇合においては、同僚第. 5 : 1 ; 買の規定による沼知を受

けた白から I 月以内に、建設大院に訴願することが出

採る。

第961漆【この法律の: 規定と出訴憾との関係】この法律叉

はこれに諮〈命令若しくは僚例の規定( ' J : 、これらに渇

いて建設大医、都道府際知事、市町村若しくは特別自主

の長叉( U霊築主事のした底分に不服がある者の裁剣

所に出訴する織利を妨げるものと解稼してはならな

L 、。

第97篠【地方公共闘飽の組合に釣ナるこの法律の遡用】

この法律又はこれに基〈命令の規定の適用について

は、査部事務純剣士市町村と、役場事務組合の執行機

関は市町村の長とみなす。

第11奪 罰 貝リ

第9811療官P; 9  ｻ際貿Ｇｮｾ頁Ｈ第 ＸＱＳ 僚において準用ずる場合を含

む。) の規定による特定行政磁の命令に蓬反した者

l士、 10箆題以下の罰金に庭ずる。

第9911療 下の各放のーに該嘗する者 ｬ 士、 Ｕｾ 定園以下の泌

金に庭ずる。

ー 第 6 ｻｉ 際第 ｈ 頁Ｈ第 Ｘη 傑第 Ｑ 項又 Ｑ ＢＱ第Ｆ匂Ｎｾ第 Ｑ 項に

おいて準用ずる湯合を含む。) 叉は第90{1際第 n 買( 第

i38jl 際第 l ! A において準用守る場合を含む。) の認定

に淫反した者

二 第10{1傑第 1 項叉1"1第11{際第 1 項( 第88僚において

これらの規定を准用ずる場合を含む。) の規定によ

る特定行政隠の命令に這反した者

三 第 ＶｻＱ 際第 Ｔｾ 頁Ｈ第おｻ際意書 Ｑ 項において準用ずる綾

合を含む。) の規定に怠反した居合における蛍Z実態

築物叉1" 1 工作物の工事施工者



四 第19{1際、第20機( 勢総僚第 1 項 に お い て 準 用 す

る羽合を含む。Ｉ 、 第 ＲＱ 僚から第 ＲＷｦ 際まで、第 Ｒ Ｘｪｾ第

1 項若 L < は第 2 積、第31僚第p : 頁若しくは第 2 積

第32fl 際( 第88fl 際第 1 項において準用ずる場合を含

む。Ｉ第制傑Ｈ第矧ｾ第 Ｑ 項において‘準用ずる接合を

含む。) 、第34{j 際、第35{際、第37僚( 第8針際第 1 項に

おいて準用ずる犠合を含む。Ｉ、第 ＴＳ 係第 Ｑ 項 、 ｾＴＴ

(際、第47{夜、第55{.際第 1 項、第56f際第 3 頂若しくは

第 ＴＩＺ 買 、 第 ＵＷ 僚第 Ｑ 項 、 第 Ｕ Ｘｪｾ第 Ｑ 項 、 害事 ｓｬ 僚がら

第64{，際まで叉l士号事66僚の規定に違反した居合におけ

る醤骸建築物、工作物叉は建築設備の設計者( 設計

画穏を用いないで工芸員i を施工工 、叉[ i . 設計盟書に従

わないで工事を施工した湯合においては、首該建築

物、工事物叉は建築設備の工事筋工務)

主 第56僚の規定に基〈政令の規定に君主反した混合に

おける醤該建築物叉{ i . 建築設備の設計者( 設計岡容

を用いないで工事を抱工し、又は設計図書に従わな

いで工事を施工した場合においては、醤該建築物叉

Ii . 建築設備の工事抱工者)

六 第49{際、第50f際第 2 項若しくは第 4 項叉Ii .第53{際

第 1 項の鏡定} こ違反した湯合における蛍該建築物の

建築主

七 第59f際第 1 項の: 規定による制限に澄反した犠合に

おける嘗該建築物の設計者( 設計図穏を用いないで

工事を施工 L 、叉は設計図穏に従わないで工事を施

工した場合においては、営s該建築物の工事施工者)

λ  第お{ 際第 3 項、第 4 項叉は第 5 項の規定に君主反し

た易合における嘗該建築物の建築主

九 第84儲第 1 項の規定による制限叉は禁止に淫反し

た湯合における蛍該建築物の建築主

十 第87fl 際第 2 項において準用する第24f:際、第27{，際、

第矧Ｎｾ第 Ｑ 項 、 第 Ｓ Ｕｻ際 、 第 ＴＹｦｬ 際 、 第 ＵＰｦｬ 際第 Ｒｾ 頁若し

くは第 4 積叉! i . 第53f 際第 1項の士号定に、違反した湯合

における笛該建築物の所有者、管理者叉!t 占有者

十一 第8η傑第 2 : t 頁において幣用rする第36f際中第お僚

第 1 項叉は第35僚に闘する部分の規定に蓬反した場

合における嘗該建築物の所有者、管玉理者叉{ i . 占有者

2  前項第 4 競、第 5 競叉は第 7 放に規定ナる違反があ

った場合において、その混反が建築主、工作物の築主室

主又は建築設備の設置者の故意によるもの でおるとき

は、 省該設計者又は工事施工者を部j ずる外、 蛍該建築

主、ヱ作物の築港主叉は建築設備の設置者に到して 問

項の3fl Jを科ずる 。

第1(10篠 下の各援のーに該蛍ずる者l士、 1 箆園以下の

筋金} こ庭ずる。

一 第 7 {1隊第 1{際( 第87{際第 1 項又は第88j 隊第 1 項に

おいて港周する場合を含む。) 叉は第15僚第 1 項の

占軍定による届出をせず、叉l士虚錦の屈出をした者

二 第 7fl際第 4項叉は第89僚の規定に違反した者

三 第12{1際第 1 項 (第88僚において準用ずる渇合を合

む。) の規定による報告をせず、又Ii . 虚俣の報告を

した者

四 第12f:際第 2 項( 第88僚において準用する場合を含

む。) の; 規定による立ス、織を又は試験を担み、妨

げ、叉比忌避した者

第101練 法人の代表者叉は法人若し< ! 主人の代理人、

使用人その他の従業者がその法人叉は入の祭務に隠

して 、前 3 僚の蓬反行憶をした犠合においては、そ

の行篤者を釘ずる外、その法人叉は人に針して各本

僚の3f l Jを科ずる。侶 L 、法人叉は人の代理人、使用

人その他の従業者の嘗該違反行総を防止ナるため、

Ｆｾ実業務に聖母し 、 相嘗の主 主 意及び監督が愛された こ

との担明があったときは、その、法人叉は人にういて

は、この限りでなL 、。

第 ＱＰＲ ｾ 海 第 ＳＹｻ 際第 Ｒ 項 、 第 Ｔ Ｐ ｻ 際 、 第 Ｔ Ｓｦｾ第 Ｒ ｻ Ｑ際 、 第 ＵＲ

ｻ際第 Ｓ 項 Ｈ 第 Ｘηｾ 第 Ｒ 項において準用する鳥島 合 を 含

む。) 叉は第68{際第 3 項の規定に議< { 際例には、これ

に遠反L た者に針し、5 禽園以下の罰金に慮ずる旨の

規定を設けることができる 。

附 則

1  ( 施符期日 】この法律は 、公布の日から起算して 3 月

をこえない悶関内において政令で定める 日から施行ナ

る。

-2 【市街地建築物t法その他の法令の殴止】下に掲げる法

律及び命令、殴止ずる 。

一 市 街 地 建 築 物 法 (大正 8 年法律第37競)

二市街地建築物法の遡用に閥ずる法律( 昭和22年法

律第228競)

三市街地建築物法施行今 (大正 9 年勤令第438競)

四市街地建築物法施行境則( 大l E 9 年内務省令第37

競)

五 市街地建築物法第14僚の規定に依る特殊建築物耐

火f 1. J 量規則 (大正12年内務省令第四段)

六 特 殊 建 築物規則( 昭和11年内務省令第31競)

七 特殊建築物に闘ずる東京郡令、警視聴4号、北海道

隠令及び府豚令の効力に開ずる命令( 昭和23年総理

隠令第 2 妓)

入 臨時防火建築規則 ( 昭和23年建設省令第 6銃)

九 臨時建築制限規則( 昭和24年建設省令第 9 銃)
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3 【建築主政の任用の特例1 この法律施行の際現に建築

監督主事である者で市街地慈摸物法の施行に闘ずる事

務をつかさどっているものは、第 4{i傑第 5 積の規定

にかかわらず、問項の;規定による資格検定を受けない

で、この法律の規定による建築主事となることができ

る。但し、その在任期間l士、この法律施行の Hから 1

年をこえることができない。

4 【この法律施行前に指定された地域及び地温〕この法

律施行の際、市街地建築物法第 H際、第 2{際告白 2 項、

第 Ｔｻｾ 第 Ｓ 項、第 ｬｬｻＮ 際第 Ｒ 項又 ｬ 士第 ＱＵ 僚の規定によっ

て指定されている往居地城、商業地域、工事実地域、住

居専用地庫、工築専用地区、ｾＺ地地底、高度地区又は

美観地区1' 1 、それぞれこの法律第48{1際第 1項、第50{際

第 1積若しくは第 3項、第56{際第 1 項、第59際第 1項

叉1' 1第68{傑第p : 買の規定にようて指定された佐原地

域、商業地媛、工業地域、住居専用地直、工業専用地

匹、 ｾＲ［ ￞ 也地区、高度地区叉 Ｑ ＧＱ美期地区とみなし、市街

地建築物港第13{1際並びに市街地建築物法施行規則第

118 僚及び臨時防火建築規則第 6 僚の規定} こようて指

定されている甲積防火地匿叉1' 1 乙種防火地底及'(f 潜防

火地磁波は、それぞれこの法律第6] 僚第 1項の規定に

よって指定された防火地域叉は箪劫火地域とみなず。

弓【この法律施行前に指定された建築線】市街地建築物

法第 7 僚但習の規定によって指定された建築線で、そ

の聞のm離が 4 メートル以上のものは、その建築線の

位置にこの法律第42犠第 1 項第 6 践の規定による道路

の位置の指定があったものとみなす。

6 【この法律施行前の違反行篤及び訴願に針する取扱】

この法律施行前にした附則第 2 項第 I 焼から第 8 競ま

でに掲げる法令又はこれらに慈いてした底分に淫反す

る行篤に聖母ずる市街地建築物法第1η 際第 3 鋭、第UI{I際

及び第20僚の規定の遁用については、なお、従前の例

による。

7  附則第 2 項第 1 競から第 8 競までに掲げる法令に議

いてしたｾ分に針ずる訴願でこの法律施行者自に提起し

たものの取扱については、なお、従前の例による。

8  この法律の施行前にした臨時建築制限叉はこれに基

いて愛せられた命令丈君主反ずる行僑に針ずる臨時物資

需給調整法( 昭和21年法律第32競) の罰則の規定の遡

用については、なお、従前の例による。

9 【都市計苦言法の一部の改正】都市計置法の一部を次の

ように改正ずる。

第10{1際中市「街地建築物j法」を「建築議準法」に改め

る。

10 【建築省設置法の一部のgt1EJ 建築省設置法( 昭和23
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圭手法律第 ＱＱＳ ＡｬｴｊｬＩの一部を次のように百 ＦＺＱｅｾ する。

第 3{1際第20援を次のように改める。

20 建築基持法( 昭和25年法律第銃) の施行に闘す

る事務を管理すること。

第 4{1際第 8 項中「市街地連築物法( 大正 8 年法律第

37銃 ) J を「建築話準法」に、同僚第 9項中一市街地建

築物法」を「態築; y ; 準法」に改める。

11 【消防法の一部の改正】消防法( 昭和23年法律第186

競) の一部を次のように改正する。

第 7 僚を次のように改める。

第 7 僚 建築物の新築、矯築、改築、遺書砲、修繕、模様

替、用途の箆更叉は使用について許可、認可叉は確認

をする極限を有ずる行政聴叉はその委任を受けた者

l士、嘗設許可、認可文は確認に係る建築物の工事施工

地叉( ' 1 所在地を管轄する消防長叉!t 精防署長の同意を

得なけれ』王、蛍該許可、認可叉! i . 確認をずることがで

き仕い。

2  r角訪長叉 ('1r宵防署長l士、前項の規定によって同意を

求められた鳥居合において、首該建築物の計百島が法律叉

はこれに慈〈命令若し< ( ' 1 僚例の規定で建築物の防火

に関ずるものに逮反しないもので為るときは、建築基

準法( 昭和Z百年法律第201競) 第 6僚第 1項第 4 放に係

る場合にあっては、同意を求められた日から 3 日以内

に、その他の場合にあっては、同意を求められた日か

ら7 日以内に同意を興えて、その旨を嘗言実行政臨又は

その委任を受けた者に遁知しなけれ』まならない。この

易合において、? 宵防長又! t . 消防署長l士、同意するごと

ができない著書由があると認めるときは、これらの期限

内に、その事由を常該行政腹又はその委任を受けた者

に通知しなければならない。

別表第 1 用途地竣内の建築物の制限

一 ( ろ) 環及び( は) 項に掲け' るもの

二原動機を使用ずる工場で作業綾

の床間積の合計が50卒、方えートル

をこ去るもの

三下の各域に掲げる事業を管む工

叫 場

( 1 ) 容量10 ロットル以上司Oリツト

ルのアセチレシガス護主主. 器を用

いる金属の工作

(  2  ) 馬力鍛の合計が0. 25以下の原

動機を使用ずる塗糾の吹付

1  ( 3) 原動機を使用する 2 台以下の

住居地主主内に|

|  研ま機による金腐の車7燥研ま

(¥，、)1建築してはなI ( 工具研まを除< 0  )  

1  ( 4 . ) ョルグ、エボナイト叉! i . 合成

らない建築物|

樹脂の理ｉｬｾ字又は車 ｆ 燥 ｅ 芹まで原動



機を使用やるもの

(  5  ) 木材の引側室与し〈はかんな創

り、裁議、機織、ねん糸、 ｾＱＱ ひ

も、編物、製袋叉はやずりの目

立で馬力般の合計が 1 をこえる

原動機を伊周' するもの

(  6  ) 印刷、製針叉は石材の引倒で

馬力般の合計が 2 をこ走る原動

機を使用ずるもの

四 床面積の合計が50苧方メートル

をこ・去る自動車車庫

玄劇題、映醤館、演喜志犠叉1' 1顕管

湯

六 待 合 、 キ ヤ パ ν 一、舞踏湯その

他これらに類ずるもの

七 倉 庫 業 を 管 む 倉 庫

一( It ) : r 買に掲げるもの

二 原動機を使用する工島島で作業場

の床面積の合計が 150卒方メート

ルをこ去るもの( 目刊新聞の印刷

所を除く。)

三 左の各競に掲げる事業を管む工

場

( 1 ) がん具用普通火工品のZ抱強

(  2  ) アセチ ν γ ガスを用いる金属

の工作( アセチレ γ ガス援金総

の容量30 リットル以下のもの叉

は溶解アセチ ν Yガスを用いる

ものを除< 0  )  

(  3  ) 引火性浴剤を用いるドライ F

リーニ y グ叉1' 1 ドヲイ〆イイ〆

グF

( 1 ) セルロイドの加燃加工叉1' 1機

械のこぎりを使用する加工

( o ) 印刷用イ Y キ叉は鎗具の製溢

(  6 )  ! 馬力敏の合計{ ) . 2 o をこ去る原

動機を使用寸る塗糾の吹付

(  7  ) 亜硫駿ガスを用いる物品の漂

自

(  8  ) 骨炭その他動物質炭の製溢

商業地域内にI ( g ) 遭遇叉は毛の洗以ぅ、梁色叉

|  はi漂白

f ろ)1建築じてはな|

I  (10) ぼろ、 . くず綿、〈ず紙、〈ず

らない建築物| 糸、くず毛その他これらに類ナ

るものの滑護、選別、続じよう

叉1' 1漂白'

( 11) 製綿、古綿の再製、起毛、反

毛又はフェルトの製溢で原鋭機

を僚用ずるも φ

( 12) 骨、角、きば、ひずめ若し〈

|  は貝がらの引側芳しく岬燥研

ま叉は 8 台以上の研ま機による

金属の殺像研まで原動機を使用 1 1  1  

ずるもの 1  1  1  

( 13) 鎖物、岩石、土砂、硫黄、金 1 I  I  

廊ガラス、れん疋、陶じ器、骨

叉1' 1 貝がらの粉砕で原動機を使

用ずるもの

( 14) 銀、懐炉友叉はれんま是の2建議

(15) 活字叉は金属工軍事品の鎌主主

( 印刷所における活字の鎌迭を

除 < 0  )  

(16) 瓦、れん瓦、土器、陶じ縁、

人法と石、るつぼ叉はほうろう

鉄器の拠塗

(17) ガラスの製議文t土砂吹

( 18) 動力うちを使用する金属の鍛

溢

ーをの各競に掲げる事業を管む工

場

( 1 ) 火婆類取締法( 昭和2 o 年法律

第14D盟主) の火事巨額の製設

(  2  ) 恩寺経験寝類、 i盈堕索機麹類、

補駿鰹類、資わん、赤りん、硫

化りん、金属カリウム、金属ナ

トリウム、マグネシユーム、過

言費化水素71 < 、過俄化カリ、過酸

化ソー〆、過障費化パリウム、: 二

石市化炭素、 メF ノー) 1- 、7' )1-ョ

{ ル、エーテル、7 ' l ! ト γ 、さ

く駿エステル類、ニトロセルロ

ーズ、ベ γ グール、トルオール

キジロール、ピグリ γ 獄、ヒ: . !7 

y  :/5費型類、テレピ γ 泊て1' 1石

油類f/;>製溢

( 3  ) マッチの2辺諸

( 4  ) セルロイドの製法

( o ) エトロセルローズ製品の製溢

(  6  ) ピスヨース製品の製溢

(  7  ) 合成染粉若しくはその中間物

顔鍔叉1' 1塗料のZ盟主主( うるし又

は71 < 性塗斜の裂を告を除< 0)  

( 8  ) 溶剤を用いるゴム製品叉1' 1芳

呑『自の製塾

(  9  ) 較燥泊叉は溶剤を用いる擬革

紙布叉It..防71 < 紙布の製溢

(10) 溶剤を用いる塗斜の加黙殺燥

叉1' 1焼付

( 11) 石炭ガス類叉1' 1 ヨークスの製

をき

C12) 墜縮ガス叉It 液化ガスの製溢

( 製氷叉1' 1 冷療を目的とずるも

のを除< 0  )  

( 13) 痩素、臭緊、ヨード、硫賞、

型化硫黄、ふう化水李鵬、聾融

開障妻、硫酸、リ γ 殿、か性カリ

ふ性プ{ ダ、アジそニア水、炭

酸ヵロ、税たくツ ー〆、 ' l r- 〆
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準工業地域内

引 に 建 築 し て は

ならない建築

物

灰、さらし粉、次苦情酸そう館、

亜硫酸堕類、チオ硫戯盛類、ひ

素化令物、鈷化合物、バリウム

化合物、館化合物、銅化令物、

Ｑ｝Ｈ 銀化合物、ジヤ γ 化合物 • 17 

ロロホルム、四襲化炭素、ホ

ルマリソ、ズルホナール、グリ

セリ γ 、イヒチオール、ズルホ

〆酸アユ〆そ〆、さく酸、石炭

殿. 安息香自費. 3<: / ニグ椴 ア

セトアニリド、アスピリ y 叉1'1

グアヤヨールのま盟議

( 14) たん白貿の加水分解による製

品の製塗

(15) 油脂の採取、硬化叉l士加熱加

工

(1日) 右けん、フアグチス叉It 合成

働時の製油

(1. 7) 思斜の製塗

( 18) 製 紙

( Ul ) 製革、にかわのZ盟主食文1' t 毛皮

重苦しくは骨の精製

( 20) アスフアルトの精製

( 21) アスフアルト、ヨール3 < -

J L - 、木3 < - ル、石油蒸りゅう審

物叉1' 1 護法を原税とする製溢

(22) セメ γ ト、清こ号、滑石灰、

生石灰又はカーメイドの製溢

(23) 金扇の溶融叉は精れん( 活字

叉1' 1 金扇工書事品の製主主を目的と

するものを除< 0  )  

( 24) 電気用カーボ γ のZ建設

( 25) 金嵐厚生反叉は形鋼の工作でび

よろ打叉は孔爆作業を伴うもの

( 2日) 鉄釘類叉l土鍋疎の鎖議

( 27) 伸線、 f申管叉1' 1 ロールを用い

る金威の! f t I i 延

ご 1 披( 1 競) 、( 2 続) 、 (.il lJdl) 、

( 4 競) 及び( 12競) の物品、可燃性

ガス叉 ｬ 士カーバイドの貯厳叉 ｬ 士ｾ

E患に供す? るもの

別表第 2 専用地底内の建築物の制限( い)

一住宅叉は住宅で事務所、問餓そ

の偽これらに類する用途を粂ねる

もの

二共同住宅、寄宿舎叉は下宿

住居専用地W.i l三思校、図書館その他これらに類

|  するもの

(い )1恥 建 築 す る|四 棚 、 寺 院 、 拍 そ の 他 こ れ ら

ことができる| に類するもの

l玄重量育院、託児所その他これらに

建築物 |  類するもの

六 公 凍 浴 湯

七 診 療 所
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| 八骨格磁の建築物に附属するもの

一 住 宅

二共同住宅、寄宿舎、下宿叉l ttt

館

工業専用地w ; 1三物品販買業を轡む活鋪

|四草寺理陪叉は飲食活

( ろ )1内に遷嘆して |宝待合、キャバレーその他これら

ばならない建| に類するもの

| 六劇場、狭m館、演番場叉1t"W!箆

廃物 |  場

七謬校、聞書館その他これらに類

するもの

別表第 3 ｾさ地地区の箇別及び窓地地底内の建築物

れ ) I  ( ろ) I  (1' 1) I  ( 1こ)

刊 柏 市 川 | 延 べ 闘 の 数|建 築 醐 暗 号 堅 持 組

話一皿V 盟 | 顎 警 に 酎 す | 雪 聴 に 射 能 警 務E

整 地1地 霊110分の 2 以下

l h  - 2 

整 地

2

地 霊

l時 の 3 以下

霊 地

S

地 宮

110分の 4 以下

室ぷ地警
110分の 5 以下

第 5  
鐙110分の 6以下

室 地 地 鼠

堅持 6  種

定 地 地 区

第 7 極

官 地 t也日宣

告(!; R 密

室 地 地 H宣

告書
@  

種

定 地 地 底

建 築 士 法

1. 5 メートル

以 上

1 メ ー ト ル

以 上

10分の 2 以下

|1.5 メートル

以 上

10分の日以下

|1.5 メートル

以 上

10分の 4 以ド

10分の 5 以下
l

( 昭和初年 5 月24

日)
法 律 第 2 0 2 続

第 1章緑、 則

第 1 (1集【目的】この法律1' 1 、建築物の設計、工事監潟等

を行う技術者の資格を定めて、その業務の・適正をはか

り、もって建築物の貿の向上に寄興させることを目的

とする。



第 2 篠【定義】この法律で「建築士j U工、 1 級建築士

及び 2 級重量築士をいう。

2  この法律で i l 級建築士」とは、建設大臣の免許を

受け、 1 級建築士の名終を用いて、設計、工事監混等

の業務を行う者をいろ。

S  この法律で i 2 級建築士J et士、都道府阪知事の免

許を受け、 2 級建築士の名穏を用いて、設計、工事監

理等の業務を行う者をいう。

4  この法律で「設計図穏」とは、建築物の建築工事賞

施のために必要な岡国( 現寸画の類を除< 0) 及び仕様

曹を、「設計」と ｉｾｾ 設計図密を作成することをい

う。

5  この法律で「工事監理」とは、工事を設計岡容と照

合じ、それが設計岡容のとおりに質施されているかL

たいかを椛認することをいう。

第3篠【建築士でなければできない設計叉は工事監剖

建築物で、その用途、橋治、規模等により、特に建築

物としての貿を確保する必要のあるものについては、

建築士でなければ、その設計又は工事監理をしてはな

らない。

2  前項の建築物の種類及び飽聞にういては、別に法律

で定める。

第 2奪 菟 許

第 4 篠【建築士の免幣] 1 級建築士になろうとする者

は、建設大臣の行う 1 級建築士試陰に合絡し、建設大

庄の免許を受けなければならない。

2  2級建築士になろうとする者は、都道府際知事の行

う2 級建築士試験に合絡し、その都道府県草知事の免許

を受けなけれ』まならない。

R  外閣の建築士免許を受けた者で、建設大民又は都道

府鯨知事が、それぞれ 1級建築士叉は 2 級建築士と同

等以上の資絡を有すると E君、めるものは、前 2 項の試験

を受けないで、 Ｑ 級建築士叉 ＨｾＲ 級建築士の免許を受

けることう ￲ｾ できる。

第 5 練 【 免 許 の 醐 ] i 級建築士又は 2 級建築士の免許

ｬ 士、それぞれ Ｑ 級建築士名簿叉 ＨｾＲ 級建築士名簿に登

録することによって行う。

2  建設大臣又は都道府鯨知事 ｬ 士、 Ｑ 級建築士又 ＱｾＲ 級

建築士の免許を民えたときは、それぞれ 1 級建築士免

許設叉は 2 級建築士免許授を交付する。

3  Ｑ 級建築士又Ｈｾ 2級建築士の免許を受けようとする

者は、政令の定めるところにより、 1 級建築士の免許

については 3，000園以内、 2 級建築士の免許について

は 2，∞o回以内の免許手敏料を、それぞれ闘庫又は都

道府揮系 ｬｾ 納～しなければならない。

4  1叡建築士叉は 2 級建築士l士、毎年12月31 日現在に

おいて、その氏名、住所その他建設省令で定める事項

を、翌年 1 月15 日渇に、 1 級建築士にあうては、住所

地の都道府県高知事を経由して建設大臣に、 2 級建築士

にあっては、免許を受けた都道府県子、知事及び住所地の

都道府際知事・1三怠け出なければならない。

第 Ｖ 練【名簿】 Ｑ 級建築士名簿Ｈｾ建設省・に、 Ｒ 級建築士

名簿は都道府l附こ、これを備える。

第 7 篠【絡鎖的扶絡事由】左の各競の 1 に該蛍する者に

ｬ 士、 Ｑ 級建築士叉 ＱｾＲ 級建築 士の免許を民えない。

未成年者

二禁治産者叉は準禁治産者

三 第10僚第 1 項の規定にようて、免許取滑の底分を

受けてから 2 年を終過しない者

第 Ｘｾ 傑【相聖母的敏持事由】左の各競のーに設蛍ずる者に

は、 1 級建築士叉は 2級建築士の免許を民えないこと

がある。

一禁こ以上の邦jに魔せられた者

二 建築物の建築に闘し罪を犯し罰金の? 刊に燈せられ

た者

第 9 ｦｬ 傑【免許の取消】 Ｑ 級建築士叉 ＱｾＲ 級建築士が虚僑

又は不正の慈賞に惑いて免許を受けた者であることが

判明したときは、それぞれ建設大昆叉は免許を良夫た

都道府燃知事l士、免許を寂滑きなければならない。第

Ｗ 篠第 Ｒ 項に該蛍するに歪うたとき、叉 ｉｾ 本人から免

許取消の申賭があうたときも同様とする。

第10fl 晦【懲戒】 1 級建築士又は 2 級建築士がその業務に

闘して不誠質な行篤をしたとき 、叉は第 8 僚の各競の

ーに該鴬ずるに歪うたときは、それぞれ建設大医叉は

免許を民えた都道府際、知事l士、戒告を良夫、 1 年以内

の矧聞を定めて業務の停止を命じ、叉は免許を取消す

ことができる。

2  建設大医又は都道府県草知事 ｉｾ 、前項の規定により、

業務の停止又1" 1 免許の取消をしようとするときは、あ

らかじめ瞥該 Ｑ 級建築士叉 ＱｾＲ 級建築士について鶴間

を行い、なお必要があると判工、容考人の意見を聴か

なければならな ｌ 、。但し、嘗該 Ｑ 級建築士叉 ＱｾＲ 額建

築士が正賞な酬がなくて路間に際じないとき ｉｾ ， ，騨

問を行わ、ないで瞥該庭分をすることができる o

3  建設大臣叉 ｉｾ 都道府豚知事 ｬ 士、第 Ｑ 項の規定によ

り、業務の停止Ｎ叉 ｉｾ 免許の鴨宵をしようとするとき

は、それぞれ中央建築士宮議曾叉 ｉｾ 都道府県草建築士審

議舎の同意を得なければならない。

第11篠【省令及び都道府標語規則への委在】この意に規定
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するものの外、 1 級建築士50 i 2 飯建築士の発. 許の取

時、登鍬の訂正及び抹清、免許鐙の交付、再交付及び

注納並びに住所の届出に目 して必要な手績は、それぞ

れ建設省令叉は都道府l際fJl，ijlj で定める。

第 3章 試 験

第12篠【試験の内容] 1級王 '築士試験車ぴ 2 級建築士拭

験l士、設計及び工事監潟}:必要な知総及び技能につい

て行う。

第13O際【拭E訟の施行】 1 級建築士試験叉は 2 級建築士拭

験l士、毎年少くとも 1 問、それぞれ建設大臣叉は都道

府燃知事が行う。

第14篠【 1級建築士試践の受験資格】 1 額 建 築 士 間 験

l士、左の各競のーに該話する者でなければ、これを受

けることができなL 、。

一撃校教育法Ｈ昭和 ＲＲ 年法律第 ＲＶｾ 売Ｉによる犬態

( 短期大穫を除< 0) 叉1' 1 萄大壊令( 大豆 7 年動令

第 ＳＸＸｾ 売Ｉによる大壌において、 ｅ 規の建築又は土木

に闘する腺穏を修めて卒業した後、建築に闘して 2

年以上の賞務の罷践を有する者

二 事校教育法による短期大塵又は奮専門謬校令( 明

治 ＳＶ 王手勅令第 Ｖ｝｟ｾ 虎Ｉによる専門事校において、正規

の建築叉は士木に閲する課程を修めて卒業した後、

建築に闘して 4 年以上の寅務の経験を有する者

三 2 級建築士として 4 年以上の質務の経験を有する

者

四 建設大臣が前各鋭と同等以上の知器量及び技能を有

すると認、める者

第15O様 [ 2 級建築士試験の受験苦笑絡] 2 級 建 築 士 試 磁

は、左の各競のーに骸蛍する者でなければ、これを受

けることができない。

一感校教育法による大壊、醤大墜令による大患又( ' 1

E軍事門壊校令による複写門事校において、 E 規の建

築に闘- t " る媒穫を修、めて卒業した者叉はこれらの墜

校において、正感の土木に隠する螺穫を修めて卒業

した後、建築に闘して 1 年以上の貧畿の鐙E設を有ず

る者

二 高島校教育苦舎による高等感校又は醤中等感校令 (ng

和18年紡令第361 } 売) による中等墜校において、1 E;腐

の建築叉1' 1 士木に闘する課程を修めて卒業し式こ後、

建築に闘して 8 年以上の笈務の経験を有ずる者

三 都道府際知事が前各践と同等以上の知お及び技能

を有ずると認める者

四 建 築 に 闘 し て 7 年以上の寅務の舘訟を有ずる者

第16餓【受除手段斜】 1級建築士試験叉は 2 級建築士試
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自動を受けようとする箸は、政令の定めるところによ

れそれぞれ受験手段料を園摩文は都道府i際に納スし

なけれ』まならな L 、。

第 Ｑ Ｗ ｾ 傑【省令ＷｩＮび都道府豚規則への委任｝この童書に規定

ずるものの外、 1 級建築士試験の科目、受験手組その

他 1 級建築士拭験に闘して必要な事項及び 2 級建築士

試験の議準l士、建設省令で定める。

2  この章に規定ずるものの外、 2 級建築士試験の科

目、受験手鎖その他 2 級建築士試験に闘して必要な事

項t士、都道府鯨規則で定める。

第 4牽 業 務

第 ＱＸｾＮ 車【業務執行】建築士 Ｑ ＧＱ、その業務を誠貨に行い、

建築物の質の向上に努めなければならない。

2  建築士1' 1 、設計を行う場合においては、これを法令

叉は篠例の定ゐる建築物に闘争る議準に遡合ずるよう

にL なければならなL 、。

再 建築士は、工事監現.を行う場合において、工事が設

計図擦のとおりに貧施されていないと認めるときは、

直ちに、工事施工者に注意を興支、もし工事施工者が

これに従わないときは、その旨を建築主に報告しなけ

れ』まならない。

第191海 E設計の嬰更] 1 級建築士叉1'1 2 級建築士l士、他

の 1 級建築士叉は 2 級建築士の設計しTこ設計間警の一

部を鐙更しようとするときは、蛍該 1 級建築士叉( ' 1 2

級建築士の承絡を求めなければならない。但し、承諾

を求めることのできない事由があるとき、叉It 承諾が

鰐られなかうたときは、自己の責任において、その設

計図替の一部を重軽更することができる。

第20fl 燦 E業務に必要な表示行待】 1級建築士又I t2級建

築会{ 士、設計を行うた鳥居合においては、その設計岡警

に 1 級建築士叉( t2級建築士たる表示をして言日名及び

なう印をし怠ければならなL 、。設計図替の一部を慶更

した場令も同様とずる。

2  建築士は、工事監理を終了したときは、・置ちに、そ

の精巣を文警で建築主に報告しなければならなL 、。

第21綴【その他の業務】建築士It 、設計及び工事紫斑を

行う外、建築工事契約に閲ずる事務、建築工事事の指導

監督、建築物に閲ずる調査又は鑑定及び建築に閥ずる

法令叉は僚例に基〈手織の代理等の業務を行うことが

できる。

第22fl 晦【名鱈の使用禁止】建築士でない者l士、建築士叉

はこれに紛らわ L い名鰐を用いてはならなL 、。

2  2級建築士t士、 1 級建築士叉はこれに吉野らわしい名

構を用いてはならない。



第5章 建 築 士 事 務 所

第おf晦【建築士事務所の題出】 1 級建築士叉1'1 2 級建築

士が、他人の求めに際じ報酬を得て設計叉I t . 工事監狸

を行うこ E を業としようとずるときは、事務所( 以下

「建築士事務所」という。) を安めて 、その所在地の都

道府際知事に、それぞれ 1 級建築士事務所叉は 2 飯建

築士恐務所の開設の居出をしなければならない。法人

叉は入が、 1級建築士叉1'1 2 級建築士を使用して、設

計又1' 1 工事監理を行うことを署長としようとするとき

も、問機とずる。

2  前項に掲げる者が、建築士事務所を重害時し、休止し

叉は駿止. したときは、 10日以内に、都道府際知事に庖

出をしなけれ」まならない。

第24線【建築士事務所の管理】 1 級建築士事務所は、専

任の I 級建築士が管理し、 2 級建築士事務所は、専任

の2 級建築士が管理しなけれ』まならない。

第25篠【僕務の報酬3 建設大闘士、中央建築士官接舎の

同惑を得て、建築士憩務所の開設者がその業務に闘し

て鯖求ずることのできる報酬の基準を安め、これを翻

告ずることができる。

第26jl療【建築士事務所の監瞥】都道府県高知事l士、建築士

事務所が下の各放のーに該滋ずるほ令においては、 1

年以内の期聞を定めてその建築士事務所の閉鎖を命ず

ることができる。

一 第24i ! ' l i の要件を紋( 1 こ至ったとき

ニ建築士事務所の管碑司告が第 8 僚の各銃のーに該蛍

ずるに至ったとき

三建築士事務所に属する 1 級建築士叉( t . 2 級建築士

ヵ: 、その感ずる建築士事務所の業として行った行鱈

により、，第 8 僚の各放のーに霊安積ずるにヨさったとき

2  第l Oj際第 2 項及び第 3 項の規定l士、道都府豚知事が

前積のｾ分Ｈ第 Ｑ 競に該蛍ずる場合を除＼ 0) をする場

令に、とれを準用する。

第27篠【省令への委任] この撃に規定ずるものの外、建

築士事務所の開設、移崎、休止及び殴止の届出に閲し

て必要な手僚は、建設省令で定める。

第 S牽 建 築 士 審 議 曾 及 び 試 験 委 員

第28篠【建築士宮謎曾】建設大阪叉1' 1 都道府属高知事の行

ろ底分に封ずるこの法律に規定する同意? とういての議

決を行わぜるとともに、建 設大臣 ｾｉ ｴＮ都道府際知事の

路間に降、じ 、建築士} こ闘する質E軍事項を調査密議させ

るたb に、建設省に中央建築士審議舎を、都道府県系に

都道府隠建築士審議曾を置く。

2  中央建築士宮務舎叉は都道府際建築士罰機曾l士、建

築士に関する事項について、関係各聴に建磯ずること

ができる。

害容 ＲＹ ｾＮ 集 【 建築士評議舎の ｾｦｬ 織 Ｑ 中央建築士宮践曾は、委

員15人以内をもうて、潤粗府県高建築士宮議曾l士、委員

ＱＰ 人以内をもうて、ｾｴＱｾ設する Ｐ

2  委員l士、連寝士のう fうから 、中央建築士宮犠舎にあ

うて l士、建設大臣が、都道特豚建築士F苦犠曾にあって

は、都道府際知事が命じ、叉1' 1委吸ナる。

S  前項の委員を選ぶに蛍りやむを得ない事由があると

きl士、療援怒陰のある者のうちから、これを命じ、文

は委燭ずることができる 。但し、この般は、委員の千

般をこえてはならない。

第30j 燦 E委員の任期】委員の任期は、 s ｾ手とする。但

L 、補敏の委員の任期は、前任者の残任期間とする 。

2  前項の委員1' 1 、再任されることができる。

第 ＳＱｾ 傑【曾長】中央建築士審議曾及び都道府綜建築士宮手

設舎にそれぞ弘曾長を置き、委員の互選によって定め

る。

2  曾長t士、曾務を総理する 。

3  合長に事故のあるときは、き委員のうちからあらかじ

め互選された者が、その駿務を代理ずる 。

第 ＳＲｾ 探【試総委員】 Ｑ 級建築士試験叉は Ｒ 級建築士試験

に閲' する事務をうかさどらせるため、それぞれ建設省

に 1 級建築士試除委員を、都道府豚に 2 級建築士試験

委員を置く。

2. 1 級建築士試験委員1'1、建設夫医が、 2 級建築士試

験委員1'1、道都府県草知事が、それぞれ建築士のうちか

ら命じ 、叉1' 1委' 屈する。

8  前主買の試験委員を選ぶに蛍りやむを得ない事由があ

るときは、勝鍛鰹験のある者の うちから、これを命

じ、叉1' 1 委帰することができる。但し、この臣室( ' 1 、試

験委員の隼微をこえてはならない占

第33j 際【不正行儒の禁止J 1 級建築士試験委員、2 級勉

築士試験委員、 その他 1 級建築士試像叉は 2 級建築士

試験の事務をうかさどる者( ' 1、その事務の施行に蛍っ

て、般正を保持 L 不正の行鰭のないようにしなけれ』ま

ならない。

第百篠【政令への委任】この掌に規定するもの L 外、中

央建築士宮様曾、都道府県草建築士宮3縫合、 1 級建築士

試験委員及び 2 級建築士試験委員に関して必要な事項

l士、政令で定める。

第 7章 罰 則

第35練 左 の 各践のーに該蛍ずる者は、これを 1 年以下
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の懲役叉は Ｕｾ 園以下の罰金に慶する。

- 1 級建築士叉は 2 級 λ 室築士の免許を受けないで、

その業務を行う目的で 1 綬惑築士又は 2 級建築士の

名鰐を用いた者

二虚僑叉は不正の事笈tこ基いて 1 級建築士叉は 2 経

建築士の免許を受けた者

三 第10篠第 1 項の規をによる業務停止命令に違反し

た者

四 第24僚の規定に君主反した建築士事務所の開設者

玄 第26{1際第 1項の規定による都邑府綜知事の命令に

違反した者

第361晦下の各放のーに該常ずる者は、これを 3 蔦園以

下の罰金に魔ずる。

一 第22僚の規定に君主反した者

二 第33僚の規定に違反して、事前に試重量問題を漏ら

し、又は不正の採艶を L た者

第37篠 第23僚の積定に違反した者l士、 5 千園以下の遁

桝に廃する。

附 員n

1  この法律l士、昭和25年 7 月 1 日から施行ずる。但

し、第22{1際及び第 5 章の規定l士、昭和26年 7 月 1 日か

ら縮行ずる。

2  昭和26年 3 月31 日におL 、て、下の各競のーに該常ず

る者で、建設大臣の選考を受けて、 1 級律築士となる

} とふさわしい知毅友び技能を有ずると鼠められたもの

は、第4 僚第 1項の試験を受けないで、 1級建築士の

: l P . 許を受けることができる。

一萄大事令による大療において、正規の建築叉は土

木に関する課程を修めて卒業した後、建築に闘して

3 年以上の質務の経験を有する者

二醤専門撃校令による専門嬰校において、正規の建

築又は士木に闘今るま果穫を修めて卒業した後、建築

に閲して 6 年以上の賓務の経験を有する者

三種中等撃校令による中等事校におい亡、正規の建

築又It 土木に関ずる課程を修めて卒業した後、建築

に関して10年以上の笈務の経験を有する者

四 前各競に掲げる撃校と同等以上叉はこれに準ずる

感校においし建築又は土木に閥ずる課程を修めて

卒業した後、建築に関してそれぞれ前各放に掲げる

手手段以上の笈務の鰹E訟を右ずる者

王建築計こ闘して 15年以上の貧務の経験を有才る者

3  昭和26年 3 月31 日において、下の各競のーに該蛍ず

る者で、都道府際知事の選考を受けて、 2 級建築士と

なるにふさわしい知識及び技能を有ずると認められた
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ものは、第 4{1際第 2 須の試験を受けないで、 2 級建築

士の免許を受けることができる。

一葱大接令による大惑において‘ 正規の建築叉It 士

木に関ナる課程を修I b て卒紫・した後、建築に闘して

1 年以上の資務の経験を有ずる者

二種; ! J 門謬校令による専門準校において、正規の建

築享It 土木に関ずる課程を修めて卒業した後、建築

に闘して 2 年以上の笈務の経訟を有ずる者

三 重車中等謬校令による中等墜校において、 E 規の建

築叉It ，土木に閲する課粍を修めて卒業した後、建築

に闘して 5 年以上の貨務の経験を有T る者

四 前各5況に掲げる磨校と同等以上叉はこれに準ずる

I ! l ! 校において、建築叉は士木に関ずる課程を修めて

卒業した後、建築に闘してそれぞれ前各競に掲げる

年段以上の貨務の経験を有ずる者

ヨ王 建築に闘して 10年以上の貧務の鐙磁を有する者

4  前 2 項の規定により、建設大使叉は都道府県草知事の

選考を受けようとする者は、建設大臣の定める業務怒

箆容を添えて、昭和26年 4 月初日までに、それぞれ建

設大院叉は都道府鯨知事に申脅しなければならない 0

5  第 2 項叉は第 3 項の選考の事務をつかさどらせるた

めに、臨時に、建設省に 1 級建築士選考委員を、都道

府l豚に 2 級建築士選考委員を置〈。

6  1 級建築士選考委員は、建設大臣が、 2 級建築士選

考委員l士、都道府際知事が、それぞれ腐係各懸の鞍員

7 f . . び塵識経験のある者のうちから命じ、文は委燭ナ

る。

7  1 紐建築士選考委員叉は 2 級建築士選考委員l士、そ

れぞれ第 2 項叉は第 3 項の選考を行うにあたうて、必

要と認める場合においては、考査を行うことができ

る。

8  第33{1際及び第36燦第 2 競の規定l士、 1 級建築士選考

委員、 2 級建築士選考委員その他 1 級建築士叉は 2級

建嘆士の選考叉は考をの事務をうかさどる者に、これ

を準用ずる。

9  第 2 項叉は第 3 項の選考を受けようとずる者l主、政

令の定めるところにより、それぞれ選考手鍛糾を闘庫

又は都道府l際に納スしなければならない。

10 1 級建築士選考委員及び 2 級建築士選考委員? と闘し

て必要な事項は、政令で定める。

11 第 2 頂叉l土第 8 項の選考及び第7 T - . 買の考をの基準

l士、建設大臣が告示ずる。

12 昭和25年においては、第13f l際の;境定にか L わら字、

1級磁築士試験及び 2 飯建築士試験は行わない。

13 中央建築士審議曾及び都道府県高建築士ι喜設舎の委員



める金額の筒圏内で必要な金額を交付することができ

る。

5  公庫が前項の規定による米図書す日援助見返資金の交

付を受けたときは、その交付を受けた金額に本自活する

金額にういて、第 8 項の規定による政府の出資があっ

たものとする。

6  政府の出資に係る資金l士、第28(1際の規定による場

を最初に命じ、叉l土委燭ずる湯合・において、建築士の

免許を受けた者がないときは、第29{.傑第 2 項の規定に

か L わらず、関係各艇の職員及び謬綴経験のある者の

うちから、これを命じ、叉( ' 1委帰することができる。

14 建設省設置法( 昭和23年法律鋭113競) の 1都 を 次

のように改正する。

第10僚の表中測震苦手段曾の項の次に次の 2 項を加え

る。

合、園曾の議決を飽た金額の範閣内で祭務土必要な不

動産を取得する場合及び園舎の議決を極て経費に充て

る場合を除〈外、第l 7 ! i 傑に規定する禁致に充てなけれ

』まならない。

第 Ｖｾ 療【登記 Ｑ 公庫は、政令で定めるところによれ設

立の登記をしなければならない。

2  前項の設立の登記には、左に掲げる事項を毘般しな

けれ』まならない。

目的及び禦務

名 稀

事務所

資本金

役員の氏名及び住所

六王恩恵に代表簡を興えたときは、その者の氏名

3  公庫1' 1 、政令で定めるところにより、前項に規定す

る登記事項の侵更、従たる者繁華毎所の新設並びに従たる

Z事務所の禁致に闘し一切の裁判上叉1' 1 殺到外の行S請を

する砲限を有する代恋人の氏名及び佐所、代理入を置

いた事務所、その代理人に係る登記事項の鑓更主主に代

理憾の消滅を登記しなけれ』まならなL 、。

4  前各Z賓の認定により登記を必要とする事項は、登訳

後でなければ、これをもうて第 3者に針抗することが

できない。

第 7 篠 E名稀の使用制限】公庫でない者は、住宅金教会

庫といち名手露又はこれに類する名穏を用いてはならな

L 、。

第 8 篠 E法人に闘する規定の準用】民法( 明治29圭手法律

第89鋭) 第44{:際、第50{際及び第5 . 4 僚の規定は、公庫に

懲用する。

中央建築士容器寄曾
建設大肢の路聞に隠じて 1 級建

築士及び 2 級建築士に閲ずる需

要事項を調査審議し、嘗該事項

につL 、て関係行政艇に建設し、

その他建築士法( 昭和25年法律

第202競) に基〈儲限を行うとと

Ｑ 線一類 Ｑ ｾ 蹄印恥輸を
っかさどること。

二

三

四

玄

(昭和2附 月 6 日)
法 律 第 1 5  6 競j

第 1 餓【目的】住宅金敬公庫1' 1 、図民大家が健康で文化

的な生活を管むに足る住宅の建設に必要な資金で、銀

行その他一般の金磁機関が磁適することを国総とする

ものを弛遇することを目的とする。

第 2 fl療【定義】この法律において、 「住宅」とは、人の

居住の用に供する家屋又は家屋.の部分をいろ。

第 3 篠【法人絡】住宅金職公庫( 以下「公庫」と L 、ぅ。)

は、公法上の法人とする。

第 4 篠【窃務所】公庫』士、主たる事務所を東京都に置

員)]

住宅金融公庫法

糖、第 1掌

役 員 及 び 職 員

第 9 fl晦【役員〕会事に、役員と L て、総裁 1 入、理事 5

人以内及び監察 2 人以内を置く。

第10篠 E役員の職務及び縫限】総裁は公庫を代表し、 E突

の業務を総ｾする。

2  理事t士、総殺の定めるととろにより、公蔵を代表

し、総裁を補佐して公庫の事務を掌握し、総裁に.事故

があるときにはその犠務を代海し、総裁が欠員のとき
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第 2 章

〈。

2  公庫は、主連事大臣の認可を受けて、必要な地に従た

る事務所を置くことができる。

第 5 篠【資本金】公庫の資本金l士、 50億固とし、政府が

その金額を出資する。

2  公庫l士、必要があるときは、主務大臣の認可を受け

て、その資本金を矯加することができる。

3  政府は、前項の規定により公庫がその資本金を矯加

する 場合に於いては、予象算に定める金額の範囲内で、

公庫に出資することができる。

4  政府l士、米園紛日援助見返資金を第17{際第 1 項及び

第 2 項に規定する繁務の財源に使明させるため、米関

針目援助見返資金特別曾計から公庫に射し、珠算にを



にはその職務を行う。

8  監部は、公庫を監査する。

第 ＱＱｾ 様【役員の任命】総裁及び監禁は、内閣の承認を得

て主務大民が任命する。

2  理事は、総裁が主務大臣の認可を受けて任命する。

第12jl晦【役員の任期】総裁理事及び監事の任期It 4年と

する。但し、最初の任期に係'るE理事のろち 2 人及び監

事のうち I 人の任期l士、それぞれ 2 年とする。

2  総裁、理事及び監事l士、再任されることができる 0

3  総裁、理事及び監事が紋員となうたときは、遅滞な

〈、補依の役員を任命しなけれ」まならない。補依の役

員の任期は、前任者の残任期間と する。

第13jl傑【代表槌の制限】公庫と総裁叉It 理事との和j袋が

相反する事項については、これらの者は、代表槌を有

しなL 、。この腸合においては、! i i 惑が公庫を代表す

る。

第 ＱＴｾ 海【代理人の選任】総 裁及び理事は 、公庫の駿員の

うちから従たる事務所の繁務に闘 L 一 切 の裁判上叉

は、裁剣外の行総をする槌限を有する代理人を選任す

ることヵ: できる。

第15jl燦【職員の任命】公庫の職員l士、総裁が任命する。

第16jl傑 E役員及び職員の地位〕・公庫の役員及び職員( 常

時公庫民勤務してー定の報酬を受ける駿員であうて、

2 月以内の糊間を定めて雇用される者以外のものをい

う。以下関じ。 ) は、図家公務員とする。

第3章 業 務

第17jl療【業務の髄図】公庫l士、第 1 僚に掲げる目的を這

成するため、左に揚げるものに針し、住宅の重量殺( 新

たに建設された住宅で、まだ人の居住の用に供したこ

とのないもの L 鱗スを含む。以下同じ。 ) に必要な資

金の貸付の繁務を行う。

ー 自ら居住するため住宅を必要とする者

ご住宅組合法( 大正10年法律第前競) による住宅III

合( 以下「住宅組合」と L 、号。)

三 自ら居住するため住宅を必要とする者に街し住宅

を建設して賃貸する事梨を行う曾枇その他の法人

2  公庫It 、前項各競に掲げる寝泊: 、住宅の建設に附随

して新たに土地叉It 借地織の取得を必要とする綾合に

おいては、土地叉は借地縫の取得に必要な資金を蛍該

住宅の建設に必裏な資金にあわせて貸し付けることが

できる。

8  公庫は、前 2 項に規定する繁務の外、主務大臣の承

認を得て、次の業務を行うことができる。

ー住宅の設計及び工事に関する指導
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二住宅の建設に必要な土地. x . lt 借置憾の取得の闘す

るあう旋

三 貸付金の聞Jj X に闘澄ーして取得した住宅又は土地建

しくは借地槌の管理及び庭分

第18jl療【貸付を受けるべき者の選定】公庫は、前僚第 I

項及び第 Ｒｾ 頁の規定による貸付の業務を行う場合にお

いては、貸付の申込をした者( 以下「申込者」とい

う。) の貸付希望金額、申込者の元利金の償還の見込

及び前( 際第 1 項第 1 Mi l::: 該賞する者についてはその住

宅を必漢とする事由、問項第 25売に該賞する佐宅組合

についてはその組合負の佐宅を必要とする事由、問項

告( ' 3 践に該賞する者ーについてはその事業の内容をそれ

ぞれ充分に審査し、 B 、申込者の総数及び申込に係る

貸付希望金額の総額を彦しゃくして、公庫から資金の

貸付を受けるべき者を公正に選ばなければならない。

第19(1療【貸付をすることができる住宅】公庫が第1η 際第

l l = 買の規定により貸付をすることができる住宅l士、 I

戸M" りの床面積が 100 平方メ ー トルをこえないもので

あって 、 乱つ、建設望者( 勝入の場合にあっては、隠入

償額、以下関じ。) が第20f際第 1l実に規定する標準建

設主主の 1 、 2 倍をこえないものでなければならなL 、。

第20篠【貸付金額の限度】第17係第 1 項の濁定による貸

付金の 1 戸賞りの金額l士、住宅の建設費の 7 倒 5 分に

F自首する金額を限度とする。但し、首該建設費賢治: 標準

建設費をこえる場合においては 、標準建鮫費の 7 欄5

分} こ相蛍する金額をこえることができない。

2  前項の筏合において 、住宅の床爾積が60平方メート

ルをこ去る場合においては、蛍該国績は60平方メー ト

ルとして計算する。

3  第17{際第 2 工貞の規定による貸付金の 1 戸賞りの金額

は、土地叉It 借地憾の償額の 7鮒5 分に中自省する金額

を限度とする。但し、蛍該償額が土地又は借地織の標

準伺額をこえる場合においては、標準償額の 7 劉 5 分

に相賞する金額をこえることができなL 、。

d  第 1 項に規定する標準建設蓄をは、地域別及び住宅の

務主告別に、関民大衆が健康で文化的な生活を管む! こ足

る住宅の建設のため通常必要な費用を容しゃくして、

前項に規定する標準償額は、地域別の単位面積蛍りの

取引慣絡の平均及び蛍該土地に建設さぶるべき、叉It

建設された住宅の床間積を容しゃく L て、公庫が主務

大臣の承認を得て定める。 これを鍵更しよ うと すると

きも、また同様とする。

5  公庫は、前項の規定により標準建設費及び標準債格

を定めたとき叉It 望号更したときは、主務省令で定める

方法により、こわを公表しなければならなL 、。



第 ＲＱｾ 療【貸付金の利率並びに償還の期間及び方法】第 ＱＷ

係者容 1項及び第 2 項の規定による貸付金の利章特は、王手

5 分 5 塵とし、その償還期間は、左の湿りとする。

住 宅 の 構 識 に よ る 直 別 l償還期間

木毛主若しくは木骨防火遁叉はこれら? と類する

格治の住宅の建設及びこれらに附随する土地

15年以内

叉11借地槌の取得を目的とする貸付金

外壁をコ γ F リート主昔、ョ γ グロート、ブロ

ツ F 塾、れんが遁その他の耐火構議とした佐、

宅の建設叉は主要鱗治部を金麗板その他の不
20年以内

燃材料で諮った佳宅の建設及びこれらに附随

する土地又は借地織の取得を目的とする貸付

会

主要構讃部を鍛筋コノクリート溢その他の耐

火君事誼とした住宅の建設及びこれらに附随す

月O年以内

る土地叉11借地継の取得を目的とする貸付金

2  前項の住宅の構謹の医別につL 、て必要な投術的事項

は、主務省令で定b る。

8  公庫の貸付金の償還11、割賦償還の方法によるもの

とする。侶し、公庫から資金の貸付を受けた者( 包括

承継人を含む。以下「貸付を受けた者J e. いう。) は、

貸付金Tこういていつでもマi待償還をすることができ

る。

4  公庫は、前項の規定にか』わらず、下の各; 読のーに

該蛍する場合においては、貸付を受けた者に聖母し、い

つでも貸付金につき一時償還を賭求することができ

る。但し、一時償還を官官求することがで.きる額は、第

ￕｾ 茂夫 ＱＱ 第 Ｖｾ 売に該笛する腸合においては、蛍該佐宅

叉It . 土地若し< 1' 1 借地織に係る貸付金の額を、第 7 誠

に該賞する場合においては、蛍該佐宅に係る貸付金の

績をそれぞれこ去ることができなL 、。

一貸付を受けた者が 6 月以上郡j麟:金の償還をしなか

ったとき、叉は正瞥な理由がなくて割賦金の償還を

怠ったと認められるとき。

ニ貸付を受けた者が溜該貸付金を鐙保するため設定

された抵蛍継の目的たる佐宅又は土地に係る租税そ

の他の公繰を滞納したとき 。

三貸付を受けた者が貸付金の目的以外の目的に使用

したとき。

四 貸付た受けた者で第17f際第 1項第l ! i 党又は第 3 競

の規定。に該蛍するものが貸付金に係る住宅叉は住宅

及びこれに附随する土地若し〈は借地織を他λ に譲

渡レたとき。

五 貸付を受けた者Tこる住宅絹令から貸付金尽係る佐

宅又は住宅及びこれに附随する土地若しくはf昔地健

の叡波を受けた組合員ヵ: 、嘗霊安住宅又は住宅及びこ

れに附随する土地若しくは借地泌を他人に銀波した

と舎。

六貸付を受けた者たぎ住宅f ，H合が、蛍該紛合から貸

付金に係る住宅叉11住宅及びこれに附隠する士地若

しくは借地簡の議渡を受けるべき組合員の持分の薮

波を承諾したとき。

七貸付金に係る住宅が貸付の際定②られた用途以外

の用途に供せられたとき。

人貸付を受けた者で第lη 際第 1 項 8貌の. 規定に骸蛍

するものが第35fl際第 1 項又は第 2 項の規定に違反し

たとき。

九 前各鋭に掲げるもの L 外、貸付を受けた者が正賞

な理由がなくて契約の{ 際項に謹反したとき。

5  前項の規定により貸付金の 1 時償還を時求 L た鳥居合

において、償還をなすべき者が償還を怠った湯合にお

いては、公庫t士、首該貸付金を綴保するため設定され

た抵蛍拘置を賀行することができる。

第 ＲＲｾ 療 ｅ 貸付のＡ傑件の襲警更等】貸付を受けた者が、災害

その他特殊の事由により、元利金の支掛か著しく困難

となった場合においては、公庫t士、主務大臣の認可を

受けて、貸付の( 際件の倭更叉11延滞元理司j金の支御方法

の勝更をすることができる。

第 ＲＳｾ 晦 ｅ 業務の委託】公庫は、主務大臣の認可を受け

て、公庫の業務を委託するに必要で、且う、適切な組

織と能力とを有する銀行( 日本銀行を除く。) その他

の金動機関( 以下「金磁機関」と総得する。) に到し、

公庫の貸付に闘する申込の受潔及び審査、 。資金の貸

付、元利金の岡牧その他貸付及び回収に閲する繁務

を、地方公共闘鐙に到し、貸付金に係る住宅の建設工

僚の腎査を委託することができる。但し、貸付の決定

については、この限りでなL 、。

2  公庫I t 、前項のま号定により業務の 1都を委託しよう

とする場合においては、首言実業務の委 IE を受ける者

{ 以下「受託者」という。) に聖母し、委託業務に閲す

る準則を示さなければならない。

8  公庫は、第 1項の規定により繁華毎を委節した混合に

おいては、受託者に聖母し、手敏斜を支鋭わなけれ」まな

らない。

4  前項の手段斜l士、公庫ヵ: 、主務大臣の認可を受け

て、元来I j 金の回収に関する業務以外の委託業務につL 、;

ては、その業務に必要な経費を議準と氏、元幸l肢 の

回放に闘する業務については、その業務に必要な躍費

に元利金の回牧野j合( 元不IJ 金を回J依した額の間放すべ

き叡に到する剣合やL 、ぅ。) Iこ際じて公庫が定める率
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により算出した金額を加えた額を基準として定める 0

5  公庫は、必要があると認める場合においては、受託

者に到し、蛍該委託業務のｾ現について報告をせき、

叉l主役員若しくは職員を L て蛍該委託業務にういて必

恵な調査をさせることができる。

6  受託者たる金磁機関の役員又は職員であって第 1項

の規定による委託毅務に従事する者1t . 刑法( 明治40年

法律第 ＱＵｾＩ その他の罰則の燭定の適用については、

これを法令により公務に従事する椴員とみ託す。

第24篠【祭務方法書】公庫l士、祭主事開始の際、 業粉方法

啓をまきめ、主務大臣に提出し、その認可を受けなけれ

ばならない。これを嬰夏 L よろとするときも、また同

畿とする。

2  前項の業務方法容にl士、資金の貸付の方法、元利金

の回牧の方法、貸付をすることができる住宅の規模及

び潟絡に闘する規準、前( 際第 2 項に規定する委託業務

に関する準則並びに抵嘗構の設定、火災保険契約の締

結、貸付金に係る住宅の維持筒修の鍵務、貸付金に係

る住宅の大修繕又は改築に到する公庫の承認、その他の

貸付の機件を官暗Eしなければならない。

第お篠 ｅ 務業計ｾ及び資金計ｲＮｴｩ ｊ 公庫 ｩ 士、毎 王将幾年度に

おいて蛍該事業年度の務算の添付帯類に定める計? l 1 i に

遁合するように、 4 半期ごとの事業計醤及び資金計お

を作成し、これを主務大臣に提出し、その認可を受け

なければならない。これを嬰更しようとするときも、

また問機とする。

2  公庫 ｬ 士、前項の事業計 ｅ 普及び資金計ｾを作成する場

合においては、一事業年度を通じて、第17僚第 1項第

Ｘｾ 況の規定に該蛍する者に到して貸し付ける金額の総

額の嘗該年度における貸付金の総額に到する関l令が

100 分の30をこえないようにこれを定めなけれ』まなら

ない。

第 4章 禽 計

第26篠【珠算及び決算】公庫の務第及び決算に闘して

l主、公園等の預. 及び決算の暫定措置に閲する法律

Ｈ昭和 ＲＴｾ 手法律第 ＲＷ 競Ｉの定めるところによる。

第z 7 篠【利釜金の底分3 公庫は、毎事業年度の決算上利

径金を生じたときは、これを園庫に納付しなけれ』まな

らなL 、。

第281漆正絵裕金の運用等】公庫l士、業務上の絵裕金をも

うて、閣僚を保有し、叉はこれを大駁省預金部に預け

スれて主主用ずることができる。

2  公庫は、業務に係る現金を圏庫に預託することがで

きる。
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3  公庫l士、業務を行うため必要と認める場合において

は、その業務に係る資金のうち、受託者たる金砲機初

治: 委託業務を行うため必要な金額を 隠 れ 蛍 該 金 磁 機

関に預けスれ ることができる。

第四燦【曾計領海】公庫l士、主務省令で定めるところよ

り、業務の性質及び内容並びに事業の還1普及び縫獲の

朕況を適切に示すため必要な帳簿を備えなければなら

ない。

第3011療【曾計被査院の綴査】曾計披査院l士、必要がある

と認めるときは、曳託者たる金百虫機調につき、蛍該委

託業に係る曾計を銭査することができる。

第 5意 監 督

第3111療【監管】公庫l士、主務大匡治: 監笹する。但し、公

庫を蛍芸作者又は走塁加入とする訴訟仁 J コいては、法務総

滋がE主管する。

2  主務大臣は、こ の法律そ施行するため必要があると

飽めるときは 、公庫に到して業務に闘し監皆上必! l l t な

命令をするととができるの

第3211海【役員の解任】主務大臣 i士、公庫の役員が下の各

鋭の 1 に霊安賞するに至ったときは、これを解任ナるこ

と治: できる。

ー この法律若しくはこの法律に基く命令又は政府の

命令に注反したとき。

一刑事事件により有罪の宣告を受けたとき。

三 自主E警の宣告を受けたとき。

四心身の故障により駿務を執ることができないと

き、その他前各競} こ掲げるものの外、公庫の役員と

して不遡蛍と認められるとき。

2  主務大臣1t . 総裁及び監察を前項第 1 競叉1t.第 4 鋭の

規定により解任しようとずるときは、内閣の承認を得

なけれ』まならなL 、。

第331!晦【報告及び披査】主務大阪l士、必要があると認め

るとき1主、公庫若し〈はその受死者たる金磁機関に到

して報告をさせ、又はその職員をして公庫若しくは受

託者たる金輪機関の事務所1こ立ちスり、幾務の獄況若

しくは帳簿、密類その他必要な物件を絵至宝させること

ができる。但し、受託者たる金敬機凋に聖母しては、首

該委託祭務の範囲内に限る。

2  前項の規定により職員が立入被査をする皇居合におい

ては、その身分を示ず鐙漢を銃殺し、関係人にこれを

墨示しなければならなL 、。

3  第 1 項の規定による立ス按査の慰限l士、犯罪捜査の

ために認められたものと解してはならな L 、。



第 65 ' 営難 則

第34fl 傑【貸付令の使途の規正】貸付を受けた者l士、貸付

金を貸付の目的以外の同的に使用してはな らなし、。

2  公庫は、貸付金が貸付の同的以外の問的に伊用 され

ることを防止するために、必要に際じて、貸付金をも

って建設する住宅の工事総工者に到し、直接に資金を

交付する等資金の交付に闘し適切な摘置をとることが

できる。

第 ＳＵｾ 様 ｅ 賃借入の選定及び家賃】貸付を受けた者で第 ＱＷ

Ｈ際第 Ｑ 項第 Ｓｾ 廃の規定に言葉嘗ずるものは、貸付金に係

る住宅を自ら居住ずるため住宅を必要とする者に到

し、賃借入の資絡、賃借入の選定方法その他賃貸の{ 際

件に闘し主. 務省令で定め‘ る基準に従い、賃貸しなけれ

』まならなL 、。

2  貸付を受けた者で第17僚第 I 項第 3 鋭の規定に該蛍

ずるものは、地代家貨統制令Ｈ昭和 ＲＱ 年勅令第 ＴＱ［ｻｾ 党〉

に定める統制額の範姻内において主務省令で定める額

をこえて、貸付金に係る佐宅の家賃の額を契約し、叉

ti 受領ナることができない。

第36fl療【不1 J l i J ¥: 金の配嘗の制限等】貸付を受けた者で第17

ｻ際第 ｰ 買第 Ｒｾ 成に該賞するものは、公庫からの貸付金

の償還を完了ずるまでは、各事事業生存度の配蛍又ti 分間

じ得べき利策金又は剰険金の額の嘗該事業年度開始の

時における資本金額、 ( 株式総額、出資総閥、株式総

額及び出資総額の合計額叉は義金総額をいう) 及び積

立金( 法人続法( 昭和22年法律第28鋭) 第16{附こ規定す

る積立金額をいう) の合計額に嘗該事業度の月般を疑

じたものを1勾士した額に劉ずる割合が 100 分のmをこ

去る場合においては、その超過額十こ相蛍ずる金額にう

いては、株主、枇負その他の出資者に劉してこれを配

嘗叉( i 分間することができない。但し、首該超過額に

中目蛍ナる金額のうち、嘗該事普段・年度前の察署長年度にお

いて醍嘗又( i 分臨し得ベき金額が嘗該割合に主主しなか

うたことがあるときは、その不足額( 西E嘗叉fi 分間し

得ベき金額がなかうたときは、賞該割合に字自首する金

額) の合計額( 蛍該事業年度前において、本項但曾の

規定の遡用を受けて配蛍叉は分配した金額に相官室ずる

金額を除く) に主主するまでの金績については、この限

りでない。

第37篠【貸付を受けた者に封ずる曾計検査】曾計橡査院

l士、必要があると認めるとき l主、貸付を受けた者の曾

計を被査す、ることができる。

第38fl晦【訴願法の準用】訴願法( 明治23年法律第105放)

及び行政事件訴訟特O ! 肱l士、政令で定めるところによ

り、公庫を闘の行政機関 とみなして、これに準用する

第39fl 傑【共済組合] 公庫の役筒及び轍同士、闘に使用さ

れる者で闘庫から報酬を受けるものとみなし、関家公

務員共済制合法( 昭和2il 年法律第G9銃) の規定を摘用

ずる。この ｴ ｾ 合において悶法中「各省各隠」とあるの

は 「イ主宅金敬公庫」正、 「各省各照の長」とあるのは

「住宅金者l! 公庫総裁」と、同法t : i 5( l ! 1{際 ( 同僚第 J :明第

日鋭を適用する媛合を除< > 及び第92{ 際中 f 闘庫」と

あるのは「住宅金敬公庫」と、同法第7 I ! { 際第 2 項〉第

Ｗ 司ｾ第 Ｒ 項及び第 ＹＸｻ 際中「政府を代表する者」とある

のは「住宅金事路公庫を代表する者」と積み替えるもの

とずる。

第40fl療関庫l工、公庫に設けられた共済制令に到し図家公

務員共済組合法第69{1際第 1 項第 3 貌に掲げる費用を負

按ずる。

第訓練【健康保険等との関係】健康保険法‘ ( 大正11年法

律第 ＷＰｾ 従Ｉ第 ＱＲ 僚第 Ｑ 項及び厚生年金保険、法Ｈ昭和 ＱＶ

年法律第 ＶＰｾ 売Ｉ第 ＱＶ 僚の Ｒ の規定の遡用にういては、

公庫の役員及び職員( i 、闘に使用される者とみなす。

第42侮【災害補償】公庫の役員及び職員( i 、その災害補

償につL 、ては、閣に使用される者で図庫から報酬を受

けるものとみなし、害事働諮準法等の施行に伴う政府職

員に係る給興の隠急措置に閲する法律( 昭和22年法律

第1675庭) の規定を適用するる

2  努働者災害補償保険法( 昭和22年法律第50競) 第 3

僚第 8 項の規定の遡用にウいては、' . 1 : 庫の事業( i 、図

の直管事紫とみなず。

8  第 I 項の規定により補償を要' する費用( i 、公庫が負

携する。

第 ＴＳ 篠【失業保険】失業保険法Ｈ昭和 ＲＲ 年法律第ＱＴＮ Ｖｾ 虎〉

第 Ｖｻｾ の規定の遡用にう ｌ 、て ｬ 士、公庫の役員及び職員

l士、闘に使用される者とみなす。

第441晦 闘 庫l士、公庫がその役員 !kび職員に! J ，if し失禁保

険法に規定ずる保険給付の内容をこえる給付を行う場

令には、同法に規定ずる給付に中目首lずる部分につき問

渉第28{傑第 1 項に規定する園庫の負婚と同一割合にょ

うて算定した金額を負纏ずる。

第45f海【主理事大臣、主務省令】この法律における主務大

民は、建設大医及び大際大臣とし、主務省令l主、建設

省令、大蔵省令とする。

第 7輩 罰 則

第4 G 篠第35{際の規定に違反した者l士、 10篤閣以下の罰

金にｾずる。

2  法人の代表者叉( i 法人の代理人、使用人その他の従
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事長者がその法人の業務に閲して自i J 項の違反行総をした

ときは、その行儒者を罰する外、その法人に到し問項

の罰金J fUを科ずる。 mし、法人の代理人、使用人その

他の従業者の号室該違反行総を防止ナるため醤該事実務に

問し相官室の注意及び隠密が盤されたと之の澄明があっ

たときは、その法人にうL 、てはこの限りでない。

第47篠 受託者ーたる金羽生機知の役員文は職員が第2:明白: 第

お項の規定} こ淫反して報告をせず、若しくは虚侭の報

告をし、叉( 1調査を拒み防げ、若しくは忌遜したとき

は、 3i l 国以下の罰金に廃する。

第48篠 公庫の役員若しくは椴負叉lま受託者たる金事融機

闘の役員若しくは職員が第33{際第 1項の規定に違反し

て報告をせず、若しくはmff 協の報告をし、叉( 1倹査を

ｩｉＡみ、妨げ、若しくは忌避したときは、 Ｓｾ 庭園以下の

罰金に庭ずる。

第49篠 左の場合においては、その違反行僑をした公庫

の役員若し〈は酸員を 2 篤園以下の過料に庭ずる。

一この法律により主務大臣の認可を受け、叉( 1承認

を得なけれJ まならない場合において、その認可を受

けず、文1主承認を得なかうたとき。

二 第 6{際第 l 項から第 8 項までの規定に違反して登

読をすることを怠り、叉は不貨の登記をしたとき。

ー 第17僚に規定ずる業務以外の業務を行うたとき。

四 第19僚の規定に違反して貸付をしたとき。

五 第20{際第 1項から第 3項までの規定に違反して貸

付をしたとき e

六 第20{1際第 5 項の規定に建反して公表を怠り、叉(t

不貨の公表をしたとき。

七 第28僚の規定に違反して業務上の官余裕金を運用し

たとき。

λ  第31{i 傑第 2 項の規定による主務大医め命令に淫反

したとき。

第50線 第 7 僚の規定に君主反して住宅金磁公庫という名

飛車又はこれに類する名穏を用いた者( t 、1禽園以干の

i盈桝に庭ずる。

附 則

1  この法律は、公布の白から施行する 。

2  主務大臣l士、設立委員を命じて、公庫の設立に闘す

る事務を盟理させる。

3  設立委員l士、 ( t 設立の準備を完了した上、遅滞な

〈、政府に到し資本金の挽込の誇求をしなければなら

ない。

4  資本金の挽込が乞うた日( 資本金が分割して挽い込

まれる援合においては、第 1 回の挽込のあった日) に
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お ｌ 、て 、 設立委員は 、 そのｾ Ｂ務を公庫の持』量殺に引き憶

がなければならなし、。

!) ｾｾ ，裁が前項の ｅ 事務の引絡を受けた ｈ において、総

裁、調布及びE主主事の念償l士、設立の鷲記念しなければ

ならなL 、。

(j 公庫(1、設立の登記を 'f- ることに因り成立すh る。

7  建設省設霞絵( 昭和む幸手法律第 11flll 従) の 1 部を次

のように改亙ナる。

第 Ｓｻ 際第 ＲＳｾ 震のｾに次の Ｑ 践を加える 。

23の 2 住宅金効公庫の署長務の監督その他住宅金磯

公庫法( 昭和25年法律第銃) の施内± 闘ずる事務を

');";理'r ること。

8  大阪省設置法Ｈ昭和 ＲＴ 年法律第ＱＴＮ Ｔ 競Ｉの ｉ 郡吉ｾｾ

のように改IEする。

第12篠第 4 競中「復興金穂金庫及び閣民金事給公庫」

を「復興金敬金庫、図民金草加公庫及び住宅金積公庫」

に改める。

9  所得校法( 昭和22年法律第27競) の 1 部を突の止う

に改亙する。

第 Ｓｻｾ 第 Ｕ 鋭中「図民金磁公庫」の下に「及び住宅

金磁公庫」を加える。

ＱＰ 法人税法Ｈ昭和 ＲＲ 年法律第 ＲＸｾ 売Ｉの Ｑ 部を次のよう

! こ改正，する。

第 4{際第 2!! 党中「関民企磁公庫」の下に「住宅金敬

公庫」を加える。

11 登録税法Ｈ明治 ＲＹ 年法律事有 ＲＷｾ 売Ｉの Ｑ 都を次のよう

に改正ナる。

第 ＱＹＱ 際第 Ｒｾ 売ノ Ｘ を同僚第 Ｒｾ 虎ノ Ｔ とし、同僚第 Ｒ

競ノ Ｔ を同僚第 Ｒｻ 際ノ Ｕ とし、関係第 Ｒｾ 売ノ Ｒ の次に

次の u売を加える。

2 ノ8 住宅金報公庫自己ノ篤= スル登録

12 印紙、続法( 明治32年法律第民放) の 1 部を次のよう

に改正する 。

第 5 {際第 5 競ノ 5 の次の I 部を加える。

5 ノ6 住宅金磁公庫ノ裂スル謹書、銀簿

13 貸金業等の攻締に闘する法律( 昭和24年法律第 170

競) の 1 部を次のように改正する。

第 Ｒｻｾ 第 Ｒ 続中「図民金敬公庫」の下に「、住宅金

敬公庫」を加える。
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「イ中びる家と住まい方J ( 分頒中)

「一_ 4¥.. 一寸. 、↑ 一一 1 ' ; " _ー一「・ー さきに本協舎にて懸賞募集

寸をしに「伸びる家」圏集中、

| 入選、佳作及び選外優秀と認

: むるもの. 88貼を集録し、住ま

| い方記事としてその道の各氏

- + に凡ゆる商から住宅に劃する

| 諾要黒占を御執筆願つにものを

!  B  5 揖 型801余頁に編集、斬新

i 美麗な表紙を配し出版し? こ鹿

1- Ｑ 将来進歩的な新築ｾされる ｦ こ

二三め又設計者及び皐生符兄の参

考 書 と も な れ 住 宅 金 融 金 庫

法の賢施と共に時局柄大事樫な

好評を惇している。

術手持を有しているので 1

冊を座右にせられんことをf 御

推奨する。

護費所は靭日ピル 6 階及び

天神橋建設舎館内分室へ。又

地方では東海、京都、兵庫、

中園、和歌山、九州各支部の

最寄りの所へ御申込の事。

定 債 は 1 部 ￥200園

木協合員は 1 部 ￥180園

但し是正料賞受( 1 都 18園〉申し

受〈る事。
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曾 務 ( 5 月)

理 事 曾 4 目見時於朝日尾崎理事外 8 名利政

山支部設置申出の件、評議員曾開催、部舎、委員合委

員委婦、故大西 ｅ 理事補依の件、故池田ｾ氏逝去に闘す

る件、兵庫建設工業組合30周年及事務員鹿賀腕意に闘

する件、伸びる家国集の件、各支部事業、予事算に闘す

る件、曾員詮街、務報告。

曾 勢 委 員 曾 d 日正午於朝日 銭高理事外 5 名出席

25年度委員長f、副委員長互選、銭高萄委員長及松村新

委員長挨拶、 25年度事業協議、 13目鴻池幸町田、 29日南

海球湯を別項の遁り見堕した。

編 集 曾 6 日2 時於朝日小林、白石理事外 2

名、 6 月及 7 月続編集協議、 27日再曾、 7 、 8 月放に

つき編集英他議ず。

建 材 部 曾 9 日2 時於朝日 目垣理事外10名大西

E恩恵逝去補依} こ闘する件、幹事長互選の結果日極太市

郎君決定、家業計指其他を協議した。

和 歌 山 曾 勢 委 員 曾 10日限建築課にて奥村委員長

外名、本部大和潔事歩u怖、支部設置に閥ナる件を議し

た後引続き看護起人曾を聞き、更に15日再曾害者般協看護禽

般準備を整備し進行したが、別項の湿り 5 月20目安部

設立後曾式を着陸げた。

京 都 支 部 役 員 合 15 日4 時 於 府 建 築 部 長 室 、 怒 弁

支部長外15名、本部大和海事列席、 9 月銃殺誌編集の

件、見謬並務業にうL 、て協議した。

評 議 員 曾 16 日2 時 於 朝 日 鈴 木 末 尾 議 長 外 8 名

委任状35l 1 ! i 出席、評議員理事 1名補級選穆の件、 24年

度枚主主決算、各支部設置の件を議決した。

敬 育 委 員 曾 1 6 8 4時間月日 淑惇盟事外 5 名、委

員長互選中野順次郎君選ず。事業計! i i 協議、 29 日4時

から幹事曾開催。

工 事 請 負 規 翠 委 員 曾 10 日2 時於 朝 目 尾 峨 委 員

長外 4 名、五十嵐委員より東京に於ける四曾連合金建

設省、側との協漢にういて説明報告後、今後の進捗方を

議した。

技 術 と 建 材 部 曾 18日正午於朝日 開都合より 20徐

名出席、相互窓見交換した。

災 害 委 員 曾 19日2 時於朝日 高橋海事外13名出席

池田宮彦氏を委員長に互選後幹事分婚、事業計: i ! f i を協

議した。

住 宅 委 員 曾 19目4 時於朝日 元吉勇太郎氏を委員

長に還し今年事業にうき懇談した。
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行 政 委 員 曾 22日2 時於朝日 将問委員長外出席大

阪市内建喫諮問題にうき意見交換、基準法等に今き協

演した。

大 阪 曾 勢 委 員 曾 13 日鴻池新田倉所外、 20目 南 糊

場を別J噴の湿り見墜した。

主 詑 曾 25日2 時於朝日吉田主昔日外出席、定

例曾開催、理事曾提案事項外協議した。

曾 計 検 査 24日より 26 日迄 8 日聞に豆り、本協曾

24年度牧支決算につき、富士信託銀行株式曾枇調査部

曾計絵査係員出援を乞ひ内容織をを受けた。

寅i祭 に 役 立 つ ( 主として工思表主嘆にういて)

鋼構造の計算法テキスト出家

換 で B象 台 し て い た 上 記 テ キ ス ト 、 長 ら く 不 足 を

つ げ 皆 様 に 不 便 を 輿 え て い た が 、 こ の 度 印 刷 出 来

ム つ に の で 御 希 望 の 向 は 至 念 本 部 事 務 所 又 は 各 最

寄 り 支 部 へ 申 込 み さ れ fこし。

術 償 格 は こ の 度 の 分 は 特 僚 と し て 、 一 部 145円

〈塗料共〉にでお頒ちする。

第 1 町支部特集主党企置の最後の鋭と

後 記

して属議九州の復興紙況を諸兄に紹

介し、今後の岡地方の震度に寄良されん事を切望する。

本務は25年度新委員の初の編集になるもので各位の期

待に刺う可〈鐙力したものでおるが今後企おの斬新と洗

練された編集により侍ー暦よりよき愛される殺誌として

努力と研究をする積り故曾員各位におかれても今後共御

協力御援助賜らん事を希望する次第である。

何本鋭の害r . . 事蒐集に際して御議カ賜うた寓脇支部長始

め支部委員各位に深謝申し上げる。三実は第 2 回支部特集

金活として京都携を 9 月に溌行の漁定準備を治めている

( 編集子)

建 築 さ J社 曾

第 3 1輯 第 6 銃

費偲 1部.60園( 遂事専尖)

昭和25王手 5 月25日印刷・昭和25年 6 月 1 日量産行

編集後行人 戸 )f[ 弘

滋 行 所 ER 日本建築協曾

大阪市北陸中 ノ島2ノ3朝日ピル

f土佐婿 @183 

電話 i北 潰 @1犯 4 - 9 番

猿 谷 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

大阪市西直江戸畑上遜二丁目

印 刷 岩 井 津 英 議

大阪市西直江戸婿上通二丁目

桃 式 曾 枇 大 洋 枇
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理事大西幸七氏逝去に付昭和羽生手 5 月16 日開舎の評議員舎に於て楠猷濯患を執行いた しましf こ結果下

記の遁り首選されましに。

理 事 海 崎 喜 美 春 氏

........ . •..•••• •... •..• .•• •.•• •... ..••.••••.• ...... 
企 - 白- 白 白- 白 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  .  

可守. ..... .......... ........ . ‘. 噂.. ..... ... .... .... ........ .... ..... ...匂- 巴匂-匂 -

兵庫支部事務所移韓の件

今般下記の遇 b嘗支部事: J j 番所移縛いたしましに。

榊戸市生国直下山手通 5:丁目 17ノ 6 兵庫版建設工業組合内〈電話元町④4. 37)

ー ー ，.. . . _- - - - 一一一一一一・・・・ー一一一一一- 一一ーー一一 一一一一ー ー一一一一ーーーーγ 一一一一一一ーー 一一一-_-ーーー一一一一一一一ーー一一一一一一一一一ーーーー・・--ーーー .___.__..._.. __..._... ....__. ___.. ___.. _____ _ ____r
-ーー可. --- -ーーー ・ーーーー-_ー"__...一一一一一ー+一司ー一一一一一一一一一

和歌山支部設置の件

昭和25年 5 )':]20 日'下記の湿り和歌山支部設置いにしました。 和歌山腕下の合員各位は同日より同支部

所鴻となりましに。 i直而従来の和歌 山台勢祭員舎は 5 月19 日眼り腹止い? こ しましに。

枇図法人 日本建築協合和歌山支部

所 在 和歌山市三木町南ノ町島村建築事務所内( 電話和歌山 3338:喬〉

支 部 長 奥 村 昨 副 支 部 長 栗 林 一 馬 島 村 佐 次 郎

幹 事 松 下 稼ー 中 原 英 一 布 袋 闘 雄 松 岡 新 進

栂 野 IEJ本ー 前 田 保 永 蕗 本 久 雄 薮 本 芳 一

合計幹事 今 海 吉 衆 田 中 間 吉 以上

3宮 部 洛 西 見 脅 さ 曾

今般京都亥部と共催で下記 のi語り洛間の名所見皐合を開催 します。時恰かもl J i級の候、紅葉や花

の雑沓を滋け 、イ昔切パスに 合員一同が困撲一日の行柴を共にすることは茸し近来の快事でありま し

ょう。 悲 し雨天の場合は清涼と共に一層の風情を添 えること な らん。パスの人員に制限あり 、満員

にならぬ内お申込み下さい。

1- 日 時 6 月18日( 日〉午前10時集合( 晴雨不論〉

1  - 集 会 所 京都市山僚大宮京阪紳急行出札所前

1- 見 畢 高雄、嵐山、 苔寺くこの外、高雄紳護寺その他附近の名所古剃、時間の許す

限り見皐の 議定〉

1・ 曾 費 ￥200向〈借切パス代〉申込と同時に凱込みの事

1・申 込 締 切 6 月16 日迄( 便宜の所へ宿悲懇談合出欠の音無をも記し〉 但し減員次第先着

11闘に締切る。

1・有志懇談禽 散 合後嵐山にて有志舎合簡単な食事を共にする。( 食費凡 そ￥300円内外の

7象定嘗日申し受ける〉

@ 借切パえ以外 の交通費及中食自焼。@ 申込後不参のときも合費負換願う事。

@ 散舎は凡そ 6 時頃の漁定。@ 合員登着用されにき事。

@ 申込所 大阪市北直中之島朝日ピノレ内及び天神橋建設合d宮間分室事務所

京都市中京区夷川通河原町東入る ミラノ工務庄内京都支部

日本 建 築 協 合 合 勢 委 貫 長 松 村 雄 官

同 京 都 支 部 長 松 井 清 之 助

昭 和 2 15 年 6 月 1 日

世 圏 法 人 日 本 建 築 協 曾
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( 新 建 材 審 査 に つ い て )

昨年来申し出のあっ f こ新建材 塗料エマコーート につき鋭意調蚕研究 中のE室、本年 4 月 17 日審奈子干の結 果

本委員語学の規慢に従い下記の返り 詮 明書を焚附。しに。

昭和 ＲＵ 年度第ｾ蹴優良詮明書潟

1. 品 名 水性塗料ヱマコート

1. 同 主主 外 装 塗 科

目 本 塗 料 化 事 株 式 曾Z証 明石市上水町1479容 地 電 話 明 石 977番1. 製 遁 世 名

昭和24年12月 1 日提出され 1: 資料につき本合建材審j f . 委員舎に於て審寮の結果、白色製品につき外

部 用 塗 料 と し て 推 奨 に 値 す る も の と 認 め るo 本詮明智は向う 1 ヶ年有効とする。

昭 和 初 年 4 月17 日 世 圏 、 法 人 日 本 建 築 協 曾 身 長 竹 鹿 健 謹 @

日本建築協合 建 材 審 奈 委 員 合 奏 員 長 置 塩 草 ⑫

【推奨要理占】

1 . 乾燥を要せぬから工芸長期間が短縮される。 2. 施工簡阜で工事前後の養成が殆 E 不要である。

3. 防水位があるから 7k性塗料として外部用に遁する。 4. 取扱が筒翠で下地に水分を持? こせるから刷

り伸びが良い。 ＵＮ 材料の保存に特別の方法を要せす ･ 極めて楽である。 ＶＮ 悶 Ｗｋ により濡れ色と蛇ｲＮＡｩｴｾ

時との差がない。 7. 債絡が比較的低廉である。

ー... ..... ... . ..... ..... ・....ー ー・ーー ーーーーー.. ... .........・ e ・e ・e ・・......... 守.. ーーー....._.ーーー ・・・ー・・・ーー..・ ・・ーー ・ーー・・ーーー・ ー・
ーー ーーーー・ e ・e ・ ・e ・ーーーー・・...ーーーー・・ ・ ・ー噂ー ー ・ ーー

建 材 審 査 委 員 曾 規 程

1. * 委員舎は一段重量築資材の嗣益、研究、試験等をなし審査の結果E益事5そ認定し以て斯界の向上震建を図ることを R

的とずる。

2. ; l 伝者を受けようとナる者J士一件毎に所定の申込容に別に定める審査合授を古賀へ現品英の他本曾が指定する資料を提

出ずる。

8. 審査の方法( " ! 依顕著奇より液明をES取，し調査、研究文{ 土必要に際じた試験分析等をずる 0

4. 本委員舎の意見は全委員 S 分の 2 . l ; J . 上を以て決ずる。

[l . 審査の結果、優良品に聖母しては一件毎に別に定める調査費用を申し受け優良澄明書を夜行ずる。

英の他のものに到しては意見を附けち申込者に通知ずる。

(i . 優良設明撃を否運行した緩和土建築と紅舎に潟駿ずる外諸官隊、設計調係者に周知につとめ筒ほj趨蛍の方法で宣停す

る。

7. 優良鐙明容に針ずる資任( 土審査委員曾に提出された現品について負うものである 0

8. 優良設明帯l士宮霊行 日より 1 ヶ年有効とずる。

fl . 本鐙明誌を不豆! こ利用された安情判明した時{ " ! 直に取消の通知を裂ずると共に一般に公表ずる。

10. ￦ｴ 納の食費其の他ｻｾ如何なる 場 合でも返民しない 。

11 . 本規程の改陵l士王理. 事舎で定める。

12.  ; ; { >: 規程は昭和21年10月1月より質施ずる 。 以 上

本 審 査 委 員 曾 に 建 築 資 材 の 審 査 を 申 込 ま れ る よ う 切 望 す る
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